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データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割 を果たす もの と期待 されている。今後、

データベースの普及により、わが国 において健全な高度情報化社会の形成が期待 される。 さらに海

外 に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情報化への貢献お よび自由な情報流通の確

保の観点か らも必要である。 しか しなが ら、現在わが国で流通 してい るデータベースの中でわが国

独 自の ものは1/3に す ぎないのが現状であ り、わが国データベースサービスひいてはバ ランスあ

る情報産業の健全な発展 を図るためには、わが国独 自のデータベースの構築お よびデータベース関

連技術の研究開発を強力 に促進 し、データベースの拡充を図 る必要がある。

この ような要請 に応えるため、(財)デ ータベース振興セ ンターでは 日本 自転車振興会か ら機械

工業振興資金の交付を受 けて、データベースの構築および技術開発 について民間企業、団体等 に対

して委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経済的、国際的に重要で、また地域お

よび産業の発展の促進に寄与す ると考え られているデータベースの構築 とデータベース作成の効率

化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化などに関係 した ソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術であ

る。

本事業の推進 に当って、当財団に学識経験者の方 々で構成されるデータベース構築 ・技術開発促

進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「新 しい電子情報サー ビスに関する調査研究」は平成5年 度のデータベースの構築促進およ

び技術開発促進事業 として、当財団が㈱ 日本経済新聞社/㈱ 日経 データに対 して委託実施 した課題

の一つである。 この成果が、データベースに興味をお持ちの方 々や諸分野の皆様方のお役に立てれ

ば幸いである。

なお、平成5年 度データベースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課題 は次表の とお

りである。
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平成5年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

lCD-ROMに よるテ レビ視聴率デー タベースの構築 ㈱ ビデ オ ・リサ ーチ

2輸 入畜肉貨物の規格 ・重量等の検証用データベースの 五十嵐冷蔵㈱

構築

3知 的資源型データベースの調査研究 ㈱ ジ ャパ ンコ ミュニケー シ ョンズ

イ ンステ ィテ ユー ト

社 会 4ビ ジネス雑誌記事データベースの共同構築とその利用 経済文献研究会

に関する調査研究

5新 しい電子情報サービスに関する調査研究 ㈱日本経済新聞社/㈱ 日経データ社

6研 修用教材データベースのプロ トタイプ作成 ㈱大阪科学技術センター

7マ イクロマシン技術情報データベースの構築調査 働)マイ クロマ シンセ ンター

8異 分野研究 のたあの知的オ リエ ンテー ション ・データ ㈱けいはんな

ベースシステムの構築

9関 西広域データベースセ ンター設立のための調査研究 関西データベース協議会

中小企業振興 10地 域活性化のための産 ・学交流支援データベースのプ 東北 インテ リジ ェン ト・コスモ ス

地 域活性化 ロトタイプ作成 学術機構

11中 小企業技術情報データベースの構築 ㈱ オーネ ッ ト

12地 域情報を対象にした分散協調型データベースシステ ㈱エ マーズ

ムの開発

13電 子デバイス情報の海外提供サービスに関する調査 電子デバイス情報サービス㈱

14英 日キーワー ド変換機能をもつデータベース検索シス カテナ㈱

海 外 テムの開発

15CD-ROMに よる5カ 国対訳特許用語辞典及び関連 丸善㈱

諸制度一覧の構築

16人 体形状画像データ合成のための技術開発 ㈱人間生活工学研究セ ンター

170CRを 利用したキーワード自動抽出に関する調査研

究

18既 存画像データのフォーマット変換システムのプロト

㈱エ レク トロニ ック ・ライブ ラ リー

㈱ ジー ・サ ーチ

タイプ作成

技 術 19安 全研究における多重シソーラス ・システム構築のた ㈱紀伊國屋書店

めの基本安全用語データベースの開発

20デ ータベース検索サポー トジステムのプロ トタイプ作 セントラル開発㈱情報図書館

成 RUKIT

21グ ループワーク支援のたあの分散型 トランザクション ㈱新世代システムセンター

管理方式の調査研究
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1.調 査研究の背景 と目的

マ ル チ メデ ィア 関連 技 術 の進 歩 は 、CD-ROM、CD-ROMXA、CD-1、CD-R

(Recordable)、DVI(デ ジタ ル画 像 デ ータの圧縮技 術)や マ ル チ メデ ィア ・ア プ リケ ー シ ョン

作 成 用の オ ーサ リング ・ソ フ トな ど目覚 ま しい勢 いで あ る。情 報通 信分 野 にお いて も、 ク リ ン トン

政 権 の 「情 報 ス ーパ ーハ イ ウ ェー 」構 想 に刺激 され、政 府 は1993年 春 の総合経 済対策 議論 の なか で

「新社 会 資本 」 として、B-ISDNの ような マ ルチ メデ ィアを意 識 した次世 代通信 網 の整 備が 急

速 に浮 上 して きた。 また、近 年 のCD-ROM内 蔵パ ソコ ンの急 速な普 及 に伴 い、 マル チ メデ ィア

に よ る新 しい情 報提 供、 デ ー タベ ース ・サ ー ビスの可能性 が広 が って い る。 その市場 は印刷 ・出版

関連 企業 や家 電機器 メー カー、 ソフ トウ ェア ・メーカー、教育 関 連企業 な どを巻 き込み 、 巨大 にな

る と予測 され 、社会 的 な影響 も大 きい と考 え られ る。

しか し、社会 の ニー ズをつ か み き って いな いため、理 念や ア イデ ィアが先 行 し、具 体 的 な市場 の

姿が 見え て いな いのが現 状 で あ る。

本調 査 はマ ル チ メデ ィア な どに よる新 しい電 子情報サ ー ビスの将 来市 場 をデル フ ァイ法 に よ り、

需要 面か ら情報 の利 用形 態、 情報 提供 の方 法、新 システム、サ ー ビス に必要 な技術 的な要 件 を明 ら

か にす る。 さ らに将 来市場 を展望 し、 具体 的な商 品 イ メー ジを策定 す る。

2.実 施 内容および実施体制

2.1実 施 内容

有識 者 に よる委 員 会 を設 置 し、 以下 の方 法で調査 ・研究 を実施 した。

(1)調 査方 法

マル チ メデ ィアにつ いて 一定 の見識 を もった専 門家、 関連 業界人 な らびに、 マ ルチ メデ ィア に

よる新 しい電 子情報 サ ー ビス の主 要 ユ ーザー とな るで あろ う各産業 界 か ら幅広 くサ ンプ ル を抽 出

し、 デ ル フ ァイ法 に よ るア ンケー ト調査 を実施 した。

(2)主 な調 査項 目

①2000年 にお ける新 しい電子 情報 サ ー ビス の市場 予測

・マ ルチ メデ ィア ・デ ー タベ ー スの概念 、種類 な どの現 状 と社会 ・生 活環境 への影 響

・消費 者市場 で の応 用分 野 と将 来展 望

② 新 しい電 子情報 サ ー ビス の普 及へ の要件

・マ ルチ メデ ィア ・デ ータベ ー ス関連技術 の現状 と課題

・新 市 場 の開発 に必要 な サ ー ビス ・システ ム とその課題

③ ・CD-ROM型 お よ びオ ンライ ン ・リアル タイム型電子 新 聞 につ いて

・新 しい電子 情報 サ ー ビスの商 品 イ メー ジの策定

(3)海 外 調 査の実 施

デル フ ァイ法 によ る国 内調 査 を補 完 す る と同時 に国内調査 分析 の基 礎 とす るため、 わが 国 よ

り先行 し、す で に実現 しつ つ ある米国 のマ ルチ メデ ィア をベ ース とした新 しい電子情 報 サ ー ビ

スの実 態 を調査。 同調 査 は 米国4thWave,Incに 委託。
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2.2実 施体制

本調査は有識者による 「新 しい電子情報サービスに関する調査研究委員会」を設置 し、 この委員

会の指導助言 をもとに㈱ 日本経済新聞社 と㈱ 日経データの共同プロジェクトで実施 した。

(1)新 しい電子情報サー ビスに関する調査研究委員会(敬 称略)

委員長

委 員

有 澤 試

合 庭 惇'

粟 田 政 憲

金 安 岩 男

小 泉 幸 一

高 橋 慈 子

手 嶋 毅

一謙村寺

勝正本中

嗣幸野藤

一成柄真

局

朗

弘

務事

俊

真

プ

原

出

一ル

藤

井

ググンキーワ②

子

茂

順

幸

田千

森

慶応大学環境情報学部教授

㈱岩波書店ご ユーメデ ィア開発室長

㈱ シナジー幾何学代表取締役

慶応大学環境情報学部助教授

㈲ リアルタイム ・グラフィックス社代表取締役

㈱ハーティネス代表取締役 『

大 日本印刷㈱ACS事 業部マルチメディア ・コミュニ

ケーション ・セ ンター本部長

丸善㈱常務取締役

日本電気㈱C&Cシ ステム事業グループ主席技師長

(財)ハ イパーネ ットワー ク社会研究所研究員

日本電信電話㈱画像通信事業本部担当部長

㈱ 日経データ取締役 コンサルテ ィング本部担当

㈱ 日経データ主席研究員

(前 日本経済新聞社データバ ンク局研究委員)

㈱ 日経データコンサルテ ィング本部課長

㈱ 日本経済新聞社データバ ンク局企業情報部
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2.3実 施 経過

実施年月 日 実 施 内 容

平成5年7月15日

㌣

委託契約を締結

8月31日 新 しい電子情報サービス市場 の調査 ・分析に対する基本的枠組みの作成

9月17日 第1回 新 しい電子情報サー ビスに関する調査研究委員会の開催

議題および審議内容:① 本調査研究委員会の 目的および実施 内容について

②実施 スケ ジュールについて

10月19日 第2回 新 しい電子情報サー ビスに関する調査研究委員会の開催

議題お よび審議内容:① マルチメディア ・ソフ トの流通動向について

②電子情報サー ビスの分類について

③デルフ ァイ法調査 について

ll月4日 「米国における新 しい電子情報サー ビスの現状 と将来市場の展望」調査 を米

国4thWave,Inc.に 委 託

11月16日 第3回 新 しい電子情報サー ビスに関する調査研究委員会の開催
」

議題 および審議内容:① マルチメディア関連技術にっいて

②デルファイ法調査票素案の検討

12月1日 第1回 デルファイ調査実施 発送数236通

12月7日 第4回 新 しい電子情報サー ビスに関する調 査研究委員会の開催w

議題 および審議内容:① 米国にお けるマルチ メデ ィア市場動 向につ いて

②電子情報サー ビスの分類別市場(改 定版)に ついて,
、

③デルフ ァイ法調査の集計表 について

12月15日 第1回 デルファイ調査の集計作業を㈱ 日経 リサーチへ外注

平成6年1月18日 第5回 新 しい電子情報サー ビスに関する調査研究委員会の開催.

議題 および審議内容:① 第1回 デルファイ調 査結果 について

②第2回 デルファイ調査 について
⑱

1月18日 特 別 講 演rRe-inventingMediaＬDr.JohnLatta,President,4thWave,Inc.

1月27日 第2回 デルファイ調査実施 発送数151通

2月15日 第2回 デルファイ調査の集計作業を㈱ 日経 リサ ーチへ外注

2月28日 第6回 新 しい電子情報サー ビスに関する調査研究委員会の開催

議題 および審議内容:① 第2回 デルファイ調査結果 について

②報告書の まとめにっいて
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3.実 施 結果

3.1国 内調査

3.1.1調 査 対象 のサ ンプル数 と属 性

(1)調 査 対象 お よびサ ンプル数(第1回)

・情報 関連 専門 家 ・ ・:231

・学生(慶 大環 境情報 学部):45

(2)有 効 回 収数(率)(第1回)

・情報 関連 専 門家:143(61 .9%)

・学生(慶 大環 境情報 学部):17(37 .8%)

(3)調 査 期 間(第1回)

1993年12月1日 ～12月15日

(4)回 答者 の属 性(第1回)

回答者 数20歳 台30歳 台40歳 台50歳 以 上 無 回 答

全 体(学 生 を 除 く)'143103653404

パ ー セ ン ト(100 .0)(7.0)(25.2)(37.1)(28.0)(2.8)

(5)調 査対 象 お よびサ ンプル数(第2回)

・情報 関連専 門家(第1回 調 査回 答者):15 .1

(6)有 効回収数(率)(第2回)
・情報 関 連専 門家:117(77 .5%)

(7)調 査 期 間(第2回)

1994年1月27日 ～2月7日

(8)回 答老の属性(第2回)

① 年 齢

回 答 者 数20歳 台30歳 台40歳 台50歳 以 上 無 回 答

全 体11782942326

パ ー セ ン ト(100.0)(6.8)(24.8)(35.9)(27.4)(5.1)

② デ ー タ ベ ー ス の 利 用 経 験

回 答 者 数1.現 在 利 用 して2.以 前 利 用 した3.利 用 した い と4.今 後 も利 用 し 無 回 答

い る こ とが あ る 思 って い る な い と思 う

全 体11776191714

パ ー セ ン ト(100.0)(65.0)(16.2)(14.5)(0.9)(3.4)

③ パ ソ コ ンの 自宅 利 用

回 答 者 数1.現 在 利 用 して2.以 前 利 用 した3.利 用 した い と4.今 後 も利 用 し 無 回 答

い る こ とが あ る 思 って い る な い と思 う

全 体11772112725

パ ー セ ン ト(100.0)(61 .5)(9.4)(23.1)(1.7)(4.3)
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3.1.2新 しい電子 情報 サ ー ビス全般 に関す る調査

以下 、設 問 ご とに、調 査結 果 を解説 す る。 第1回 調査 のみ にあ って 、第2回 調査 で は聞か なか っ

た設 問、逆 に、第1回 調 査 に はなか ったが 、第2回 調 査 で新 たに も うけた設 問が い くつ か あ る。 そ

れぞ れの設 問 の あ とに示 した。

(1)デ ー タベー ス ・サ ー ビスを どの よ うに考え るか(第1回 調 査 のみ)

「2.仕 事 上 不可欠 な もの」 との回答 が42 。7%("ど ち らか といえ ばそ う思 う"を 合 わせ る

と77.0%)と 最 も多 く、次 いで 「5.社 会 生活 を便 利 に して くれ る もの」が28 .0%(同7

2.8%)、 「3.現 代 人 の必 需的 サ ー ビス 」が26 .6%(同70.0%)と 続 く。 さ らに、

「6 .自 分 の生 活を拡 げて くれ る もの」(同66.5%)、 「4.コ ミュニケ ー シ ョンを円滑 に し

て くれ る もの」(同51.8%)と 、 デ ー タベ ースは ビジネス社会 のみ で な く、個 人生 活 レベ ルへ

と浸透 しつつ あ る。 政府 の 提唱 す る"生 活大 国"あ るいは国民 生活 のゆ と りと豊 か さの実現 に不 可

欠 な もの といえ よ う。

しか し、 デ ー タベ ー スが即 、 「7.生 活 を楽 しく して くれ る もの」(同44.8%)で はない。

後 の設 問へ の 回答 の中 に、 「マ ルチ メデ ィア ・デ ータベ ースの普及 で社 会 ・生活 環境 は便 利 にな る

一 方で
、無 機 的 になる 」、 あ るいは、(コ ンピュータ環境へ の不適 合 な どで)「 ス トレス社会 を よ

り進 展 す る」、 な どの指摘 が あ る(図1)

自 分 の 秘 書 の よ う な も の

仕 事 上 不 可 欠 な も の

現 代 人 の 必 需 的 な サ ー ビス

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を

円 滑 に し て く れ る も の

社 会 生 活 を
便 利 に し て く れ る も の

自分の生活を拡 げて くれ るもの

生活 を楽 し くして くれ る もの

懸1鐸

図1デ ー タベー ス ・サー ビスの位 置づ け



(2)マ ルチメ デ ィア ・デー タ ベース に どの程 度関 心が あ るか(第1回 調 査 のみ)

マ ルチ メデ ィアに携 わ る専 門家 をサ ンプ ル に選 んで い るため に、・「1.か な り関心 が あ る 」 との

回答 が80.4%と 圧倒 的 に多 く、 「2.ま あ関心 が あ る」を合 わせ る と、96.5%に 達 した。

一 方
、 「4.あ ま り関心 が ない 」は1.4%に 過 ぎなか った。 「5.ま った く関心 が な い」 に至 っ

て は、回答 ゼ ロ。

(3)マ ル チメ デ ィア ・デー タベ ース は社 会 ・生活環 境 を大 き く変 え るか

「1.は い」 との回答 が第1回 調 査か ら76.2%と 大勢 を 占め たが、第2回 に は88.9%に

増 加 、圧倒 的多数 とな った。 第1回 で は 「2.わ か らない 」 とい う答 が18.9%と 割 と多 か った

が、第2回 には6.0%に 減 少 、順調 に収 束 した。

(4)マ ル チメ デ ィア ・デー タベ ース は社 会 ・生活環 境 を どの よう に変 え るか

"そ う思 う"が 一 番多 か ったの は 「5 .教 育 システ ムが変 わ る(個 人 レベ ルに合 った指導 が 可能

にな るな ど)」 の55.8%(第2回 調 査結 果、 以下 同 じ)で 、"ど ち らか といえ ばそ う思 う"を

合 わせ る と92.3%に 達 す る。 「6.疑 似 体験 に よ って 知 識習 得 効率 が 向上 す る」 も"そ う思

う"31.7%、"ど ち らか といえ ばそ う思 う"を 合 わせ て82.7%と 、学 習 ・教 育 システ ムへ

の(前 向 きな)影 響 を主 張 す る意 見が強 か った。 しか し、 「ゲ ームやVRだ けで は、創 造性 は養 わ

れな い」 との指摘 もあ り、 「7.人 間の創 造性 が向上 す る」("ど ち らと もいえ ない"が51.0

%で トップ)と までは考 え られて いない。

「5」 、 「6」 に次 いで 「1.東 京 と地 方 の情報 格差 が縮 小す る」が"そ う思 う"30.8%、

"ど ち らか といえば そ う思 う"を 合わせ て76
.0%と 肯定 的。

しか し、 「2.在 宅勤 務 が可能 に な り、 それ が増 加 す る∫、 「3.省 エ ネルギ ー、環境 負 荷軽 減

に貢 献す る」、 「4.高 齢 化社会 の福 祉 向上 を促 す 」、.「8.人 の移動 が減少 す る」 な どの設 問 に

対 して は、"ど ち らと もいえ ない"と の答 が一 番多 く、懐 疑 的で あ る。 また、設 問 「9」 ～ 「1

4」 で、紙、 新聞 、テ レビ、郵 便、 レンタル ビデオ ・CD、 映画館 な どの既 存 メデ ィア がな くな る、

または衰退 す るか 、 との問 につ いて は、"ど ち らともいえな い"、"ど ち らか とい えば そ う思わ な

い"と の意 見が多 く、 マ ルチ メデ ィア ・デ ー タベ ー スが既存 メデ ィアを代替 す る もので は な く、 全

く新 しい メデ ィアで あ る と捉 え てい る。 「教 養 的、付加 的情 報 の伝達 に力 を発 揮す る」、 「従来 の

メデ ィアの代替 にはな らない 」な どの コ メ ン トも 目立 った。 全 体 を通 じて、 「マ ルチ メデ ィア ・デ

ー タベース の影響力 が どの くらい にな るか は、優 れた タイ トル ・デ ータ内容 の作成 能力 、 または デ

ー タの更新頻 度次第 だ 」 との見方 は多 くの 回答者 に共通 して い る(図2)。
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(5)マ ルチ メデ ィア ・デー タベ ー スは、 どの よ うな分 野 に普及 してい くか(第1回 調査 の み)

基 本 的 に どの選 択 肢 につ い て も、 普 及 率 が"高 い"ま た は"や や 高 い"に 集 中 して い る。 企 業 ・

団 体 分 野 で は、 「2.プ レゼ ン テ ー シ ョ ン(新 商 品 紹 介)ゴ が 最 も多 く、"高 い"の 回 答 が52.

4%(以 下 同 様)。 次 に 、 「1.情 報 サ ー ビ ス(デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス)」 が 同49.0%、

「3 .義 務 教 育(ト レー ニ ン グ ・シ ス テ ム)」 が 同48.3 .%の 順 で あ る。 公 共 分 野 で は 、 「5.

教 育 」 が 最 も高 く、49.7%、 「4.情 報 サ ー ビス
.(デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス)」41.3%、

「9 .美 術 ・博 物 館 」40.6%と 続 く。f"

家 庭 ・(個人)分 野 で は 、 す で に 市 場 に 出 て い る 「10.エ ン タ テ イ ン メ ン ト(ゲ ー ム 等)」 が 最

も高 く、62.9%で あ る。 次 い で 、 「13.旅 行 ・観 光 ガ イ ド」40.6%、 「14.ホ ー ム シ

ョ ッ ピ ン グ 」37.0%、 「12.カ ー ・ナ ビゲ ー シ ョ ン 」33.6%で あ る。 こ の ほ か 、 「11.

ギ ャ ンブ ル 」 、 「15.デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス 」 、 「16.遠 隔 医 療 相 談 」 、 「17.在 宅 学 習

(塾)」 は、 い ず れ も20%台 で 、 そ の 他 の選 択 肢 に比 べ て 比 較 的 低 い評 価 だ っ た 。 や は り、 マ ル

チ メ デ ィ ア ・デ ー タベ ー ス の 家 庭 へ の 普 及 は 、 企 業 ・団 体 、 公 共 向 け サ ー ビス 普 及 の 後 に な る 、 と

見 ら れ て い る よ うだ(図3)。
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3.1.3マ ル チメ デ ィアを ベー スに した新 しい電子 情報 サー ビスの成 長率

(1)新 しい電子情 報サ ー ビスの2000年 までの成長 率

形 態別 で見 る と、 オ ンライ ン ・デ ー タベ ー ス、 パ ッケ ージ型 デー タベ ース と もに、 成長率 が"高

い(年 平 均成長率 約15%)"と の 回答が それ ぞれ66.7%(第2回 調査 結果 、以 下 同 じ)、4

7.9%で 最 も多 いが 、パ ッケー ジ型 は"非 常 に高 い(同 約25%)"が37.6%、 オ ンライ ン

型 は 同17.9%で 、 今後 、2000年 まで の間で は、パ ッケー ジ型 デー タベ ー スの成長 率 がオ ン

ライ ン型を上 回 る との見通 しが 示 され た。

ア プ リケー シ ョン別で群 を抜 いて い るのが 、ゲ ーム な どの 「エ ンターテ イ ンメ ン ト」(第2回 調

査 で選 択肢 を追加)で 、"非 常 に高 い"が43.6%、"高 い"を 合 わせ る と88.0%に 達 した。

ゲ ーム ・アプ リケ ー シ ョンはやは り、 マル チ メデ ィア市場 の先 導役 で あ る、 との認 識が 一般 化 して

い る よ うだ。 「プ レゼ ンテ ー シ ョン」 で も、"非 常 に高 い"が40.2%、"高 い"を 合 わせ る と

83.8%が 同市場 を有望 と見て い る。 すで に、建 築、 自動車 、家 電設 計や科 学 技術分 野 で、CA

E/CAD(コ ンピュー ター支援 に よ るエ ンジニ ア リング ・設 計)技 術 に基 づ くプ レゼ ンテ ー シ ョ

ン ・グラ フィ ックスが 一 般化 して い る ため であ ろ う。 また、 「電 子 出版 」 、 「教育 ・トレーニ ン

グ」(第2回 調査 で選 択肢 を追加)で は、"非 常 に高 い"と"高 い"を 合 わせ た回答 が 、そ れぞ れ、

82.9%、82.0%あ った。 この他 は、 どん ぐりの背比 べ状 態 で、"高 い"に 回答 が集 中 した。

やや意 外 なのは、 「電子新 聞 」の成 長率 で、"高 い"が44.4%あ る一 方 で、"や や低 い(同

約5%)"と の回答 が36.8%も あ った。"非 常 に高 い"は6.0%し かな く、1ケ タ台 な のは 、

この 「電子新 聞」だ けで あ る。

「遠 隔医療 ・診断 」、 「トラ ンザ クシ ョン」、'「電子会議 」、 「ビデオ ・オ ン ・デ マ ン ド」 な ど

も、"高 い"に 次 いで、"や や低 い"と の回 答が多 い。 「遠隔 医療 ・診 断 」につ いて は、 医師 法な

どの 法律問 題が ネ ックにな る との意 見 が多か った。 「電 子会議 」、 「ビデオ ・オ ン ・デマ ン ド」 な

どの 成長率 が"や や低 い"の は、通 信 速度 ・容量 、回線 利用 コス トな どの技 術的 問題 が大 きいた め

と見 られる(「 マ ル チ メデ ィア電子 情報 サ ー ビスの普及 の要件 」参照)。 全 体 を通 じて 「2000

年 まで と限定す る と、 日本で は通信 イ ンフラの整備 が追 いつ かず 、 ネ ッ トワー ク型情 報 サ ー ビス普

及 の最大 のネ ックに な る」 との意 見が 圧倒 的多数 を 占め た(図4)。
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(2)成 長率の目安(第1回 調査のみ)

前 記 した 形 態 別 、 ア プ リケ ー シ ョン 別 の2000年 ま で の年 平 均 成 長 率 を 推 定 す る に あ た って 、

第1回 調 査 で は 各 分 野 ご と に"実 現 不 可 能"、"低 い"、:JJや や 低 い"、"高 い"、"非 常 に 高

い"の 基 準 で たず ね た。 そ の結 果 、 形 態 別 成 長 率 は オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス 、 パ ッケ ー ジ型 デ ー

タ ベ ー ス と も に"高 い"に 集 中 して い る 。 ア プ リケ ー シ ョ ン別 成 長 率 に お い て も、"高 い"に 集 中

して お り、 期 待 度 の 高 さ は 「電 子 出版 」 、 「ビデ オ ・オ ン ・デ マ ン ド」 、 「トラ ン ザ ク シ ョ ン」 、

「ニ ュ ー ス ・オ ン ・デ マ ン ド」 、 「ナ ビ ゲ ー シ ョ ン」 、 「電 子 会 議 」 、 「プ レゼ ン テ ー シ ョ ン」 、

「電 子 図 書 館 ・美 術 館 ・博 物 館 」、 「電 子 新 聞 」 、 「遠 隔 医 療 ・診 断 」 の 順 で あ る。

各 電 子 情 報 サ ー ビス の 成 長 率 を 考 え る 場 合 、"低 い"あ る い は"高 い"の 基 準 は 回 答 者 の 主 観 に

よ っ て 異 な る た め 、 そ の 目安 と して 年 平 均 成 長 率 で 何 パ ー セ ン トく らい を 想 定 した か 質 問 した。 そ

の結 果 、"低 い"』 は 「1%未 満 」(回 答 率26.6%)、 「1-2%」(同18 .9%)に 集 中 。

"や や 低 い" ・・{ま「3-5%」(同23
.8%)、 「5-7%」(同18.2%)。"高 い"は 「7

-10%」(同21
.0%)、 「10-15%」(同20.3%)、 「15-20%」(同17 .

5%)、"非 常 に 高 い"は 「15-20%」(同17 .5%)、 「40%以 上 」(同15.4%)、

「20-25%」(同12 .6%)に 集 中 して い る。

以 上 の 回 答 を 加 重 平 均 して 各 基 準 ご とに 推 定 した 年 平 均 成 長 率 は 、"低 い"が2.3%、"や や

低 い"が6.2%、"高 い"が15.0%、"非 常 に高 い"が26 .3%で あ る。

(3)そ の他 どのよう な電子情報サー ビスが考えられるか?(第1回 調査のみ、自由回答)

ホ7ム ・シ ョ ッピング、 ホ ーム ・バ ンキ ング、 馬券購 入 シス テム、 中古車 情報 、 劇場 情報(チ ケ

ッ トの販売 状況)な ど トラ ンザ クシ ョン ・サ ー ビス を挙 げる人 が多 か った。 また、 官公 庁、 自治体

な どの行政 電子情 報 サー ビス、電子 塾 や電 子通 信教 育 システム、 ジャス ト ・イ ン ・タイム ・コ ンサ

ルテ ィング、 トレーニ ング、 映像 メー ル、 ボ イス メール ・サ ー ビス、 ゲー ム、音 楽 な どの オ ン ・デ

マ ン ド ・サ ニ ビス、 ネ ッ トワー ク ・ゲ ー ム、バ ーチ ャル ・リア リテ ィ、 情報 共有 クラブや投 稿型 デ

ー タベ ー スな どが候補 に上が
った。

さ

行政情 報 サ ー ビス は、.こ こでい うア プ リケ ー シ ョン(サ ー ビス形 態)と は切 り口が違 い、 サ ー ビ

スの主 体 ・内容 に よる分 類 なので、新 たな選 択肢 と して つ け加 え る必 要 は な い と思 われ た。VRは

各 ア プ リケー シ ョンの基盤 技術 で あ り、 や は り切 り口が異 な る。 電 子教 育 ・訓練 シス テム、 ネ ッ ト

ワー ク ・ゲー ムや投 稿型 デ ータベ ース な どのユ ーザ ー間 コ ミュニ ケー シ ョン ・サ ー ビスをっ け加え

るべ きか検討 した。

・オ ンライ ン ・シ ョッピング(通 販)

・ソ フ トウ ェアの販売(CD-ROMな どでの 鍵つ き配布)

・ゲ ーム ・オ ン ・デマ ン ド

・官公庁 、 自治体 等の電 子情報 化 と情 報 サ ー ビス。行 政 改革 と情報 公開 か ら もこれ か らの大 きな テ

ー マ
o
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・電子 塾

・カ ラオ ケの宅 配(3件)。

・品位 の ない方 面 のサ ー ビス(ダ イヤ ルQ2で 問題 とな ってい る よ うな方面)。

・教育(家 庭教 師)…1度 に複数 人 を各在 宅で教 え られ る。

・人生 設計 ・住 宅 ロー ンコ ンサル テー シ ョン。

・ホー ムバ ンク、 テ レ ビ電 話、 電子授 業。

・疑似 体験 …宇宙 、海 底 な どの極地。 未来 、過去 な ど。

・イ ンタ ラ クテ ィブTV(2件) 。

・移動 体 マ ルチ メデ ィア通 信。

・電 子会議 に近 いが、 本社 とサテ ライ トオ フ ィス との接続。

・情報 を各 個人 に合 わせ た形 で、 コー デ ィネイ トす る情報 コー デ ィネー タ ・サ ー ビス。

・Tele-CD 1.Teleト ラ ベ ル 。

2.Tele教 育 ・訓 練 。

3.イ ン タ ラ クテ ィ ブTV。

4.役 所 関 連 書 類 の オ ンラ イ ンサ ー ビス。

5.保 険 証 券 の オ ン ライ ンサ ー ビス 。

・ポケベ ル を利 用 した株価 情報 。

・Jリ ー グ(サ ッカ ー くじ) 。

・馬券 購入 シス テム。

・中古 車情 報 システ ム。

・薬 品 デー ターベ ー ス。

・劇場 情報(チ ケ ッ トの販 売状 況)(2件)。

・個人 携帯 電話(PMPS)(2件)。

・ア ミュー ズ メ ン ト施 設 の ネ ッ トワー ク。

・スポ ーツ シ ュ ミレー シ ョン。

・各種 設計 のデ ー タベ ースサ ー ビス。

・映 像 メー ル、 ボイ ス メール(マ ルチ メデ ィア ・メール)⇒ マ ルチ メデ ィア情 報 を保管 、分 配 し、

情報 伝達 を支 援 す る情報 サ ー ビス。

・オ ンデマ ン ド ・カ ルチ ャー ・ス クー ル⇒ 必要 な時 にいつで も受講 で き る遠隔 教育 サ ー ビス
、料 理

教 室。

・ゲー ム ・ネ ッ トワー ク⇒ クライ ア ン トがゲー ム広場 に参加 して、 いつ で も相 手 をみつ けて、対 戦

が で き る(在 宅 ゲ ーム セ ンター)。

・個 人ユ ー ズの テ レビ電話/個 人 ユ ー ズの ビデ オ映像等 のや りと り。

・電 子学会 、 電子 カ タ ログ、電 子通信 販売。

・仮想 空 間演 出。

・障害 を持 つ人 の社 会 復帰 の道具 。

・ジ ャス ト ・イ ン ・タイ ム ・マニ ュ ファ クチ ャ リング
。

・ジ ャス ト ・イ ン ・タイ ム ・コ ンサ ル テ ィング。

・ジ ャス ト ・イ ン ・タイ ム ・トレーニ ン グ ・コース。
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・イ ンタ ー ナ シ ョナ ル ・リア ル タ イ ム ・イ ンタ ラ クテ ィブ ・ラ 一 二 ン グ(教 育 用 ネ ッ トワ ー ク)。

・商 品 カ タ ロ グサ ー ビス
。

・地 図 デ ー タ ベ ー ス 。

'CGによ　 ム⊥ 欝

1:1=z
・電子 ツアー(電 子旅 行、旅 行 シ ミュ レー シ ョン…地 球上 、宇宙 空 間)。 電 子授 業 、電子 シ ョッピ

ングの高級 版。

・商 用 の運 営 まで は、 各種 の ソフ トウ ェアの整備(映 像、 画像情 報 の蓄 積作 業 やユ ーザ ー イ ンター

フェイスの開 発 な ど)に 時間 がかか る ので、JRAや モー ター ボー ト競走 の公 営 ギ ャンブルへ の

オ ンライ ン発 券 な どのサ ー ビスか らス ター トす る もの と考え てい る。

・オ ンライ ンジャーナル(記 事 投稿、雑 誌編 集機 能 を含 む)。

・VRと 融合化 したパ ー ソナルユ ーズの娯 楽。

・趣 味 の世 界 が大 き く動 く と思 い ます。 例 え ば、 アマ チ ュア無 線の世 界で 、音 声 や映像 の交 換。t

・学校教 育が 、マ ルチ メデ ィアを前提 とす るよ うな教 え方 に変 わ る と思 う。例 え ば、宿 題 や テス ト

は それの上 で行 われ る。

・ネ ッ トワー クで結 ばれ たマ ルチ メデ ィア情報 サ ーバ ーが、 ハ イパ ーテキス ト的 に検 索 で きる シス

テム(InternetのWWWの ような もの)。

・オ ン ・デマ ン ド教材。

・電子 キ ャンパ ス。 へ`

・ゴル フ クラブの よ うな情報 共有 クラブ組織。

・投稿 型 デー タベ ース、 イ ンターネ ッ トの ニ ュース の よ うな もの。

・遠 隔地 の高等 教育。 仮想市 場(野 菜 な どの鮮度 や 産地 の様 子 を見 る こ とがで きる)6自 治体 に関

す る情報 提供(公 報 や お知 らせ)。

・交 通 ・娯 楽情 報、 チケ ッ ト売買etc.。

・ア ー ト、 アマチ ュアが作 ったア ー トを フ リーで流 す。

・学習環 境が大 き く変わ る と思 われ る∵ 子 供 の義務 教育 に取 り入れ られ た ら大 きいが 、私 立が 積極

的 に取 り入 れ るだ ろ う。

・テ レ ビ電話 、外 国語学習 用 マル チ メデ ィア ・ア プ リケー シ ョンソフ ト。

・ヴ ァー チ ャル ・リア リテ ィや擬似音 像 ・音響 、 映像環 境 の構築(3件)。

・電子 秘書 、機械 翻訳(2件)。

(4)新 しい電子情報 サー ビスの2000年 頃 の普 及 レベル

形 態 別 の 企 業 ・団 体 普 及 率 で は 、 「オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス 」 、 「パ ッ ケ ー ジ型 デ ー タ ベ ー

ス 」 と も に 、"15-50%"と い う回 答 が も っ と も多 か った 。 第1回 調 査 で は そ れ ぞ れ 、34.

3%、33.6%だ っ た が 、 第2回 調 査 で は そ れ ぞ れ 、48.7%、44.4%に 上 昇 、 第1回 調

査 で は2番 目 に多 か った"3-15%"と の 回 答 は 第1回 調 査 の30.8%、25.2%か ら 、1
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8.8%、21.4%に 減 少 し、"50%以 上"と の回答 が 「オ ンライ ン」、 「パ ッケ ー ジ型 」 と

もに25.6%と 増加・して、 全般 に普及 率 の見通 しは高 い方 向へ 収 束 した。

形 態 別個人(家 庭)普 及率 で も、 「オ ンライ ン」、 「パ ッケー ジ型 」 と もに"3-15%"と の

回 答が 、 それ ぞれ43.6%、49.6%と 最 も多か った。 「オ ンライ ン ・デ ー タベ ース」 に関 し

て は、 普及率 が"3%未 満"に と どまる との回答 も35.0%と 多 か った。 個人普 及 率 は企業 ・団

体普 及 率 と比べ て かな り、 見劣 りす る ものの、通 信 イ ンフラ未 整 備下 で も安 価 に利 用で きるCD-

ROMな どのパ ッケ ー ジ型 デ ー タベ ー ス普 及率 は高 くな りそ うな 見通 しだ。

な お、本調 査 で はE.M.ロ ジ ヤ'一一スの イノベ ー シ ョンのデ ィフュー ジ ョ ン ・プロセ ス原理 に従

って 、新 しい 電子情 報 サ ー ビスの市 場へ の浸透度 を4段 階 に分 割 した。(1)革 新 的採 用者(イ ノ

ベ 一夕 ー)一 一教育 程 度 ・情報 収集 力 の高い層 で全体 の約2.5%、(2)初 期 少数 採 用者 一一平

均 以上 の教 育 水準 を もった層 で全 体の約13.・5%、(3)前 期 多数採 用者 一 一平均 的教 育 水準 で

比較 的慎 重 な層 で全体 の34%、(4)後 期多数 採 用者 一 一平 均 的教育 水準 で社 会 的圧力 に よ って

採 用 す る層で 全体 の34%。

この分 割 に よ る と、 「オ ンライ ン ・デー タベー ス」、 「パ ッケー ジ型 デー タベ ース 」 と もに企 業

・団体 の2000年 の市場 は第3段 階(前 期多数 採 用者)の 大市 場 に発展 す る こ とに な る。 一方 、

個人(家 庭)に お け る2000年 の市場 は両者 ともに第2段 階(初 期 少数採 用者)レ ベ ルで あ る。

事 業 所統 計 に よ る と1991年 の総事業 所数 は675万 であ るか ら、 企業 レベ ルで は101万 か ら

338万 事業 所 へ の普 及 とな る。 一方、 個人(家 庭)レ ベ ルで は1990年 国勢 調 査 の総 世 帯数 は

4,100万 で あ るか ら123万 か ら615万 世帯 に普及 す る こ とにな る。

ア プ リケ ー シ ョン別企 業 ・団体 普及率 で は、 「教育 ・トレーニ ン グ」、 「プ レゼ ンテー シ ョン」、

「電子 会議 」、'「電 子 出版 」な ど、現 時点 ですで に応用分 野が 明確 にな って い る ものが比 較 的高 く、

第3段 階の前 期 多数採 用 者 レベ ル にある。 「電子新 聞」、 「ニ ュース ・オ ン ・デ マ ン ド」、 「トラ

ンザ ク シ ョン」 、 「ナ ビゲ ー シ ョン」は、第2段 階 と第3段 階 の中 間 にあ る。

「遠 隔医療 ・診断 」 と 「電子 図書館 ・美術 館 ・博物 館 」は、"実 験 レベ ル"な い し"特 定 ユ ーザ

ー レベ ル"に とど まる、 とす る回答が 、合計 でそ れぞれ、16.2%、11.・1%あ る。 「遠隔 医

療 ・診 断 」は前 述 の よ うに、法規 制、厚 生省 の認 可な ど規 制の 問題 に加え 、誤 診が あ った ときの取

扱 いを ど うす るか な ど、 医学 会 の体質 の問題 もある ようだ。

ア プ リケー シ ョン別個 人(家 庭)普 及 率 は 「エ ンターテイ メ ン ト(ゲ ーム な ど)」 の第3段 階 の

41.9%、 第4段 階 の15.4%が 際立 って いる。 次 いで、 「教育 ・トレーニ ング」、 「ナ ビゲ

ー シ ョン」
、 「電子 出版 」 の普及 率が比 較 的高 い。 一方、 「電子 会議 」,、 「プ レゼ ンテー シ ョン」

の普 及率 は、"3%未 満"が と もに65%以 上 と低 く、 市場 の主 体 は 企業 ・団 体 といえ よ う(図

5)。
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3.1.4マ ル チメ デ ィアを ベー ス に した新 しい電子情報 ザ ー ビス普及 の要件

(1)全 体 平均

全 体を通 じて 要請 が強 か った の は、"通 信 コス トの低廉 化"(全 選 択肢 の平均 値 が43。4%、

以 下 同様)、"B-ISDNな ど大容量 高速通 信網 の整備"(39.5%)、"マ ル チ メデ ィア端

末 の低 価格 化"(38.4%)、"動 画圧縮 技術 の標 準 化"(33.9%)、"各 種 情報 の デ ジ タ

ル化"(32L7%)、"音 声 ・画像 ・映像 な どの検 索技 術"(29.2%)、 そ して 、"著 作権

関連法 規 の整 備"(28.8%)な どで ある(図6)。

B-ISDNな ど大容量

高速通信網の整備

高速通信網の通信

プロトコルの標準

動画圧縮技術の標準

音声 ・画像 ・映像など

検索技術

コ ン ピ ュー タ の コス ト

パ フォ ー マ ン スの 向 上

マルチメディア端末

標準化

マルチメディア端末

低価格化

個人向け携帯情報端末
普及

HDTVの デ ジタル

双方向CATVの 普

情報流通ルー トの整

著作権関連法規の整

通信事業法と放送法
行政的垣根の解消

各種情報のデジタルイ

通信コス トの低廉イ

0 20 40 60

(%}

80

図6-1新 しい電子情報サービスの普及要件(全 体平均)
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(2)サ ー ビス形 態 別別t

サ ー ビス形態別 で は、 「オ ンライ ン ・デ ー一夕ベ ー ス」で は、"通 信 コス トの低廉 化"・(70.6

%)、"大 容 量高 速 通信 網 の整 備"(67.1%)、"高 速通 信 網 の通 信 プ ロ トコル の標 準 化"

(44.8%)な どが主 要課 題 と して あが 江 「パ ッケ 」 ジ型 デー タベ ース」で はご"マ ル チ メデ

ィ、ア 端末 の低価 格 化"(55.2%)、"著 作 権関 連法規 の整備"(52.4%)や 、"動 画圧 縮

技術 の標 準化"(42.0%)な どを求 め る声 が 目立 った(図6-2)。

N=143
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個人向け携帯情報端末の
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HDTVの デジタル化

0

双方向CATVの 普及

情報流通ルー トの整備

著作権関連法規の整備

通信事業法と放送法の
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204060800
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2040.6080

図6-2新 しい電子情報サー ビスの普及要件(形 態別)
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(3)ア プ リケ ー ション別

アプ リケ ーシ ョン別 に見 てい くと、 「電 子新 聞 」、 「ニ ュース ・オ ン ・デマ ン ド」、 「トラ ンザ

ク シ ョン」、 「遠 隔 医療 ・診断 」、 「電子会 議 」、 「ビデオ ・オ ン ・デマ ン ド」 な どは、いず れ も、

"大 容量 高速 通信 網 の整備"
、"通 信 コス トの低廉化"が 共通 の重 要課 題 と して あが ってい る。 こ

れ以 外 に 「電子会 議 」 と 「ビデオ ・オ ン ・デ マ ン ド」で は"動 画圧縮 技 術 の標 準化"、'特 に 「ビデ

オ ・オ ン ・デマ ン ド」で は"双 方 向CATVの 普 及"(47.6%)、 また、 「ニ ュース ・オ ン ・

デ マ ン ド」 で は"通 信 事業 法 と放 送 法の行 政 的垣根 の解消"(39.2%)が 必要 との意 見が 多 か

った。

「電子 出版 」で は、"マ ル チ メデ ィア端 末 の低価格 化"(57 .3%)、"著 作 権関 連法規 の整

備"(61.5%)、"各 種情報 のデ ジタル 化"(41.3%)な ど、 「ナ ビゲ ー シ ョン」では 、

"端 末 の低 価格 化"(42
.0%)の ほか、"個 人 向 け携帯情 報端 末 の普 及"(35.7%)な ど

が あ げ られ て い る。"個 人 向 け携 帯 情報 端 末 の普 及"は 「電子 新 聞 」(37,.1%)、 「電 子 出

版 」(39.9%)に おいて も重要課 題。

「電 子図 書 館 ・美術 館 ・博 物 館 」 と 「プ レゼ ンテ ー シ ョン」で は、"各 種 情 報 の デ ジタ ル化"

と"動 画圧 縮 技 術 の標 準 化"が 共 通 課題 と して あ げ られ るが 、特 に 「電子 図 書 館 ・美 術館 ・博 物

館 」で は これ に加 え、"音 声 ・画像 ・映像 な どの検 索技術"(53.1%)、"著 作権 関連法 規 の

整 備"(55.2%)や 、"HDTVの デ ジタ ル化"(35.0%)が 重 要で あ る、 との結果 が 出た。

コ メン トの なか で 目につ い たの は、 「結 局 、個人 が情報 のた めに支 出で きるコ ス トには限界 が あ る

た め に、ハ ー ドウエ ア、通 信(利 用)コ ス ト、情報料 金 ともに、妥 当 と思 われ る水準 へ の低廉 化が

必須 で あ る」 とい うこ と、 そ のた めの基礎 条件 として、 プラ ッ トフ ォー ムや情 報 フ ォーマ ッ ト、通

信手 順 な どの の標準 化が必 要 であ る との認 識 だ った。 このほか、 マ ルチ メデ ィア情報 サ ー ビスの 国

際 的展 開 に は、機械 翻訳 シス テ ムの発達 が必要 との意 見や、 日本 で同 サ ー ビスを普及 させ るため の

コンサ ー シアムづ く り、 また政 府が イ ンフラ整 備 で リーダー シ ップを とる よ う求 め る意見 も複数 あ

った(図6-3～6-7)。
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図6-3新 しい電子 情報 サ ー ビスの普及要 件(ア プ リケ ー シ ョン別)
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図6-4新 しい電子 情報 サー ビスの普 及要件(ア プ リケー シ ョン別2)
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図6-5新 しい電子情報 サ ー ビスの普 及要件(ア プ リケ ー シ ョン別3)
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図6-6新 しい電子情 報 サ ー ビスの普 及要件(ア プ リケー シ ョン別4)
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図6-7新 しい電子情 報 サー ビスの普及要 件(ア プ リケ ー シ ョン別5)
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(4)新 しい電子情報サー ビスが社会に普及するためのその他の要件(第1回 調査、 自由回答)

・情報 にか ける金(ラ ンニ ング費 用)は 、個 人で いえ ば、収入 の3%位 でな か ろ うか。特 別 のサ ー

ビス を付加 して も、5%程 度 まで と考 え る。

・ユ ーザ ーニ ー ズ に合 った、 またユ ーザ ーが支払 え る コス トに合 った情 報 内容 がで きるか どうか が

カギ(6件)。

・医療 関連 法律 の改正(2件)。

・ネ ッ トワー クを使 うものは、 基本 は通信 コス ト、 と くに、加 入料 が大 きな障壁 にな って いる。

これ がISDNの 普及 を妨 げて い る。

・実 製 品 レベ ル で、広 く使 え る ものが多種 類、 しか るべ き流通 ルー トに乗 る こ とだ と思 い ます 。

・表示技 術(リ ア リテ ィ)。3次 元(バ ーチ ャル リア リテ ィ)。

・各 種情 報 のデ ジタル化 …特 に遡及 情報 のデ ジ タル化 、 これを しな けれ ば真 に利 用 されな い。

・遠 隔 医療 ・診 断 は医者 、医学 会 の問題 が大 きい(5件)。

・電子 会議 は文 化 の問題 、 ネゴ優先 の社会 が変 わ るか?

・ビデオ ・オ ン ・デマ ン ドはCM 、 スポ ンサ ーがつ くのか の問題。

・マ ルチ メデ ィア全般 に著 作 権の 明確化 が必要。

・日本 で は普 及 す るため の組織 、 コ ンソー シアム等 が必要 です。

・政府 の イ ンフ ラ整 備の リー ダー シ ップが要求 され ます。

・ユ ーザ ーサ ー ビスを充 実す るた めの努力 、 イ ンフ ラ作 りが必要 と思 われ ます(2件)。

・国際協 調 、国 際協力 も必 要 です。

・電子 出版 …DB自 体の 内容 の多様 化。

・ハ ー ドの普 及 ⇔ 著 作権 法整 備 ⇔ 通信 事業 法の改 革。

・ユ ーザ ーイ ンタ フ ェイス。

・学校 教育 に於 ける情 報 システ ム教 育 と実 習。

・機械 翻訳 技術 の発 展。

・規制 緩和。

・どれ に関 して も言 え る事 はプ ラ ッ トフ ォームの整 備です。 高 品位 であ った り、CATVの 様 なイ

ンフラを必要 とす る もの よ り、 手軽 に、安 く、応 用の き く形 でハ ー ドが広 ま るか で しょ う。

・動画 情報 を送 るには、 最低 限、 高速光 フ ァイバ ー網 の整 備が必 須。

・大容 量 ス トレー ジ。

・りっぱ な端末 は あ るが 、 ソフ トが良 くな い。 端末 の使 い方が わか らない。 操作 が 複雑 で 目的 のデ

ータが探 せ ない。 家庭 か ら検索 したいの だが端末 が非常 に高価。A社 の端 末 で は見 れ るデー タ と

見 れな いデ ー タが ある。通 信 コス トだ けが非 常 に高 く充 分なサ ー ビスが受 け られ な い とい ったサ

ー ビス に付 随す る諸 障害 をな くす努力 の ほ うが技術 ニ ーズ よ りも重要 だ と思 う。

・実 用性 よ りもス テイ タス や付加 価値 をつ けて と りあえず ひ ろあ、ハ ー ドの価格 が下 が って こない

と当面 は普及 しないで しょ う。 ハ ー ド会 社 もあ いかわ らずデ ファ ク トス タ ンダ ー ドをつ くろ うと

してい るので 標準 化 は当面 ム リ。 イ ンタフ ェイ スの悪 さがそ れ に追 い うちを か けて い る。
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3.1.5CD-ROM型 電子 新 聞 に関す る調 査

米ニ ューズ ウ イー クはCD-ROMに よる電子新 聞 「ニ ュー ズウ イー ク ・イ ンタ ラ クテ ィ

ブ 」を93年6月 に発 売。 発行 は四半期 に1回 で、定価99ド ル(約1万 円)。 テ キ ス ト

ビデオ、 グラフ、 アニ メ、写 真 、音声 を組 み込 みイ ンタ ラ クテ ィブ に利 用 で き るこ とが特

長。主 な内容 は、① ニ ューズ ウ イー ク誌 お よび ワシ ン トン ・ポス ト紙 の3ヵ 月 間の 記事検

索、② シ ミュ レー シ ョンに よる トピ ックス 例 えば人 口増加 や経 済成 長率 を変 数 と し

た地 球環境 シ ミュ レー シ ョン、 酸性雨 によ る生 態変 化の ドキ ュメ ン ト、③ ニ ュー ズ ウ イー

ク ・オ ン ・エ ア のラ ジオ ・イ ンタ ビューな ど。

(1)CD-ROM型 電子新 聞 を利用 したい と思 うか

「上記 の よ うなCD-ROMに よる電子 新聞が 日本 で も発行 され た ら利 用(講 読)し たい と思 い

ます か 」 との質 問 に対 し、 「利 用 したい 」 との回答 が46.2%(第1回 調 査結 果 、 この形 の設 問

は第1回 調査 のみ 、以下 同 じ)と 半数 近 か った一方 で、 「利 用 しな い 」 と答 えた人 も29.4%も

お り、見方 が分か れ た。 「わか らない 」 とい う答 も23.8%と 多 か った。

「発行頻 度が低 い と速報性 や話 題性 が失 われ るの で、 オ ンライ ン型 の方が よい」 とす る意 見 が多

数 を 占める一方 、過去 分 の大量 の記事 を収 録、再 利 用で きる電子縮 刷 版 として とらえ て、各 種 キ ー

ワー ドや特 定 の項 目につ いて情報 を検 索で きる機 能 を評価す る声 も強 く、 これ が意 見 が分 かれ る原

因 の よ うだ。 この ほか、 「従来 の新 聞や雑誌 をCD-ROM化 す るだ けで は、 需要 は広が らな い。

CD-ROM媒 体 に適 した切 り口の取材 ・編 集が 必要 」 とい う意 見 もあ った。CD-ROM型 新 聞

はす で に新 聞 とい うカテ ゴ リーには属 さな い新 しい媒 体で あ る との認識 で、 む しろ 「雑誌 や ム ック

に近 い編集 をす る必要 が あ る!」とい うものだ。

「従来 の新 聞 ・雑誌 で は得 られな い詳 細 な関連 情報 な どが検索 で き るよ うに編 集す れ ば、媒 体 と

しての付加 価値 が高 まる」 とい う意見 も多 く、 関連情 報 の充 実 は媒体 差別 化の カギ にな りそ うだ。

しか し、一 方 では 、 「縮刷 版+ア ル ファ程 度 の機 能 で十分 、安価 さ、手軽 さが よ り重要 」 との声 も

聞 かれ た。

この結 果 に基 づ いて、第2回 調 査 で は、 「新 聞縮 刷版型 」、 「現行 新 聞の再 編集 版型 」、 「新 聞

と独 立 した特 別編 集 版 」 の3カ テ ゴ リー に細 か く分 け て、利 用 した い と思 うか どうか を聞 い た。

「新 聞縮 刷版型 」 を"利 用 したい"と 答 えた人 は67.5%に 達 し、最 も高 か った。CD-ROM

に よる電子新 聞 は、現在 の新 聞縮 刷版 をデ ジ タル化 し、デ ータベ ー ス検 索で きる よ うに して欲 しい、

との意 見は予 想以 上 に強 い こ とが分 か った。 「新 聞 と独 立 した特別 編集 版 」を"利 用 したい"と の

意 見 は49.6%、 「ニ ューズ ウ イー ク ・イ ンタ ラ クテ ィブ」 の よ うな 「現 行新 聞 の再編 集版 型 」

を"利 用 した い"と の意 見 も40.2%あ った。 しか し、一 方 で、"利 用 しな い"と の 回答 も、 そ

れ ぞれ、20～30%あ り、意見 が分 かれ た(図7)。
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新聞縮刷版型(キ ーワー ド検索が可能)

N=117

利用 しない

22.2%

無 回答0.O%

10.3%

わ か らない

現行新聞の再編集版型(音 声 ・動画対応)

利用 しない

29.9%

無 回答

0.9%

わか らない
29.1%

新聞 と独立の特別編集版(音 声 ・動画対応)

67.5%

利 用 したい

利用 しない

21.4%

29.1%

わ か らない

利用 したい

40.2%

図7CD-ROM型 電子新聞の利用意向

利用 したい

49.6%



(2)CD-ROM型 電子 新聞 の機能 ・内容等 に関す る意見(自 由 回答)

・新 聞 デー タにTV 、 ラ ジオ な との デ ータを付加 。立 体構 成 にて デー タを補 完。

・CD-ROMに 入 れば、 す でに新 聞で はな い。

・政 治、経 済等 、各分 野別 に編集 され た方 が利 用 しやす い。 総花 的 な物 はあ ま り魅力 が ない。

・個 人で は利用 で きない。 企業 で あれ ば、利 用 す る可 能性大 。

・ジ ャーナ リズムの媒 体 と して、CD-ROMの よ うに利 用者 が積極 的 にア クセ ス しな けれ ば な ら

な い メデ ィアが普及 す るか疑 問 もあ る。

・よ り分 か りやす い、解説 と事 実 と しての実写 、生 の声 等収録 出来 る。

・パ ッケー ジ系 で は"旧"聞 にな って しまう。 発行 頻度 は毎 日が望 ま しいが、 構造 的 に無理 で あ ろ

う。 コス ト的 に も1ヵ 月購読 料 では無 理。

・新 聞はニ ュー スを伝 え るこ とが使 命 であ り、3ヶ 月分 の過去 の情 報 で は意味 が な い。

新 しいニ ュー ス とそのバ ックデー タをパ ッケ ー ジ化す る必 要有 り。

・知 恵蔵 とかイ ミダスをセ ッ トに して単 語 の検索 も同 時 にで きる。記事 を読 みな が ら専 用 キ ーか コ

マ ン ドで ふ き出 しに出 る。

・特 定の項 目(例 え ばプ ロ野 球)に つ いて、 検索 、一覧 で きるよ う、 メニ ュー方 式が望 ま しい。

・各 種キ ー ワー ド(人 名、 日付 、地名 、事件 名 な ど)で 検 索で きて 、サ マ ライズ して くれ る機 能。

・現 在 の新 聞 ・雑 誌 の紙誌 面 のCD-ROM化 では利 用 は拡が らないだ ろ う。異 な った切 口の取 材

・編集 が必要。 『→

・携 帯型端 末機 が必 要…超 小型 ノー トパ ソコ ンで よいが。

・媒 体配布 方式 の検討 必要 …現 行新 聞の宅配 方式 か?検 討す る必 要 あ り。

・過 去1～2年 の デー タがな けれ ば利 用 で きな い。

・コス トの問題 は あるが 、オ ンライ ンの方 が有効 。

・速報性 の維持 が重 要。週 刊切 った話 題性 が重 要。

・保存 用 と しての意 味 しかな い。

・従来 の紙面 の イ メー ジ もし くは、そ れを上 回 るイ メー ジで の表 示が必 要。

・新 聞 と同様 の使 い勝手 が必 要。

・企 業内の活 用 と して。 但 し、 内容の 再利 用(編 集 、合 成 …)が ある程度許 され る こ とが 望 ま しい。

・新 聞本紙 のバ ックフ ァイル として有 用。 電子縮刷 版 の普及 を希 望す る(7件)。

・検 索機能 は、最 低で も1年 、 で きれ ば2～3年 分 の記 事 が入 っていた方 が いい。

・大 量情報(個 人 に とって不 要 な デー タ も含 む)の まとめ売 りの考 え方 は普及 しな い。情 報 パ ケ ッ

ト(小 さな単位 で)を 安 くイ ンタラ クテ ィブ に売 る時 に普及 す る。

・① 当面 は、映 像、音 声 は不要 。②検 索 システム の工 夫。

・常 に見 るの でな く、何 か調べ ものの際 に利用 。

・発行 を もう少 し多 くして ほ しい。

・新 聞記事 のバ ックデ ー タが豊 富 になれ ば利 用 した い。

・刻 々変 わるニ ュー スは通信 系 で受信 し、 デー タ ・ベー ス系 は定期 メ ンテ され るCD-ROMを 使

う とい う組合 わせで。
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・新 聞 に求 あ るのは速報 性 と加工 蓄積 可能 な こ とで ある。

・視力 保護 の充実 が必 要。

・ビジュア ルで あ る こと。

・CD-ROM電 子新 聞 は通 勤 電車 で読 め るの で しょうか。

・紙 面 にな らな か った取材 の ウ ラ話 な どが入 ってい る と面 白い と思 う。

・ニ ュース関連情 報 はオ ンライ ンであ るべ きだ。 又 は、週刊 で あ るべ きだ。

・新 聞 は新 しいニ ュー ス(1日 単 位)で 見 るもの で あ り、CDだ と500Mバ イ トと多 量過 ぎるの で はな

いか。又 、 日々それほ どの情 報 が必要 か どうか?「 電子新 聞 」 とい う場 合、 オ ンライ ンで新 聞記

事 が読 め るよ うな事 を考 え て いた。

・日本 にお けるCD-ROMの デー タフ ォーマ ッ トの標 準 化が第 一 義。

・日本で は、 この形態 で の普及 は考え られな い(望 みな し)。

・業 務用 に利 用 したい。

・記 事検索機 能 を充実 してほ しい。

・発 行頻度 、ニ ュース性 がな くな る。

・ス クラ ップ ・フ ァイ ルの作 成機 能。

・安 い事 が最大 の ポイ ン ト。

・本 来 の新 聞 とは異 な る メデ ィア とな り、 む しろ雑誌 、MOOKに 近 い。 何 らかの編 集 がな い と使

えな いので は?

・ダウ ンロー ドしてデ ー タを 自分 の仕事 に活 用で きるこ と。 その場 合著作 権問題 が ク リア され る と

あ りがたい。

・検 索、 索引 コー ドの整 備。 編集 方式 の工夫(3件)。

・ただ単 に メデ ィアの 置 き換 え をす るだ けで は能 がない。 そ の面 か らrDesertStorm」 の様 な形 式

の ものに は、高 い評価 を あた え られな い。 と りあえず は高度 な検 索機能 を。

・まず 、見て み たい気 にな る内 容で あ る。

・手 間 がかか って 仕方 がな い。 文字 を読 む のにデ ィス プ レイ では大 変。

・CD-ROMの 新 聞 は既 に新 聞 とい うカテゴ リーに は属 さない と思 う。 情報取 得の 方法 か ら考 え

て新 聞の役 目を果 た して いな い と思 う。

・1つ の新 聞 でな く、多 くの新 聞 を見比 べ られ る と良い。

・動 画 も期 待 したいが、 な くて もよいか ら日本 で もす ぐ利 用 した い。

・機能 に関 して はおそ ら く問題 な い と思 うが 、可能 な限 り価格 を下 げる ことが必 要 だ と思 う(ハ ー

ドウ ェア も含 めて)。
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(3)CD-ROM型 電子新聞で提供する関連情報にどんなものが必要か(第2回 調査のみ)

"過 去 の関連記事 な ど遡及情報"と の 答が76
.9%と 多数 を 占め たほ か、"用 語解説"(56.

4%)、"ニ ュース ・リ リース の原文"(42.7%)、"白 書 ・報 告 書 等 の原 文"'(41.0

%)、"政 府 審議 会の構 成 な ど詳細情 報 や、 その他行 政情報"(38.5%)が 欲 しい との声 も多

か った(図8)。
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図8CD-ROM型 電子新 聞で提供 必要 な.関連 情報
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(4)CD-ROM型 電子新聞の発行頻度

「月刊 」 との答 が51.3%(第2回 調 査結 果、 以下 同 じ)と 最 も多 く、 「週 刊 」の29.9%、

「季刊(四 半 期)」12.0%が これ に次 ぐ。媒 体 の特性 を考え た現 実的 な回 答 といえ そ うだ。今

の新 聞 と同 じ 「毎 日」 との回 答 は2.6%に 過 ぎなか った。 このほか 、 「年 刊 で よい」 、 「5年 の

総括 版+季 刊 」、 「当初季 刊 で普及 期 に月刊 」、 「テ ーマや ジ ャ ンル によ って 随時 」な どの提案 も

あ った。

(5)CD-ROM型 電子新聞の月間に換算 した利用(購 読)料

第1回 調 査 で は、"紙 の新 聞の1カ 月購 読料 程度以 下"と い う回答 が49.0%と 約 半 分。"同

2～3倍 程度"が38.5%で これに次 いだ。"同4倍 以上"を 容認 す る意 見 はほ とん どな か った。

第2回 調査 で は、 発行頻 度 別 に細 か く利 用料 を聞いた が、 「日刊 」 「週 間 」 「月刊 」 の いずれ に

お いて も、"紙 の新 聞の1カ 月購読 料 と同程 度"が 望 ま しい とす る回 答が25.6～37.6%と

一 番多 か った
。 「季 刊 」だ け は"同2～3倍 程度"と の回答が最 も多 か った。"同4倍 以上"で も

よい とい う意 見 はほ とん どな く、CD-ROM型 電子新 聞 に現在 の新 聞代 を大 幅 に上 回 る ような価

格 設定 は不 可能 で あ る こ とが わか る(図9)。
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図9CD-ROM型 電子新聞の講読料
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(6)CD-ROM型 電子新聞に広告の収録は必要 か(第1回 調査のみ)

「必 要 」が50 .3%と 半 数 を 占め た一方 で、 「不 要 」 との意 見 も30.1%あ った。 「広 告 も

鮮度 や タイ ミングが重要 」 、 「月 間、季 刊 等でDB的 利 用 が な され る もの であ る こ とを考 え る と、

広 告媒 体 と して は不 適 当」 との意 見が多 数 あ り、 イ ンタラ クテ ィブ な メデ ィア であ るた め、 「誰 も

見な い」、 「強制 的 に見 させ るこ と も難 しい 」 との見方 が主 流 だ った。 ただ、 「広告 が な ければ、

高価 にな って しま う」 と して、利 用料 を下 げ るため にはや む を得 な い、 との声 も多か った。

その半 面 、広告 を有効 な情 報 と して と らえ、必 要 なユ ーザ ーが 「詳 細 を調 べ た り、 オ ンライ ン発

注で きるよ うにす る」、 「動 画対 応な どマ ル チ メデ ィア化 し、検 索可 能 にす る」な どの付 加価 値 を

つ け るべ き との意 見 も多 数 あ った。 「企 業名 入 りの無 料情報 提供 」、 「地 域密着 、教 育 、求人 情報

な ど」、 「会社案 内 」、 「新 製 品の詳細 情報 」な ど、CD-ROM媒 体 に適 した情報 形態 が必 要 と

い う意 見 も目立 った。 「広告 だけを収録 したCD-ROMを 別 に発行 す る」 とい う提 案 も数 多 くあ

った。

(7)CD-ROM型 電子新聞の広告を利用すると思 うか(第2回 調査のみ)

広 告の種 類別 にユ ーザ ーが利 用す る と思 うか どうかを 聞い た ところ、 「企業 イ メー ジ」広 告 で は、

"ど ち らと もいえな い"と の答 が30
.8%、"そ う思 わな い"と の答 が23.9%あ り、"ど ち

らか といえ ば そ う思 う"の21.4%を 上 回 った が、 「新 商 品(製 品)紹 介 」 、 「書 籍 広告 」、

「教 育 ・カ ルチ ャー案 内 」、 「旅 行 ・観光 案 内」な ど情報 として有 用 であ る と考 え られ る もの は、

いずれ も"ど ち らか といえ ばそ う思 う"、"そ う思 う"と の 回答 が多 か った。 「求 人案 内 」 は、"

どち らか といえば そ う思 う"と"ど ち らともいえな い"が ともに24.8%で 拮抗 した(図10)。

(8)CD-ROM型 電子新聞の広告の在 り方(自 由回答)

・ビデオ画像 の取 り込 み(TVCFの 如 く) 。

・新技術 等 、ニ ュース性 の あ る広告 、形 態 として はPR形 式 の もの、 あ るいは企 画物(そ の 時の メ

イ ンニ ュース に関連 した広告)。

・広告 と商 品紹介記 事 を総 合 的 に検 索 で きる こ と。

・必要 な情報 だ けあれ ば よい。

・広告 主、 ユ ーザ ー両方 の メ リッ トが な けれ ば、成 立 は難 しい。

・情報 の質 ・量 に よ って対価 を支 払 うべ き。

・必 要なユ ーザ ーか ら低料 金 を取 る(10円/同 程 度)と い うの は どうか?

・広 告 もマ ルチ メデ ィア化 し
、詳 細 を調べ た りオ ンラ イ ン発注 で きるよ うにす る とい いで しょう。

つ ま り、CD-ROMの 新 聞で あ って も、端 末 には通信 機 能 を もた せ る必 要が あ る とい う こ とで

す。
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1.企 業 イ メ ー ジ

そう幽 ご 轡 叶 回答

0.O

2.新 商 品 紹 介 D.o

3.書 籍 広 告 1.7

4.教 育 ・カル チ ャー案 内 0.9

4.3

5.求 人 案 内 O.O

6.旅 行 ・ 観 光 案 内 D.0

図10CD-ROM型 電子新聞収録広告の利用度

・ユ ーザ ー選 択 な ら、広 告 は選 択 され得 ない(3件)。

・難 しい と考 え ます。 強制 的 に見 させ る事 も難 しい。

・広 告 には鮮 度 が必要。 月 刊、 季刊等 でDB的 利 用がな され る もので あ り、広告媒 体 と して は不 向

き。 オ ンライ ン化す れ ば、広告 媒 体 とな りえ る(3件)。

・広 告 はそ れだ け ま とめ た メデ ィア をほ ぼただ 同然 で配布 すれ ばい い
。 た とえ ば、 日曜版 ぐらい の

頻 度で 。

・製 品 デー タベ ース と して も、役 立つ と思 う。

・容量 的 に 問題が 有れ ば別 立て で も良いか ら
、製品 デー タベ ー ス的 に ま とめ る と、一過 性 の現広 告

と別の 意味 を持 って有 効 に活 用で き る もの にな る。

・簡単 な 会社 案 内 とTe1 、Fax、 住 所情 報な ど、 目的 を絞 る こ とが必要 。

・企業 イ メー ジの向上 にっ なが る様 な内容が 主体 とな るのでは
。

・トラ ンザ クシ ョン ・サ ー ビス まで発展 す る と好 ま しい。
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・選 択 がで きる ことか ら、 どの様 に広 告 を入 れ るか が難 しい と思 う。

・安価 に新 聞 を消費 者 に提 供す るた め には、広 告収入 は不 可欠 で ある(13件)。 しか し、電 子新 聞

によ る広告 の手 法を新 た に考 え る必 要 あ り。

・ニ ュース性 か らみ る と不 要 であ るが、 低価格 化 のた めに は必 須 と考 え る。確 か に難 しい 問題 と思

う。 広告編 を週1で 別CD-ROMで 出 した ら、 と考 え る。 但 しMulti-media化 広告 とす る。 内

容 の品質 が多 い に問題 にな る と思 う。

・補 足情報 サ ー ビス機能 がっ くか どうか が決 め手。

・広 告が あ る と新 聞 と変 わ らな い。

・必 要 な情 報 を よ り詳細 に。
'
・特 定 企業 ・団体の広 告、特 定製 品の広 告 とい った テー マで、広 告 につい て も検 索 が可能 な らば価

値 が あ る。

・利 用 の邪魔 に な りかね ない(12件) 。

・動 画対 応 で、検索機 能付。

・広告 も情報 の一種 で ある(8件)。

・広告 だ けのペ ー ジは嫌 われ る。

・テ レ ビと同様 に、強制 的 に見 せ られ るの は どうか(自 分 で選 択で きる機 能 は欲 しい)?

・コス ト削減の ため。但 し、 イ ンタラ クテ ィブ にな る と見て も らえな い。 別 の工夫 が必 要。

・広告 の内容 を変 え る必 要が あ る。企 業名 入 りの無料 情報 提供 等。 再利 用 を許 可 した映 像 の提供 な

ど。

・地 域密着 、個 人対象 の分野(教 育 、求 人等)は 必 要。

・商 品 の特 徴 を音声で いれて お く。

・検 索機 能 のあ る点 を充 分考 慮 した もの(4件)。

・各 記事 デ ー タの一部 に埋 め込 み、ユ ーザ に強制 的 に見 させ る必 要が あ る。 しか し、 これは デ ータ

を2次 加工す る時 の障害 とな るため、 ユ ーザ に と っての利 便性 が低 下 し、電子新 聞の意 義 が無 く

な る。

・イ ンタラ クテ ィブな広告 で あるべ きだ。

・双方 向性 が高度 に達 成 され た ら、広 告 とい うよ りも トラ ンザ クシ ョンに限 りな く近 い もの にな っ

て こよ う。

・キ ャ ッチアイ でない広告 、情 報提供 型 の広告 、1社 だけで な く比 較検討 の で きる広告(各 メーカ

のWP方 式の広告 な ど)。

・新 聞 ・雑 誌 にお けるあ る種 の情報 、娯 楽 的要素 な ど、広 告 の意義 は見 出 され る と思 い ます。 しか

し、ユ ーザ にそれ を見 な いで も済む選 択権 を もたせ る こ とが必 要 と考 え ます。

・記事 同様 にデー タベ ー ス化で きてい れ ば、新 しい使 い方 が ある。

・広告 は 目に飛 び込 んで こそ価値 が あ る。

・広告 の役割 が異 な る。

・見 ない(3件) 。

・広告 自体 がニ ュー スよ り も貴 重 な情 報 の こ と もあ る。別 媒 体 とした方 がニ ー ズが高 いの で はな い

か。

・音 声 を使 って、例 えば商 品広告 な ら、 開 発担当者 の声 が 聞 けた り、 とい ったふ うに、 メデ ィア の
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特性 を 活か した広告 が よい(2件)。

・収録 されて いて も、 そ の利 用方 法 が見 いだせ な い。

・ 「広 告 も情 報 」 とい うので あれば 、そ の広告 だ けを集 めた広 告CD-ROMを 発 行す れば よい。

電 子新 聞 は、広 告 を除 くべ きだ。

・広告 は別途 、広 告 だ けを収録 す るCD-ROMで 対応(2件)。

・電 子新 聞 はユ ーザ の意思 に よる情報 検 索が主 題。 広告 はユ ーザ が 自 ら求 め る もので はな い。 も し

も存在 す る と検 索 速度 を落 とす こ とにな る。

・ユ ーザ ーが強制 的 に見せ られ る部 分 は少 な く し、 た だ し、そ の広 告 の詳細 が 見 たい場 合 は見 れ る

よ うに情報 は取 り込ん でお く。

・検 索型 、誘 導型 の広告へ 。

・リア ル タイ ム性 のな い ものは広告 媒体 と して通 用 しに くい。'

・イ ンフ ォー マ シ ャル的な企 業 メ ッセ ー ジあ るいは、 ステー トメン トが関 連記 事 と連携 して見 るこ

とが で き る。

・利 用者 と しては不 要(4件)。

・紙の新 聞やTVのCMと 同 じで よい。

・広 告 は消 耗 品だ か ら、情報 の陳腐 化 をすす めて しま う。 広告 はで き るだ け、TVで 流 した方 が よ

い。

・CD-ROMに は、 ニ ュ,一ス関連 だけが載 る方 が検索 し易 い と思 うか ら。 広 告 は無駄 な デー タだ

と思 うか ら。

・単 な る静 止画 で な く、 とい ってTVのCMで もな く、 イ ンタラ クテ ィブなマ ル チ メデ ィアの特性

を いか した もの。 例 え ば詳 しく知 りたい部 分 の詳 細 な解 説が 引 き出せ るな ど。

・動 画 フル カ ラー、魅 力的 な編集。
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(9)CD-ROM型 電子新聞は現行の新聞や雑誌 と競合す るか

"競 合 しない"と い う意見 が58
.1%(第2回 調査 結果)と 最 も多 か った。発 行頻 度、 情 報量、

イ ンタ ラクテ ィブ性 、DB的 利 用 な どの媒体特 性 か ら見 れ ば当然 の結果 か も しれ ない。 た だ、 週刊

・月刊 誌 とはやや競 合 しそ うだ
。

CD-ROM方 式 は過 渡 的な媒 体で あ り、 オ ンライ ン型 や、 ネ ッ トワー ク+ICカ ー ドな どによ

る ビューアな どが安 く実現 で きる よ うにな る と、普 及前 に市 場 が消 え る、 との予想 も多 数 見 られ た

(図11)。

N=117

競 合 しな い

(全 ぐ新 しい媒 体)

58.1%

無 回答

0.0%
競合す る

14.5%

どち ら とも

言 え ない

27.4%

図11CD-ROM型 電子新聞の既存メディアとの競合度

(10)CD-ROM型 電子新 聞全 般 につ いての意 見(自 由回答)

・現行の新聞、週刊誌等は紙媒体で個人向け消費の 旨が強 く、保管意識は少ない。その点、CD-

ROMはlSDI的 な情報の利用の他、検索による遡及情報 の利用等 も目的 とされるため、競合

しな い と思 う。

・要 は、 情報 ・内 容の質 、量 、使 い方 、価 格 に よ ってユ ーザ ー に選 択 され る。

・た とえば、新 聞 で 「○ ○審 議会 の 中間報 告概 要 」が報 道 され たな ら、そ のバ ッ クデ ータ(○ ○審
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議 会 の設置 目的 、 メンバ ー審議経 過 、 中間報告書全 文 な ど)がCD-ROMに はつ いて い る とい

った工 夫 をす る と、 商品 価 値が 出て くる。`

・発行頻 度 は季刊 と5年 間分 の総 括版 の組 み合わせ が望 ま しい。

・将 来 的 にはオ ン ・ライ ン型 が普 及 し、 その間 のつ な ぎ的役割 を担 うので は。
も
・CD-ROMは 飽 くまでマ ルチ メデ ィア化の途 中過程 商品 と思 う。 よ り便利 な商 品が 技術 革新 で

生 まれて くるはず。

・紙 メデ ィア とは違 う、検 索 、情 報等 を加 味す る こ とで、紙 メデ ィア と電子 メデ ィア とす み分 けす

る必 要 あ り。

・内容 と特性/特 徴 を どこに求 め るか?

・① 現 行 の読 み捨 て利 用 の為 に、CD-ROM回 収 が大切 。

②Cunlulate(過 去 の蓄積)版 も必要 にな る。

③高 精度 検索 システ ムが必 要 にな る。

④価 格 は理想 的 には現 行 の新 聞購読 料。

・編集 機能 につ いて の十 分 な検討 が必 要 と思わ れ る。何 を どの様 に編集 す るか。

・即 時性か らす れ ば、新 聞 は テ レビに劣 ってい る。 電子新 聞が で きれ ば、 さ らに クワれ るだ ろ うが 、

い まの新 聞 は電子 新 聞のINDEXと なれ ば、競 合 しな いです む はず 。

・あ ま り複 雑 な こ とはで きな くて もい い。 低 コス トと、手軽 さが大 切。 縮刷版 にち ょっと した機 能

が付 いた程度 で可 。

・CD-ROMの 関 係上 、 オ ンタイム の情報 としては、 日刊誌 と比較 して乏 しくな るため、 週刊 誌

的 な内容 とす るのか、 掲載 す る記事 の内容 に よって、 目的が か な り違 って くる と思 われ る。

・目的別 のセ レク トされた情 報媒 体 に変 わ る。 リアル タイ ム性 が必 要 な ものは除 かれ る。

新 聞社 に と って は情報 の再 利 用 とな り、 ユ ーザー に とって はデ ー タベ ースにな る。

・CD-ROMよ り、 オ ンラ イ ンサ ー ビスが良 い。

・本紙 と機 能補 完す るので な けれ ば購 読 の意 味が ない。

・CD-ROMをdailyに 発 行 す るの は物理 的 に大 変 だ と思 う。

・電子 新 聞はCD-ROMで は ダメ(流 通 に時 間がかか る)。WeeklyMagazinで はない で しょ うか。

・一定 期 間(2～3年)の 後 、下 取 り しない と保管 に困 る。 図 書館 以外 には余 り拡 が らな い。 個 人

は無 理。

・これ までの新 聞の 編集構 造 で はだ め、ハ イパ ーテキ ス ト的編集 も必要。

・CD-ROMに よ る販売 よ り も、早 応性 の高 いNetwork+ICカ ー ドの手 段 が本型 で安 いViewer

が実 現 で きる為、 普及前 に市場 が消 え る と考え られ る。

・全 く新 しい媒 体 の在 り方 に期待 す る。

・1月 分 まとめてCD化 す る とす れ ば、競合 しないので はない か。

・ニ ューズ ウ イー クを例 とす る と、個 人 間ではな く、業務 用 と して は普 及可能 と思 われ る。

・CD・ROM媒 体 で編集 方 式 な どに工夫が 必要。楽 しくない。 全 体の 内容 アプ ス トラ リ トが 見 え

る必 要が 要 る。

・CD-ROMで の情 報伝 達 は、 新 聞 とい う内容 とは合 わなそ う。雑 誌 と して の路線 で い くべ き。

・あ くまでデ ー タベ ー ス と して の存在 で あるべ き、 日刊 の新 聞 、週刊 誌 な どの消耗 品 と一 緒 にな る

の は難 しい と思 う。
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3.1.6オ ンライ ン ・リアル タイム 型 電子新 聞 に関す る調 査

米 ナイ ト ・リッダー、 タイム ズ ・ミラーな ど新聞大 手が 、携 帯型 情報 端末 を使 って電車 や

車 の中か らで も、新 聞記事 、写 真 ・映像 や 図表、 さ らに、様 々な関連 情報 な どをオ ンライ

ンで引 き出せ るサ ー ビス を計画 ない し開発 中です。 この よ うな文 字 と動画 、音声 な どを ミ

ックス した オ ンライ ン ・リアル タイム型 の電子新 聞 につ い て伺 い ます。

(1)オ ンライ ン ・リア ルタイム 型電子 新 聞 を利 用 したい と思 うか

「上 記 の よ うな オ ンライ ン ・リア ル タイ ム型 の 電子新 聞が 日本で も発行 された ら利 用(講 読)し

た い と思 い ます か 」 との質 問 に対 し、 「利 用 した い」 が56.6%(第1回 調 査結果 、 この形 の設

問 は第1回 調査 の み、以下 同 じ)で 半 数 以上 だが 、や は り、 「わ か らな い」 も26.6%と 多 か っ

た。CD-ROM以 上 に現 物 のイ メー ジが わか ない とい う声 が 聞か れ た。 コ メ ン トで は、端末 の機

能 向上 、操作 方 法の簡単 さ、画 面 の見 やす さ、優 れ た グラ フ ィ ック ・ユーザ ー イ ンタ フ ェース な ど

の開発 が課 題 とす る意 見が圧倒 的 だ った。

情報 の リア ル タイム性 を もつ点 で、 理想 的 な メデ ィア との声 が大 勢 を 占め る一 方 、 「リアル タイ

ムが必 要 な情報 は限 られて い る」、 「テ レビ、 ラ ジオ と競 合す る こ とに な るの で、新 聞社 が紙面 に

な る前 の情 報 を どれ だ け出せ るか が 問題 」な どの指 摘 もな された。 電 話回線 を使 うので は持 ち運 び

で きない ので、携 帯電話 との併用 が望 まれ る。 必要 な情報 だ けを即 座 に得 られ るオ ン ・デマ ン ド性

が媒 体差別 化 のカギ を握 る。CD-ROM型 と同様 に、必 要 に応 じて デ ー タを ダウ ンロー ドし、 自

分 の 仕事 に活用 で きるカ スタ ム性 を望 む声 も多 く聞か れた。 その 際 には著 作権 問題 が解決 され て い

るこ とが望 ま しい。

第2回 調査 では、 オ ンライ ン ・リア ル タイム型 電子新 聞を 「携 帯型 情報 端末 を使 ったサ ー ビス 」、

「現 行新 聞 の電子宅配 サ ー ビス」、 「パ ソ コンや専 用端 末向 けな どのニ ュース ・オ ン ・デマ ン ド ・

サ ー ビス」 に分 けて、利 用 したい と思 うか どうか を聞 いた。

その結 果、 「ニ ュー ス ・オ ン ・デマ ン ド ・サ ー ビス」を"利 用 した い"と の 回答が67.5%と

最 も多 く、 「携 帯型 情報端 末 向 けサー ビス」の 同59.8%、 「現行 新 聞 の電 子宅配 サ ー ビス 」の

同41.9%が これ に次 いだ。 「電子宅 配 」 につい ては、"わ か らな い"(25.6%)、"利 用

しな い"(23.1%)と の答え も 目立 ったが 、 これ は 「電子 宅配 」 とい う概 念 の説 明不 足が原 因

で あろ う(図12)。
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オン ライン ・リアル タイ ム型'

N=117

無回答

10.3%

利 用 しない

16.2%

わ か らないe

13.7%

=利 用 し た い

59.8%

!

現行新聞の電子宅配型

(テキス ト・音声 ・動画対応)

無回答

9.4%

利 用 しない

23.1%

わか らない

25.6%

利用 したい

41.9%

ニ ュース ・オン ・デ マン ド型

(テ キス ト・音声 ・動画対応)

無回答

利用 しない

6.0%

わ か らない

16.2%

10.3%

67.5%

利 用 したい

図12オ ンライ ン ・リア ルタ イム型 電子新 聞 の利 用意 向
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(2)オ ンライ ン ・リア ルタ イム 型 電子新 聞 の機 能 ・内容等 に関す る意見(自 由回答)

・CNNな どの常 時放 送型 ニ ュース の普及 が前 提 として不可 欠。 手順 を経 て機能 ・内容 を決 め るべ

き(2件)。

・これ の方 が 、現 行 の新聞 に比 べ便利 。 い

・コス トとの関係 。

・サ ー ビス と して存在 す る こ とは可 能 だが、・ユ ーザ ー選択 型 の きめ細か いサ ー ビスが マス コ ミと両

立す るか 、難 しい ところ(コ ス ト、 シス テム両面 で)。

・株価 等の情 報か?現 在 の新 聞が含 む記 事 をすべ て カバ ーす る必 要な し。

・この よ うなサ ー ビスはすべ て 内容の質 に よる。少 な く とも、 このサ ー ビスを携 帯型 で使 用す る必

要 性 を感 じて いな い。

・キ ーワー ド等 を設定 して お くことに よ り、 自分 の知 りたい情報 が記 されて いる新 聞を希 望。

・オ ンデマ ン ド(必 要 な部分 のみを読 み たい)(3件)。

・自動 ダ ウ ンロー ド(朝 の出勤 す る時 にデ ータ蓄積 が完 了 して いて 持 ち出せ る)。

・現 時点で は リア ルタ イム とい って も新 聞関連 のニ ュース は内容 が古 く、TV放 送 が携 帯 受像 機で

見 られれ ば少な くと もニ ュー スに関 して は必 要無 い ので は。

・端 末の操作 、検 索等が 複雑 でな けれ ばgood!

・目を悪 くす るので はない ですか?

・CD-ROM型(方 式)よ りも有 望 と考 え る(理 由:ニ ュース リリー スの面か ら、 端末 機 の形態

を知 りたい …超 小型 ノー トパ ソコ ンと したい)。

・端 末側 の機能 が どこまで 向上す るか 。 フ ォン トが は っき り見 え る端 末 開発 は可 能 か。 携帯 型 には

限界が あ る。

・通 常 の新聞 と同様 の内 容で は、新 聞の方 が見 やす い!

・で きるだ け簡単 な操 作 で、必 要 な情 報 が得 られ る こ と。 また、 自分 で選 択 した記 事 等 をス トック

した り、す ぐにプ リン トアウ トで きる機能 もほ しい。

・ロー カルエ リアの情報 を地 域 あるい は ゾー ン指 定 に よ り、 他 の地域 か ら検 索 で きるサ ー ビス な ど

は利 用 で きそ う。

・内容が一 目で わか るGUIの 開発が 必要。

・デ ータの リフ レッシュス ピー ドupが 必 要。

・新 聞 であ れば、 リア ル タイムの必要 性 は無 い と思 う。

・液 晶端末(TFT)が い る。 そ れ も フ レキ シブ ルな形 状 の もの。

・配信 の仕方 で普 及で き る。

・通信 費が もっ と安 くな らない と読 者 の費 用面で の負担 が大 き くな りす ぎる。

・リア ル タイ ムで利 用す る情 報が それ ほ どあ る とは思 え ない。

・オ ンライ ンなので 、1日 同 じ情 報 を流す ので はな く、 時 々刻 々 と変化す る情 報 を政 治 ・経 済 、 ス

ポーツ他 の ジャ ンル毎 に タイム リー に流 して ほ しい。TVと の差 別化 が必 要。

・サ ー ビス内容 と検 索 の し易 さ、 サ ー ビス コス トに よ って利 用 を決め る。複 数 の新 聞 社 がサ ー ビス

を開始 し、競争 すれ ば、 サ ー ビス内 容が 良 くな る。 兎 に角始 め るこ とだ!

・リア ルタ イム型 で あれ ば、 テ レビ ・ラジオニ ュー ス に遜 色 ない速報 を流 さな けれ ば意 味 がな いが、
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紙面 にな る前 の情 報 を新 聞社が 出せ るか どうか が カギ になる。

・リア ル タイム にニ ュー スを得 られ るので あれ ば、 それがベ ス トなニ ュース媒 体 にな る。 リア ル タ

イ ム型 電子 新聞 は その1つ の解 答 だ。

・軽 くて 目に優 しい物 で ない と普 及 しな い。

・記事 情報 だ けでな く、企 業概 要や有 価証 券報 告書 や その他の財 務 デー タ、ニ ュース リ リース、部

課長 以上 の役職 者 の顔写 真 や幹部 や製 品や サ ー ビスが 出て い る映像 も見た い。

・情報 機器 を使 った ニ ュー スサ ー ビス は、検 索機能 が重 要で あ る。 その たあ、 関連 す る、別 の記事

を有 効 に検 索す る能力 と、 広 く深 い記 事(特 殊 な興 味 に基づ く検 索 に対応 で き るデー タ準 備)が

必 要。

・情 報 イ ンフ ラをいか に行 うか、 又、無 線 を用 い る場 合、人体 へ の影 響 は どうな るか を考 えて欲 し

い。

・ニ ュー ス(テ レビの)と どこが違 うのか 明確 でな い。 な らば、無 料 のニ ュー スで いい ので はな い

か と思 う。

・例え ば通 学時 間や通 勤 時間 を無 駄 に しない ため に、電車 や車 の中で 電子新 聞が 使 え る といい。 し

か し、今 の携帯 電話 の ように、他 の人 のめ いわ くにな らない よ うに したい。

・電話 回線 を使 うの で あれ ば、乗物 の 中で は難 しいだ ろ う。携帯 電話 と併用で きた時 こそ利 用価値

が高 まる と思 う。

・情報 内容 次第。 よ りTVニ ュース に近 い もの にな るので は?

・プ リン トア ウ トしな くて も利用 しや すい デ ィスプ レイ。必要 に応 じて デ ータを ダ ウ ンロー ドし、

自分 の仕事 に活用 で きる こ と。 その場 合著 作権 問題が ク リア され る こ とが望 ま しい。 。 端末 は従

来 の デス ク上 のパ ソ コ ンの機能 も代 替で きる とあ りが たい。
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(3)オ ンライ ン ・リアルタイム型電子新聞で提供する関連情報にどんなものが必要か

(第2回 調査のみ)

CD-ROM型 電子新 聞 と同様 に、

を 占めたほか 、"用 語解 説"(44.

の答が 多か った(図13)。

"過 去 の 関 連 記 事 な ど遡 及 情 報"と の 答 が61『
.5%と 多 数

4%)、"ニ ュー ス ・リ リー スの 原 文"(41.9%)な ど
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図13オ ンラ イ ン ・リアル タイム型 電子新 聞で提 供必要 な関連情 報
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(4)オ ンライン ・リアルタイム型電子新聞の料金体系 は固定 ・変動のどちらがよいか

(第2回 調査のみ)

使用量 に応 じた料 金 を請 求す る仕組 みの 「従量制 変動 料金」が よい とす る意 見 が54.7%と 多

数 だ ったが 、使 用量 に関 わ らず、現 在 の新 聞 と同 じよ うな 「月 間固定料 金 」が よい との意 見 も33.

3%あ った。

(5)オ ンライ ン ・リアルタイム型電子新聞の月間に換算 した利用(購 読)料

やは り、 「紙 の新 聞の1カ 月購読料 程度 以下 」が53.8%(第2回 調査 結 果、 以下 同 じ)で 、

トップ。次 いで 「同2～3倍 程 度 」が30.8%。 それ以上 の料金 は容認 され な い。通 信 コス ト等

を考 え る と現 実 のサ ー ビス には コス ト面で のハ ー ドルが あ りそ うだ(図14)。

N=117

無 回答

その他 わか らない10.3%

紙 の新聞の1カ 月O.9%1.7%

購読 料の5倍 以上0
.0%

篇㌶ ㌘ こ認 程度2.6%

紙の新聞の1カ 月

購読料の2～3倍 程度

30.8%

紙の新聞の1カ 月
購読料程度以下

53.8%

図14オ ンライ ン ・リアル タイム型 電子 新 聞の購 読料
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(6)オ ンライ ン ・リアルタイム型電子新聞に広告の収録は必要か(第1回 調査のみ)

「必要 」47 .6%、 「不 要 」28.0%と 、 ほぼCD-ROM型 と同 じ結 果 にな った。 コ メン

トはCD'-ROMの もの とかな り'.共 通 して い るが、 「通信 コス トが無駄 にな るので い らな い」、

「購読料 を安 くす るため に必 要 」 と肯否 定両 面で 、通信 コス トを意 識 した意見 が 目立 った。 「双 方

向通信で ホ 通口ーーム ・シ ョ ッピングな ど トラ ンザ ク シ ョン ・サ ー ビスに も利 用で きる」の が、CD-R

OM型 には ない特 徴で あ る。

(7)リ アルタイム型電子新聞の広告 を利用す ると思うか(第2回 調査のみ)

広告 の種 類別 にユ ーザ ーが利 用す る と思 うか どうか を聞 いた とこ・ろ、 やは り、CD-ROM型 と

同様 に、 「企 業 イ メー ジ」広 告で は、"そ う思わ ない"と の答が23.1%、"ど ち ら ともいえな

い"と の答が22.2%あ り、"ど ち らか といえ ばそ う思 う"の17.9%を 上 回 ったが 、 「新 商

品(製 品)紹 介 」ご 「書 籍 広告 」 、 「教 育 ・カル チ ャー案 内」、 「求人 案 内 」、 「旅 行 ・観 光案

内 」な ど情報 と して有 用で あ る と考え られ る ものは、 いず れ も"ど ち らか とい え ばそ う思 う"ま た

は"そ う思 う"と の 回答 が多 か った。 第1回 調査 の 自由 回答で多 くの指 摘 があ った。 「広 告 と連動

した トラ ンザ クシ ョン ・サ ー ビス 」の利用 につ いて は、"そ う思 う"と"ど ち らか とい う とそ う思

う"を 合わ せ て61.5%が 有 用で あ る と回答 して い る(図15)。
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図15オ ンライ ン ・リアルタイム型電子新聞収録広告の利用度
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(8)オ ンライン ・リアルタイム型電子新聞の広告の在 り方(自 由回答)

・ジ ャ ンル別 に検 索 で きる、 トラ ンザ クシ ョン ・サ ー ビス の よ うな もの。

・ユ ーザー の使 用 コス トが 下 が るな ら広告 が あ って もよい(7件) 。 しか し、 自分 に必 要 な広告 だ

け出力 す る選 択型 にな るべ きで、 それ が広告主 に魅力 が あ るか どうか は疑 問。

・広告 に もバ ックデー タをつ け、商 品 の色 、型番 ご との3次 元 画像 を表 示で き るよ うにす る。

発 注機能 もつ ける。

・広告 か ら購買(ホ ー ム シ ョ ッピ ング)の 連動 が可能 であ る。

・広告 とは異 な るが 、企業 が プ レス リリースを その まま流せ る場 とす れ ば、面 白い。

・要 求条件 に対応 す る製 品紹 介 を リス トア ップす るこ とで
、入 手 したい製 品の さが し出 し、 比較 を

サ ポ ー トして くれ る。1

・トラ ンザ ク シ ョン ・サ ー ビス の追求

・発生 時適 時挿入 型 、 リア ル タイム ア ドバ タイ ジング。

・リアル タイ ムに効果 を求 め る広告 。

・広 告 とい う ものの コンセ プ トを抜 本 的 に変 え る必要 が あろ う。

・広 告 商品 の深 い内容 を補 促 的 に追 求 して いけ る もので な けれ ば意 味が な い
。

・この場 合 の媒体 は利 用が 限 定的
。 ～知 りたい もののみ をみ る とい う意。

・選 択 で きる形で の広告 で あ れば、 問題 な い と思 う(2件)。

・ユ ーザー負担 を軽 くす るた め、主 と して企業 名広告 にな るの か?ユ ーザ ーが 求め る情 報 の提供 に

な る。 商品情 報 は無料 の情 報 提供 に な る。 デー タベ ースへ の利 用 を情報 提供者 が負担 す る こ とに

な る。

・書籍 、雑 誌 の広告 はぜ ひ残 して欲 しい。

・広告 は時代 のカ ガ ミ(情 報)で ある。

・広告 も情 報(2件) 。

・情報 を統 合化利 用 で きる様 に考 え る。

・DBと して のデ ー タの2次 利 用の可 能性 が低 いため
、広 告 を挿入 して も、 ユ ーザの デ メ リッ トに

は な りに くい。 そのた め オ フライ ン型 の それ とは逆 に、広 告 を入 れ た方が(コ ス ト等 の面で)ユ

ーザ の利益 とな る
。

・携 帯端 末 で見 る よ うな情 報 で はな い
。

・広 告 に ア クセ ク しない と思 うか ら(5件)
。

・電話 ニ ュース等 の広告 で もい らい らす る。

・セ グ メン トの きい た広 告 と して高 く売 れ る。

・多 分、 限 りな く、通信 販 売 に近 い ものにな って くるだ ろ う。 広告 か ら トラ ンズア クシ ョンへ と変

質。

・新 製品 の発表 広告
。

・showの 開催
、 映画 ・演 劇 な ど。

・有料 の サ ー ビス ですか ら広 告 の提供 の され方 に工 夫が必 要 と思 い ます
。検 索 の合 間 の広 告提 供 は、

む しろ必 要 な面 もあ り一 層 の気 配 りが必 要。 ある程度広 告 を見 ない で済 む選択権 をユ ーザ に残す

必要 もあ ります。
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・楽 しい広 告 は 目を な ごませて くれ る。'

・検 索 が容 易で あ る こと。

・ア ップ トゥデイ トな もの だか ら入 れて もいい と思 う。

・コ ン ピュータ好 きの人や ニ ュー メデ ィア好 きの人 向 けの広告 に限 るのが よい と思 う。

・テ レビのCMの よ うだ とう っと う しい。画 面 の一部 に文字が 出て い る程 度(現 行 の新 聞 の広告 く

らい)。

・新 聞 の よ うにプラ ウ ジングせず に必要 な もの だ けを ピ ックア ップす る場 合が 多 い と思 うので 。

・広 告 も一 つの情報 で あ り、情 報源 と して よ く利用 して いるの で、何 らかの形 で は提供 して ほ しい。

例 え ば 「新製 品情報 」 とい う区分 で 引 き出せ るな ど。

・端末 に双 方 向性 を持 たせ る こ とが可 能 な ら、 ア ンケ ー ト広告 を のせて 、集 計結 果 をす ぐに発表 す

る、 とい った形 の広告 も考 え られ る。

・リア ル タイムの広 告 は必 要 でな い。'

・ニ ュー ス と して広 告 を扱 うべ き。

・紙 で 一貫性 を もたせ る広告 と、検 索 中心 の電 子媒 体は な じまない。

・電子 新 聞は結 局、検 索 中心 にな るので 、ニ ュース情 報 との抱 き合 わせ ば な じまな い。 広告 だ け集

め た オ ンライ ン ・サ ー ビス を別途 ス タ ー トさせ れ ばよい。

・ 「ウ ィ ン ドウ」を開 くこ とに よ って解 説 し、営 業 ブ ランチの担 当 と連 絡 先 にア クセ スで きた ら良

い。

・イ ンタ ラ クテ ィブで映像 も見 れ れば面 白い。

・ニ ュニ ス ・リリース等 を核 と したマ ル チ メデ ィアに よる広告 、 プ レゼ ンテ ー シ ョンを期 待す る。

・携 帯型 で あ るの で情 報 はで き る限 りコ ンパ ク トに したい。

・利 用者 として は不 要。

・くれ ぐれ も、見 たい時 だ け出て くるべ き。民放 のCMの よケに、 呼 び も しな いの に出て くるの は、

あ らゆ る面 で不快 。
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(9)オ ンライン ・リアルタイム型電子新聞は現行の新聞と競合するか

"競 合 しな い"が46
.2%で 最 も多 か った半面 、"競 合す る"も23.9%あ り、意 見が分 か

れ た。 リア ル タイ ム型 電子新 聞 は、CD-ROMよ りはず っ と現 行 の新 聞 に近 い イ メージの媒体 と

捉 え られて い るため だ ろ う。 イ ンタラ クテ ィブ性 や、系統 だ った遡及性 す なわ ち、 関連情 報 の検 索

機能 な どに よって現行 新 聞、週 刊誌 な ど と差別 化 され ると見 られて い る(図16)。

N=117

46.2%

競 合 しない

(全 く新 しい媒 体)

無 回答
8.5%

競合 す る

23.9%

ど ち らとも

言 えない
21.4%

図16オ ンライ ン ・リアルタイム型電子新聞の既存メデ ィアとの競合度

一47一



r

(10)オ ンライ ン ・リアル タイム型 電子新 聞全般 につ いて の意見(自 由 回答)

・携 帯型情 報端 末の個 人 向 け普 及お よ び家庭 内で の複数 台 利用 の道 があ り
、利用料 が安価 で あれ ば

競合 す るか も知 れ ない。 但 し、朝刊 、 夕刊 とい う個 人生 活上 での行 動パ タ ー ンが崩 れ 、個 人的 に

は利 用 した くない。

・新 タイプの媒 体で あ り
、 うまい使 い方 を利 用者 が見 つ け るには時 間がか か りそ う。

・専 門分野 、特 定分野 の情報 につ いて は、必 要性 は あ るが 、一般 には他の メデ ィア と競合 す る。

その際、 ユ ーザ ーが どち らを選 択、 または共 に使 うのか 分か らな い。

・オ ンライ ン電子 新聞 で は、オ ンデマ ン ドでバ ックデー タ(関 連 資料 やニ ュースの過 去 の経 過 な ど)

を入 手 で きる ように して 下 さる と助 か ります。 政府刊 行物 の刊 行記事 には、 その全 文 をつ け る等。

・経 済的 にゆ とりがな けれ ば、二者 択一 とな り、競 合 す るか も知 れ ない。

・情報 作成 費用、 時間 が ボ トルネ ックに なる と思 う。現 行 の新 聞の デ ィジタル化後 で は遅 い情 報 と

な るの で、情報 作成 お よ び流通 コス トの試算 と紙 メデ ィア との比較 が ポイ ン トか?

・ 「の りとハサ ミ」の達 人 が輩 出 して
、 著作権 が大 問題 にな る。 ジ ャー ナ リズ ムの あ り方 を充 分研

究す る必 要が あ る。

・端末 を標準 化 し、複数 の媒 体 の情報 が 得 られ る ようにな る と、 ユ ーザ ーに とって は便利 。

・現在 の メデ ィアか ら提 供 され る各種 情 報で充 分 間 に合
ってい る。 これ以外情 報 が迅 速 ・多様 にな

って も処理 で きない。 情報洪 水!1

・ニ ュース供 給 の速 さに応 じて、 自ず とユ ーザー の仕分 けが で きて くる と思 う。

(す で に電子 メデ ィア ニユーザ ーは 明確 にセ グ メ ン トされて いる。)

・ス トレス人 間が増 加 し、精神 科 医が もうか る。

・具体 的 なサー ビス メニ ュー、 お よび提 供方法(画 面 に どの程度 表示可 能 か等)な どを前 提 と しな

い と判断 はつか ない。 また、紙 を利 用 した新 聞が コス ト面 ・環境 面 での制約 等 に よ り ・ ・… 。

・こち らの方 が、CD-ROMよ り当 た る。便 利 な方 が残 る。

・か な り普及 が見込 め る(2件)
。

・新聞 は リアル タイム ・メデ ィア が現 れた ら非 常 に廃 れ る と思 う
。

・これは、新 聞 とい う形 に近 い メデ ィアだ と思 う。

・日本 は非常 に遅 れて い る。USATodayの よ うに 日本で もネ ッ トワー ク上 で 新 聞が読 め る

よ うにす るべ きだ。

・や は り紙 をめ くるの と、 デ ィスプ レイを み るの とで は感覚 が違 い受 け入 れ られ な い人 が多 い はず。

3.1.7電 子新 聞全 般 のつ いての意 見(自 由 回答)

・いずれに して もオ ンライン利用に伴 う回線使用の コス トが個人負担 となる と
、なかなか急激な利

用が望めない。何 として も公的セ クター等のインフラが整備 され、限 りな く低廉な金額 となるよ

うに して貰いたい。

・特定分野別、ニュース リリースな ど企業内活用の方が早い と思われる。電子新聞の現行編集方針

や方法を継続 して も意味がない。データーベース型 として、過去分まで瞬時に遡及す るなどの工
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夫。オ ンライン ・シ ョッピング、問い合わせなどの利用が必要で、これが普及の決め手 になるの

では?

・内容、編集方法な どがまだ不明で、何 とも言えない点が多い。 いずれにしろ、現在の新聞 とどこ

が同 じで どこが違 うのか、提供者側がはっきりしないと単なる一時的なブームで終わ って しまう

だろう。

・・日本の新聞は全 国紙同時発行型。一方米国には日本の様な全国紙はな く全部 ローカル紙で異時分

散発行型。後者 の場合電子新聞発行の環境がある。 日本は米国よりも情報流通が良 く、且つ全 国

的に同質の情報が迅速大量 に流れている。夕刊発行宅配制度な ど整 っている。従 って 日本でオ ン

ライン ・リアルタイム型の電子新聞を出 して も、利用す る人は少ない。'1:蓋饗撫
麗㌫灘 ㌻ 馴 雰二;

・'パッケ ー ジされ た もの につ いて は、 それを どの よ うに使 用す るか とい う、又 はで きるか とい うこ

とが問 題 にな るだ ろ う。 簡単 に、 しか も どこで も内容を検 索で きる端末(今 のSubnote型 コ ン ピ

ュータ にCD-ROMDRIVEを 内蔵 させ た もの な ど)が 開発 されれ ば、 一気 に普 及 して い く可 能性 が

あ る。

リア ル タイム型 の電 子新 聞 は、通信 にかか る費用 が安 くな らない となか なか 普及 は しな いだ ろ う。

衛星 放送 や ケ ーブ ルテ レ ビの普 及率 が低 い の も、毎 月払 う金額 にみ あ う内容 が得 られな いた め だ

し、費 用を安 くす るか、 内容 が非常 に質 の高 い ものであ るかで な いか ぎ り、2000年 まで に多

くの 家庭 に取 り入 れ られ るこ とは難 しいだ ろ う。

・電子 ジ ャーナル の考 え方 は非常 に良い と考え ます。 この場合 、各 記事 記載 項 目のカ タ ログ レベ ル

ーの情 報提供(利 用)が 考 え られ る
。1例 と して 、企業名 で あれ ば、本 社地 図 とか 会社 案内 が入 っ

て い る こと。

・紙 メデ ィアで あ る新 聞 は
、いず れ に して も情報通 信網 の整備 が進 む と衰退 して い くもの。現 状 で

もテ レ ビの速報 性 、 リア ル性 には及 ばな い。 特 に休刊 日(そ れ も全紙 一斉)が あ るこ と自体 、 敗

北 を 宣言 して い る.(CNNは24時 間)。 また、 流通 の システ ムに も問題 が あ る。 現状 で は コ ス

トア ップを避 け るの は困難 で あろ う。 森林 資源 の観点か ら も紙 の 限界 が あ る。 情報 機 関 と して の

新 聞社 は、 必然 的 に電 子情報 サ ー ビス に向かわ ざ るを得 な い ように思 い ます。 電子 情報 化 は、 よ

り多様 化 した個 人へ の 情報 の選択 化 に も対応 で き る。

・サ ー ビス の内容 も重 要 で あるが
、 ハ ー ドの普 及 こそ最大 の課題。

・マ ル チ メデ ィア同様 、 声 は大 きいが器 は まだ ・一一 ・とい った感 じで、使 用 す る機 材 も家庭 に出 回

る まで の見込 みが まだ だ し、 環境 自体 もまだ これ か らと言 った と ころで、 そ うい った ところの改

善 を どの様 に して い くかが楽 しみな ところで もあ ります。

・現在 の新 聞 とい う概念 では な く
、 マ ルチ検索型 デ ー タバ ンク的 な情 報集 積 と して 目的別検 索 が 自

由 な機能 。

・CD-ROM型 の課題 一 ・CD-ROM媒 体 の扱 い(書 き換 え型
、資源 回収型)

・端 末機 の普 及

・オ ンライ ン型 との差別化(個 人 的 に はオ ンライ ン型 に吸 収 と考 え る
。)
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オ ンライ ン型 の課 題 一 ・TVニ ュー ス との差 別 化

・端末 機 の普 及

・定型 サ ー ビスか らの脱 却(ユ ーザ リクエ ス トの多 様 化へ の対 応)

(ユ ーザ 編集型 サ ー ビス)

・オ ンライ ン ・リア ルタイ ム型の 電子新 聞 はいつ で もど こで も必 要 な情 報 が入手 で きる システ ム と

考 えて お り、 それ を実 現す るプ ラ ッ トフ ォーム(PC,POA・ ・・・ と情報使 用料(情 報 提供 料、

ネ ッ トワー ク使 用料 ・… 等)の 適 正化 が不 可欠 です 。

現行 の宅配 新 聞 よ り全 体的 に効率 の 良い ム ダのな い電子新 聞 の システ ムを構 築 す る必 要 が あ る と

考 えて い ます。

・ニ ューズオ ンデマ ン ドは、 速報性 よ りむ しろ過 去1ケ 月 あ るい は過 去1年 にお け る必要 な トピッ

クを必要 な ときに抽 出で きる ことに魅 力 を感 じる。

現状 の新 聞 ・雑 誌 のス クラ ップ ・切 り抜 きを せず に、必 要 な事実情 報 が常 に整 理 され た状態 で見

た い ときに見 られ るの は、 情報 整理 の下手 な 人 には大 きな福 音 にな るで しょ う。

・紙媒 体 の補完 メデ ィア と して のCD-ROM型 ソフ トの位置 づ けを早 く脱 す る為、 紙 メデ ィア も

記事 へ の コー ド付 け、 デー ター 覧ペ ー ジ(テ レビ番組 のGコ ー ドの如 き シス テム も案 出すべ き)

の掲 載 な ど メデ ィア ミックスを 目指 すべ き と考 え る。 また、 放送 ・通信 との融 合 も考 え るべ きか

と思 う。 また、著作 権 を ど う処理す るのか、 サ ー ビス全体 の核 と して 方策 を決 め るべ きこ と。広

告 も著作 権対 象で あ り、 別 ビジネスへ の発展 可能性(流 通 ・販 売の新 ツ ー ル と して)も あ る。

・携 帯端 末を如 何 に小型軽量 で見やす い形 にす るかが鍵 にな る。

・電 子新 聞の イ メー ジが今 一つ は っき り しな い。 固定 メデ ィア の現 在 の新 聞 の形が 今後 も続 くと思

う。新 聞 に求め る ものは速報 性 よ りも解 説 だ ろ う。 電子新 聞 になれ ば、 よ り一 層 編集 の力 が必 要

とされ る。

・紙 へ の出力 が100%不 可 でな い と紙屑 が増 え て仕方 が ない。 有益且 つ必 要 な情 報 のみ を提供 す

るの であれ ば、非 常 に役 に立つ もの にな るだ ろ う。

・デ ィスプ レイの大 きさ と字 の大 きさ(見 や す さ)と 重 量 ・携持 性 の矛 盾 の 中で、 どれ だ けの信 頼

を持 った端 末機 を開発 で きるか がポ イ ン トとな る。

・・料金 は通信 料金 を含 めて も月額 の新 聞代(¥5 ,000)程 度が 望 ま し く、 また月額 固定 料金

で ない と一 般ユ ーザ は負担 で きない。

・新 聞 にはな い機 能(検 索 で き るこ と、 マル チ メデ ィア他)が 絶対 に必 要 で あ る。 ←

・日本国 内の情報 の みな らず、 海外 のオ リジナ ル情報(原 文)が 必 要 で、訳 文 は参 考程 度 と して

必 要な人 が見 れ る ようにすれ ば良 い。 す な わ ち、新 聞 社側 で全 ての記 事 を翻 訳す る必 要 は な く、

ユーザが 必要 な記事 を翻 訳 システ ムを使 用 して 日本語 で も読 め るよ うにすれ ば 良 いので はな い

か。

・ナイ トリ ッダ一等 はオ ンライ ン型の 電子新 聞 を 出す にあた り、 な るべ く現 在 の新 聞 の フ ォー マ ッ

トを継承す る様 な形 で提供 しよう として い る。 国 内の新 聞社 も、 「電 子新 聞 」 とい うと"新 聞"

の 形を どう して もイ メー ジ しが ちで あ る よ うだが 、私達 として は違 う形 での サ ー ビスを考 え てい

る。 オ ンライ ン型 にせ よ、 パ ッケ ー ジ型 にせ よ、 電子 化す るの で あれば既 成 の フ ォーマ ッ トに こ

だ わ る必要 はない ので はない だ ろ うか。現 在 の新 聞 フ ォーマ ッ トは紙 メデ ィア だか らこそ、 これ

だ け受 け入 れ られ る ものにな った のだ と思 う。
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・CD-ROM媒 体 は、 媒 体 の入 れ か え作 業 が あ るた め短期 で の 出版 は ユ ーザ に とって も迷 惑 。

(例.毎 週 発刊 され て も、過去 の記事 を調 べ るの に何十 枚 ものCD-ROMを 入 れ替 え な けれ ば

な らない。)動 画 は百 科 事典 には よいが、 新聞 には不 要。新 聞 は もっ と文字情 報 の提 供 に特化 し

たほ うが良 い。 特 にハ イパ ーテキ ス ト的 な使 い方 が よい。 も し短期 で のCD-ROM媒 体 の新 聞

を発刊 す るな ら、追 記型CD-ROMが べ 夕一。 又 は、MD,MOで も良 いが。情 報 の追 記 は オ

ンライ ンで行 う必 要 が あ る。

3.1.8双 方 向CATVに 関す る調査

米国では一方的に番組を流す今のテ レビに代わって、視聴者が100チ ャンネル以上の膨

大な メニューの中か ら好 きな番組や映画を選択 した り、 トランザクション ・サー ビスな ど

を可能 にす る双方 向CATVが 、マルチ メデ ィア事業 の大 きな柱 になる とみ られて い

ます。

(1)日 本でも双方向CATVが 成長するか(第1回 調査のみ)

「日本 で も将来 、双 方 向CATVが マルチ メデ ィア事業 の ひ とっ の柱 として成長 す る と思 うか 」

との質 問 に対 し、 「そ う思 う」が72.0%と 圧 倒 的多数(図17)

わ か らな い

15.4%

無 回答そ う思 わない

O.7%11
.9%

双方 向CATVの マルチメデ ィア事業化

72.0%

そ う思 う



(2)日 本では双方向CATVが 何年頃定着す るか(第1回 調査のみ)

「2010年 頃 」 が40 .6%と 最 も多 い が 、 「2000年 頃 」 と見 る 向 き も21.7%と 多 か

っ た(図18)。

N=143

わか

その他
2.1%

2020年 以 降

14.7%

答回無

%07
2000年 ご ろ

40.6%

2010年 ご ろ

図18双 方向CATVの 定着時期

(3)日 本で双方向CATVが 遅れている原 因(第1回 調査のみ、自由回答)

通信イ ンフラの遅れ、行政の(無 用の)規 制 による妨害をあげる声が圧倒的だった。 しか し、利

用 コス トを考える と、 「イニシャル コス ト、 ランニ ングコス トともに個人には負担できない」、

「双方向で提供する番組内容が貧弱で コス トに見合わない」などの意見 も多か った。地上放送網、

BS、CSな どの普及が先行 し、 どうして もCATVが 必要 とい う素地が薄い こと、 「日本人の生

活様式や趣味は欧米 に比べて均質的なので、既存のマスメディアで十分な領域が大 きい」な どの意

見 もあった。

・行政 の無 用 の妨害 にて、 基本 イ ン フラ構 築 が大 幅 に遅れ てい る。 日米 の格 差是 正 が先 決事項 。

・行政 的 な垣根(通 信、放 送法 、許認 可性 な ど)利 権 的な政 治体質 。

・需 要 は間違 い な くあるが、現在 の 日本 の一 般個 人 では、 ランニ ング コス ト、 イ ニ シ ャル コス トと

もに、支 払 能力 が ない。 収入増 や すか 、 コス ト減 を図 るか。

・イ ンフラは近 々に整備 可能 だが
、 消費者 意 識 の変 化 には、か な り時間 がか か る。

消 費者 の モチベ ー シ ョンにっ いて の本 格 的な 働 きか けが、全 く遅 れて い るか ら。
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・通信 イ ン フラの整 備 の遅 れ と、提 供通信 業者 間の競 合過多。

・提供 業 者 に よ る コス トパ フ ォーマ ンスへ の疑 義
。

・利 用料 金(提 供 料金) 、利 用者側 で の反 応等 が明確 でない。

・使 用 コス トが高 い割 に、 既存 のTVや レンタル ビデオ以上 の魅力 がな い(3件)。

・現行TVで 十分 。

・現行 の双 方 向CATVの 番組 ソフ トの貧 しさ
。

・個人 の生 活 ス タイ ルや興 味 が欧米 に比べ て均 質的
。 これは若年 層 に は必 ず しも当 ては ま らな いが 、

若年 層 は新 しいサ ー ビスを支 え るだ けの経 済力 が あ るか疑 問。 通信 イ ンフ ラ も未 整備 。

・光 ファイバ ー等 の通信 イ ン フラの遅 れ もあ るが、各種規 制、行 政 の縦割 り等 、社 会 システム に問

題が あ る。

原則 と して 、民 間企業 が それ ぞれ の ビジネ ス と して 、 自由 に展 開 出来 る よ うにす べ きで あろ う。

・法規制(27件) 。

・通 信 イ ンフ ラの 遅れ(32件) 。

・消費者 にア イ デ ンテ ィテ ィーが な いため、 自分 が何 を見 た いか選 択 す る能力 や意 欲 に欠 けて い る

せ いだ と思 い ます。

・ソフ ト開 発能 力(5件) 。

・日本 のTV(無 料)は 充分 に楽 しい。 日本人 のカル チ ャー と して、専 門 チ ャンネル を使 い こな せ

るか どうか?

・CATV業 の規 制 の たあ、大 手資 本家 が、CATV業 界 に参入 して こな い。

・郵政 省 の施 策 に あ る。規 制緩和 が 必要。

・よ くわ か らな いが 、双方 向CATVに よって得 られ るメ リ ッ トが実感 で きな い ので はな いか 。

・郵政 省 が、CATV会 社 の経 営主 体 を地 域単 位の 小規模な もの と し、 大規 模 な投 資主 体 とな る こ

とを妨 げ たか ら。

・現 在 の チ ャネ ル数 で もあ る水準 の利 用者 数 を確 保 で きてい ない
。 そ のた め ビジネス計画 で きな い。

も とも と双方 向の必 要性 の ある番組 が少 な い。

・レンタ ル ビデ オの早期 発 展が あ ったた め
。

・無 線TVの 代 替 と して はその必 要性 が低 い。 しか し、情 報化 のた め に、CATVも 一般 の情報 機

器 とマ ルチ 化(同 化)し て、発 展す るこ とにな ろ う。

・ソフ ト(情 報)の 未整 備(10件)
。

・通 信装 備 の遅 れ及 び
、 一般 消費 者 に まだ ニ ーズが ない。

・通信 コス ト(9件) 。

・IPの 整理 。

・プ ログ ラム、 メニ ューの不 足(チ ャネル数 で はな く、内容)。 トラ ンザ ク シ ョンサ ー ビスを拡 大

す る制 度、 仕 組、標 準 化等 の不備。

:郵 政 の規 制"マ ーケ ッ ト"規 模。

・既存TVの 放送 中のチ ャネル、 時間帯 が多 く、広 い。

・契 約 料 を支 払 って まで 見た い とは思 わ ない
。

・需要 が 日本 で はそ れほ ど無 い と思 う。

・ア メ リカ と異 な り密 な る社会形 態(主 に近 くに店 があ る
。時差 が な い)に よ り、普 及 に問題 が生
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じる と考え る。

・まだ需要が見 込 めな いか ら。

・メデ ィアへ の要求 が本 当 に高 まるか。米 国 とはちが う。 イ ンフラの遅 れ と規 制の あ り方 に問題 あ

り。

・経営 が成 り立 た ない。

・消費者 の意識 が、 多選択 肢 の選定 を はばむ と考 え られ る。 与 え られ る可 能性 に対 応で きない ので

は ないか。

・ソフ ト制作環境(人 件 費)が 悪 いか ら(人 材 不足)… ス ター等
。

・縦 割 りの、放送 行 政、通 信行 政、 産業行 政。

・制作側 の コス トと消費者 の負担 コス ト。

・消費者 が100以 上 もの チ ャ ンネルを使 い こなせ ない
。

・利 用料金 が高 い(3件) 。

・一 般家庭 で のOA化 の遅 れ。

・通 信 ・放 送行政 の縦 割 りの弊害(2件) 。

・情 報提供 体制 の未整 備(有 用 な情報 、面 白 い番 組 、身 近 な番組etc.を 誰 が各地 域 ご とに提供 す る

のか、地方 紙、 民法 、NHK地 方支 局、 自治 体、 地場 産業 の協 力 がで きるか。)

・ケー ブルの地下 理 化の不 備。

・①郵 政省 の規制 マ イ ン ド。

②BSの 存 在。

③NHKと い うペ イテ レビの存 在。

④情 報 の55年 体 制 の存在。

・CATVが 本当 に必 要で あ る とい うア プ リケー シ ョンが ない
。 ほ とん どはTVの 再 送信 に と どま

って いる こ とが 問題 だ と思 う。

・スポ ンサ ーの権利 関係 。

・まだ、時 間的な余 裕 がな く、 それ だけの ニ ーズが発 生 して い ない。

・消 費者が100以 上 ものチ ャ ンネル を使 い こなせ な い
。

・経営 者のキ ャ ッシュ フロー事業 に対す る無理 解
。

・消費 者の 自由時 間の少 な さ
。

・事業 の利益性(投 資 の大 きさに対 す る売上 の少 な さ)
。

・視聴者 のニ ーズ の分化 が まだ十分 で ない こ と
。(ま だ漠 然 とテ レビを見て い る人 が 多 い)

・消費者 ニ ーズが見 えて い ない(3件)
。

驚ll㌘1ξ 二㌶ 三笠}_}蹴:鷲;
・CATVそ の ものが

、 各家庭 に完 全 に普 及 して いな い(2件)。

・情 報 活用文化 に対 す る意 識 の遅 れ
。

・現 在 のCATVの 採 算 が悪 いの で投資 がで きな い
。 税金 で通信 イ ンフラを装 備 で きた と して も、

楽 しい映像 を大 量 に安 く作 るイ ンフラ(人 材 、産 業)が 無 く、 ア メ リカの映 画 を購入 す る ことに

な る。
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安 い費 用で局 を運 用す る ノウハ ウが無 い。

・経 済的 にペ イで きな い と見 られ て い るの ではな いか。

・情報 は タ ダ とい う感 覚 。

・第 一 に、CATVの 普 及度 が米 国 とは比べ もの にな らな い程低 い。第 二 に、個 々のCATV局 は

小 規 模で 、視聴 者 が 自由 に選 択 で きる程多様 な番組 を用意 で きな い。 別 に番組 ・制 作供給 会 社 が

必 要 にな る。

・郵 政省 を は じめ とす る官公庁 の諸規 制
。 技術 的 には問題 はない。

また イ ンフラ整 備 の遅 れ も、 結局 は規 制の産物 で あ る。

・CATVに よる情 報 流通 の質 、量 の多様 化が先 決。

・CATV産 業 その もの が十分 に浸透 していな い
。

・双 方 向での 利用 す る 目的 ・内容が 明確化 して いない
。

・流 す情報 に魅力 がな い。

・イ ンフ ラ整備 及 び放送 事 業の行 政的 問題(4件) 。

・ソ フ トが 充実 して い な い。 ソフ トを充 実 させ る企 業 ・機 関が育 た ない(3件)。

・通 信 の費 用 が高す ぎる。 回線 を 自由化 しなけれ ばダ メだ。

・各 種 の法規 制(例 .BSとCSの 境分 けが米 国 にはな い。)(7件)。

・著 作権 そ の他社 会 的基盤 整備 の遅 れ
。

・国 民性 、放 送 シス テ ムの充実(2件)。

・双 方 向性 に対す るニ ーズが 出お くれて い る
。

・完 備 された放 送 システ ムの よ うに
、 日常 的 に使 用で きる応用 ソフ トが な い。

・日本発 の魅力 的 な ソ フ トが少 ない。

・チ ャ ンネル を使 い こなせ ない。

・イ ンフラ も悪 いが 、企 業 ・個人 と も、 日本 は、 こうい うまった く新 しい メデ ィアに対 し保守 的。

・良 い ソフ トウ ェアが ない。 ソースは皆 海外 に頼 って いる。

・イ ンフラの遅 れ、情 報 端末 の使 い に くさ、 ソフ トの質 の悪 さ、 つ ま らな さ、 目的意 識 の欠如 。

・レンタ ル ビデオ業 が さかん だか ら(2件)
。

・チ ャ ンネルが た くさん あ るか ら
、専 門分 化 した番組 にすれ ば いいの に内容 が うす い。

・民 放が優 秀 で
、有 料 のCATVに 手 を出そ うと思 わな い。

・行 政の不 積極 ・無 理 解 ・無知(2件)
。

・ソフ ト(番 組)の 開 発力 の な さ
。消 費者 がぜ ひ と も契 約 した くな る よ うな魅 力 あ るプ ロ グラムや

サ ー ビスが作 り出せ ず、 従来TVもCATVも ア メ リカの程 度の低 い もの まね に過 ぎな い。

・情報 ソース の準 備 不足(2件)
。

・人 間関係 を人 と人 との接触 において い るか ら
。

一55一



3.1.9マ ルチ メデ ィアの産業 化 に関す る調 査

(1)マ ルチ メデ ィアは21世 紀 の リー デ ィ ング産業 になるか(第1回 調査 の み)

「そ う思 う」が63 .6%、 「わか らな い 」が23.8%、 「そ う思 わ ない 」が10.5%で あ

った。

(2)マ ルチ メデ ィア電子情 報 サー ビスで指 導 的 な役 割 を果 たす産業(第1回 調 査 のみ)

上 位5位 は、 「通信 」60.1%、 「放 送 」57.3%、 「新 聞 」53.1%、 「情報 サ ー ビ

ス 」49・7%・ 咄 版 」46・9%・ 通信 ・{青報 サ ー ビ撲 のほか ・伝達 す る情報 内 容 を もつ既

存 メデ ィアへ の期 待 が高 いのが わか る(図19)。
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一
(3)マ ル チメ デ ィア全 般 に対 す る意見(第1回 調 査のみ 、 自由回答)

多 か った意 見 を ピックア ップす る と、 「マ ルチ メデ ィアは情報 伝達 の手段 で あ って、独 立 した産

業では な い。 あ らゆ る産 業 が マル チ メデ ィア化 して い く」、 「サー ビス形 態論 、情報 機器 ・ネ ッ ト

ワー クの議論 が 先行 し、 肝心 の情 報 内容が 十分議 論 されて い ない」、 「米 国 に水 をあ け られ てお り、

この ままで は 日本 の経 済 成長 は低 下す る」な ど。

・一 日も早 い立 ち上 が りを希 望。 大衆 に開 かれ 、個人 生活 を充実 させ る契機 とな れば と思 う。

・ 「マ ル チ メデ ィアの定 義 」そ の ものが まだ不 明確、 言葉 が一人歩 き して い る感が あ る。

・現 在 の メデ ィア に とって かわ る ものにな るには
、技 術 レベ ルが、数段 階上 が る必要 が あ る。

早 期 の産業 化 は、利 用 者 の失望 を招 くもの とな る。

・特 にCD-ROMに よ るパ ッケ ー ジ型情報 サ ー ビス におけ るア プ リケ ー シ ョ ンの共 通 化 と、 累積

情 報 への ア クセ スの容 易 化、個 人(家 庭 向)の ハ ー ドの低 価格 化等 が必要 と思 われ る。

・現 在 のマ ルチ メデ ィア の議 論 は、サ ー ビス形態 論、 情報機 器、 ネ ッ トワー ク先行 に な って お り、

かん じん のそ こに流 れ る情 報が 、十分 議論 されて いな い奇妙 な状況 で あ る と思 われ る。

・CATVに 限 らず、 コ ン ピュー タネ ッ トワー クの ための専 用線 が メ ッシ ュ状 に存在 す る こ とが大

事 。

専 用線 は何 で もMIXし て使 って良 いの では ない だろ うか。

・各 産業 、分 野が そ の ビジネス展 開の 中で マル チ メデ ィア 化 してい くので あ って、 要 はマ ルチ メデ

ィア化 出来 る ソフ ト(ノ ウハ ウ、人材 、商 品、 技術 、サ ー ビス等)が いず れ に して も重 要 で あ る。

・大 きな産 業 に成長 す る こ とを望 み ます 。

・既 存の産 業 の延長 として考 え る と、 マル チ メデ ィアは立 ち上が らない。昔 のニ ュー メデ ィア の よ

うな結果 に終 わ るか も。

・我 国で も、規 制緩 和 して 発展 す る土壌 を早 くっ くらない と、米 国が どん どん先 に行 って しまい、

我 国の産 業界 に致 命 的 な ダ メー ジを与 え る。

・多 かれ少 な かれ、 他 の創 作物 、所 有 デー タを利 用す る こ とにな るか ら、権 利者 情報 の提 供、 権利

処理 機能 、料 金 の権利 へ の分 配機 能 を持 った機 関が必 要 とな る。 技術 とか ハ ー ドの開発 と共 に ソ

フ トの権利 処 理 のイ ンフ ラ整 備 が不可 欠 とな る。

・マ ルチ メデ ィア とい う言 葉 の定義 を は っき りさせ る必要 が あ る
。

現 在 は10人10様 だか らこの ア ンケー トで もかな りの プ レが 生 じよう。

・情 報過 多
、人 間性 の喪 失 阻害 。技 術の急 速 な進展 は、決 して良 い こ ととは思 えな い。

・触 れ て、嗅 いで、 味 わ って(す なわ ち触 覚、 臭覚 、味覚)の 部分 に欠如 す る為 、 あ くまで情 報提

供 に と どまる。 とな る と高 品 質 の高 信頼 性 の情 報 提供 が大切 にな る。 この意 味 か ら電子新 聞 は有

望 と思 う。

・米 国 にお け る普 及 と 日本 の今 後 のあ り方 を十分 に研 究す る必 要 はあ りそ う
。 技術 論+文 化論 で話

を しな けれ ば な る まい。 か つ てのニ ュー メデ ィア論 で は 力夕がつ かな い。

・ 「ゲ ーム 」を超 え な けれ ばな らな い
。 低価 格 でな けれ ば、 ゲー ム以外 の用途 は望 め ない。

・ソフ トウ ェア の人材 育成 と著作 権法 の整備
。2次 ・3次 利 用 を促進 す る機構 の構 築が 不可 欠。

・マ ル チ メデ ィアは産 業 で はな く
、要素 技術 とい う認識 を持 ってい る(3件)。
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r

'マ ルチ メデ ィアの活 用 は企業及 び社 会 の経 済活動 の効 率 ア
ップを もた らす ので 、米 国 に遅 れ る と

日本 の経済 成長 を低 下 させ る ことにな る。政 府 の リー ダー シ ップが必 要。

●マル チ メデ ィア は任天 堂
、セ ガが新 しい市場 を開 い た後 を追 いか けて い るが 、 ゲ ーム以外 の市 場

は当分 見え ない と思 う。

・現在 は誰 もク リス タルボ ールを持 って いな いが
、放 送 ・通信 の各種 規制 が撤 廃 され た ら、 日本 で

も大 きな産業 に発 展す るだろ う。

・1 .に 内容、2.に 値段 、3.、4.が な くて5 .に 技 術。

・マ ルチ メデ ィア を産 業 と して と らえ る と
、 印刷 ・出版 ・放 送 ・通 信 ・家 電 ・コ ン ピュー タ ・教育

・流通 … と、多 くの分野 を包含 して い るたあ、規 模 と しては大 き くな るのは必 然。 これ らの分野

で は市 場 を先 に立 ち上 げた国 が技術 革新 で先 行 し、世 界市 場で主 導 権 を とれ る。 この ま まで は米

国主義 。要素 技 術 は 日本 が提供 し、 サ ー ビスの思 想 に浴す るの米 国先 行 にな って しま う。 情報 の

輸 入超 過 にな り、 日本 は米国へ の支 払 いが増 え るだ け。

・マル チ メデ ィア の定義 が 漠然 と して い るが
、 間違 い な く進 むで あろ う。

・まず ゲー ム等 の遊 びの要素 が入 れ ば
、将 来発展 して い くの では ない か。

・エ ンタテ イ ンメ ン トが先 で しょう
。

・実体 が まだ定 ま って いな いが時 間の 問題 で ある
。

・マ ルチ メデ ィア はそれ 自体 が 目的な ので はな く
、 マ ルチ メデ ィアで 何 が可能 にな るのかが 重要 。

その 意味 で、数 年前 に騒 が れ始 めた頃 よ りは、大 分 「見 えて きた 」 こ とは確 か だが、 一般 の認 知

を得 る には、 まだ まだ取 り組 んで い る方 も説明不 足 、勉強 不足 な面 が あ る と思 う。

・目的 を忘 れて手 段 に走 りが ちな風 潮 に危惧
。

・標準 化 と技 術革新 を整 合 を もって進 まな い と、パ イオニ アが必 ず しも市場 で 成功 しない こ とにな

る。

・マ ル チ メデ ィアの言葉 の定 義が正 確 で は ない
。 益 々混 沌 と して きて マ ルチ メデ ィア論 を展 開す る

必要 が あ る。

・新 しい ジャ ンル に位置 す る産業
。

・21世 紀 の リー デ ィ ング産業 は
、 マ ルチ メデ ィア でな く情報 産業 で あ る。

・ニ ュー ビジネス と して の発想 力が キ ー
。

・マル チ メデ ィアは、 個人 の嗜 好の差 をは っき り出す だ ろ う。 それ に対 応す る にはあ らゆる好 みを

満 た す、膨 大 なデ ー タ と、 それを処 理 す る強力 な プ ラ ッ トフ ォー ムが不 可欠 で あ る。 そ うで な け

れ ば 、現在 の メデ ィア に毛 の生 え た程度 に終 わ るだろ う。

・郵 政省 の規 制 を撤 廃 し
、NTTを 分 割 し、競 争 させ れば、遅 れ を取 り戻 せ るか も。 著 作権 も再 考

の とき。

・マ ル チ メデ ィア 自身 は さわ ぐほ ど画期 的な もの では ない
。 む しろ社会 の思 想 の均一 化 、創造 性 の

欠如 とい った危 険が ひそん で いる と思 う。

・中身 を考 えず
、ハ ー ドと周 囲の環 境 ばか りが語 られて い る。

・マ ルチ メデ ィア のみ の発 展 とい うの は あ りえ な い と思 う
。 他 の業種 との協 力が 必要。

・画 像 処理 ・音 声認識 ・合 成 ・ネ ッ トワ ー ク と
、 分野 毎 の研究 に力 を注 いで い るので 、 その融合 を

進 め る政策 が よ り必 要 とされ る。

●マル チ メデ ィアは娯 楽
、教 育 を中心 に していか な けれ ば発展 しに くいだ ろ う。
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・現在は 「マルチメディア」とい う言葉だけが1人 歩 きを してお り
、必要性や利便性に関する正確

な知識 を持つ人々が少ない。普及 には全ての人々の積極的な参加が必要だ。

3.1.10ク ロ ス集 計 結 果 に つ い て

フ ェイス シー トの年齢 別 、 デー タベ ースの利 用状況別 、パ ソコ ンの利 用 状況別 の それぞ れ につ い

て、 回答 の傾 向 の違 い をみ るため クロス集 計 を行 ったが 、 デー タベ ース、 パ ソコン利 用状 況 につ い

て は、 いずれ も、利 用経 験者 が 圧倒 的多数 で、利 用意 向者 、非 利 用意 向者 別の分析 は省 略 した。

年 齢別 につ いて も、若 年 層 と高年齢 者層 の 間に、必ず し も有 意 な差異 は 見 られなか ったが 、rQ

2.マ ルチ メデ ィアデ ー タベ ースへ の関心 」(第1回 調査 の み)で は、 「かな り関心 があ る」 と回

答 した人 の割 合 は、20歳 代 ・30歳 代 では67.4%な のが 、40歳 代 で は84.9%、50歳

以上 で は90.0%と 、 年齢 が 高い ほ ど、 関心が 高い とい う意 外 な結果 が 出た。実 務 レベ ルで は、

まだ具 体性 の な いサ ー ビスへ の 関心が 薄 い一 方、 中堅管理 職以上 の戦略経 営 セ ンスを要 求 され る年

代 の人 の 間で は強 い関心 が あ る とい え るので はないか(図20)。

最近 の あ る米国 の調 査 で は、 サブ ノー ト型パ ソコンな どの モー ビル ・コ ン ピューテ ィン グ端末 や

携帯 電 話 な ど高付加価 値 な情報 通信 サ ー ビスの主 要ユーザ ー は、35-44歳 程度 の 中堅富 裕層 に

最 も多 い ことがわか って い る(次 いで18-34歳 の青年 層)。

メ ート轡 叶 回答
全 体
(N=143)

20～30歳 代
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図20年 齢 別 のマ ルチメ デ ィア ・デー タベ ー スへ の 関心
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3.2海 外調 査

本調査は、デルファイ法による国内調査を補完す ると同時に、わが国 より先行 し、すでに実施段

階にあ る米国のマルチメディアをベース にした新 しい電子情報サー ビスの実態を把握 して国内調査

分析の基礎資料 とする目的で実施 した。

3.2.1米 国 にお けるマル チメ デ ィアの動 向

さまざまなタイプのデジタル ・メディアが、新製品開発を促す要因やデジタル ・メディアに対す

る一般 の認知、米国の社会や経済を形作 っている諸々の力 と合体 して登場す る可能性がある。一般

に、消費者 は新 しい技術やサービスの受け入れには保守的である。新技術 やサービスの受容 におけ

るこのような消極性 は、変化に対する抵抗や個人の支出パ ターンの変化に対する抵抗の度合 いに左

右 される。 しか し、新 しい メデ ィアを形作 っている諸力は消費者 の抵抗な どよりもはるかに複雑で

ある。 ここでは、米国において新 しいメディアの受容を促す技術や市場 ・社会の動向について紹介

す る。

(1)広 帯 域ネ ッ トワー クのケ ーブル テ レ ビ

ケ ーブ ルテ レビとい う広帯 域 の メデ ィアが米 国の全世 帯 の61%に 普及 してい る とい う事 実 は、

新 しい メデ ィアの普 及 を促 す 重要 な要 因 とな る。 日本 で はケー ブル テ レビの普及 率 が1%程 度 とほ

とん どゼ ロに等 しいので 、 日本企業 が ケ ーブ ルテ レビや ケーブ ルテ レ ビが 新製 品 に及 ぼす と思 われ

る影 響 力 を利 用す るの は難 しい。 ケー ブ ルテ レビは信号 の デ ジタル変 換 を行 うので 、高 速マ ル チ メ

デ ィア ・サ ーバ ーを利用す る広 帯域 の広 域 ネ ッ トワー クとな る。 しか し、 日本 企業 に おいて はLA

N技 術 の導入 が遅れ て いるの で、結 果 と して広帯域 コ ン ピュー タネ ッ トワ ー ク技 術 の実 体験 におい

て も米 国 に遅 れを とって い る。 技術 的、 資金 的 に見 て、 米 国の ケー ブル会 社 だ けで は新 しいデ ジタ

ル ・イ ンフラス トラ クチ ャを作 り上 げる こ とはで きな い。連携 も しくは買 収関係 にあ るケ ーブ ル会

社 と電気 通信 会社 として は、 サ ウス ウ ェス タ ン ・ベル とハ ウザ ー、USウ ェス トとタ イム ・ワー ナ

ー、 ベ ル ・ア トラ ンテ ィ ック とTCIな どを挙 げる こ とがで きる。 こ う した連携 ・買 収 の動 きは今

後 も引 き続 き見 られ る と予想 され る。

社 会現 象 としての、 また事 業 と しての ケ ーブル テ レビは矛盾 の 中か らス ター トした。1950年

代 及 び1960年 代 には、有 料 テ レビに対 す る社会 の抵抗 は大 きか った。 「現在 無料 で見 られ る も

の になぜ料 金 を払 わ な けれ ば な らな いの か?」 とい うの が一般 の考 え方 だ った ので あ る。 また、 ケ

ー ブル テ レビは放 送会社 か ら番組 を 引 き寄 せ
、 放送業 界 に打撃 を与 え るの では ないか との考 え方 も

根 強 か った。 しか し、 ケ ーブ ルテ レビは最 近上 映 された映 画 の放映 や無 線信号 の質 の高 い受信 を通

じて急 速 に受 け入 れ られて い った。 コマ ー シ ャルな しで映 画 を見 られ るHBOは 大 きな魅 力 であ っ

た。 さ らに、24時 間ニ ュー スを流 し続 け るケー ブル ・ニ ュース ・ネ ッ トワー ク(CNN)と い う

リス キ ーなチ ャンネ ル まで登 場 した。長 年 採算 は とれ て いな いが、CNNは リア ル タイ ムで継続 的

にニ ュースを流す価 値 を人 々 に教 え たので あ る。 テ レ ビニ ュース の迫 力 を如 実 に伝 え たの はベ トナ
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ム戦争であ った。 また、湾岸戦争の際のニュースの即時性は、世界ので きごとに視聴者が参加する

という全 く新 しい次元を開いたのである。ケーブルテ レビは、人々の事件への参加や時間に関する

認識を変えたのであ った。

ケーブルテ レビのチャンネル数が増加す るにつれ、番組制作者はきわめて多様な番組を制作で き

るようにな った。地域限定放送の コンセプ トは、ホームシ ョッピング専用のQVCと い った一定の

視聴者に焦点 を当てたチャンネルの登場 とともに現実の もの となった。ケーブルテ レビは地域的な

営業免許 による事業であるため、地域社会のニーズに合わせたチャンネルも多い。ケーブルテ レビ

は、'テレビの放送 内容に対す る社会の期待 も変えたのである。

ケーブルテ レビが登場 し始めると同時に、広告活動 もスター トしたが、当初はなかなか うまくい

かなかった。多数 の視聴者を抱える全国ネッ トのテ レビ局を利用で きない広告主 は、地域のケーブ

ルテ レビを利 用するか、折 り込み広告などの別の広告手法を使 うしかなか った。 それゆえ、 ケーブ

ルテ レビは、大規模な広帯域イ ンフラス トラクチャを構築すると同時に、有料テ レビに対す る社会

の抵抗を克服す ることがで きたのである。 したが って、家庭で利用する新 しいメディアに電話料金

相当の、またはそれ以上 の料金を払 うのは矛盾 しているように思われる。当時、多 くの家庭 はすで

に電話を持ち、地元紙や1種 類以上の雑誌を定期購読 していた。そのような状況の中で、新 しい メ

ディアであるケーブルテ レビは、提供す る番組の内容 とその価値に対す る社会の認識 に基づいて生

まれてきたのである。 ケーブルテ レビの登場 により、ニュースや映画、そ して時間に対す る社会の

認識が変化 した。双方向テ レビが米国の家庭 に進出 し始めるにっれ、多 くの産業がこのような人々

の大きな意識 の変化を もう一度生み出 したい と望むようになったのである。

(2)コ ン ピュー タの 性能 向上 を図 る競 争原 理

半導 体技 術 ほ ど、性 能 の向上 と ともに コス ト削減 に成功 して い る技術 は ない。単 位 原価 あた りの

性能 の向上 が最 も顕 著 な の は コン ピュータの性能 で あ る。 た だ し、 コン ピュー タが オ フィスや家 庭

に浸 透 し、大 きな影 響 を及 ぼす よ うにな ったの は、パ ー ソナル コン ピュータの登 場 に よ ってで あ っ

た。 しか し、 コ ン ピュー タの性 能 向上 の背 景 にあ るの は競 争 とオー プ ンシステ ムで あ る。AT&T

の解 体 とほぼ 同時 に発 売 され たIBMPCに よ り、 コ ン ピュー タ業界 には5,000万 台 を越 え

る32ビ ヅ ト高性 能パ ソ コ ンがあふ れ る こ とにな った。 しか し、電気通 信 業界 は独 自のデ ジタル技

術で あ るISDNの 後 ろで停滞 してい る。 それ に比べ 、 ほぼ無規 制状態 にあ るケ ーブ ルテ レ ビ業 界

は＼ 双方 向 テ レビや チ ャ ンネルが500に も及 ぶ テ レビな どデ ジタル技 術 に基づ い た大 きな技術 進

歩 の中心 に ある。 デ ジ タ ル時代 の到 来 を前 に した公共 政策 の主 眼は、競 争 を導入 す るべ きか ど うか

で はな く、 どの程 度迅 速 に競争 を導 入す るべ きか にあ る。

前 述 した よ うに、 デ ジ タル ・メデ ィアは、パ ッケー ジ ・メデ ィア の配 給 チ ャ ンネル や家庭 向 け広

帯域 有線放 送 、 いっで もど こで も使 え る無 線通信 な ど、整 備 された イ ンフラ ス トラ クチ ャが必 要で

ある。 デ ジタル ・メデ ィア の事 業及 び規 制モ デルが 求 めてい るのは、最 小 限の規 制 環境 及 びオ ー プ

ン ・プ ラ ッ トフ ォー ム にお け る競争 で ある。個人 や 企業 が 自由かつ平 等 にサ ー ビス を提 供 で き る通

信 イ ンフ ラス トラ クチ ャの推進 に最 も意 欲的 なの は、電子 フロ ンテ ィア財 団(EFF:Electronic

FrontierFoundation)で あ る。EFFの オー プ ン ・プ ラ ッ トフt－ ム案 の中核 に位 置 づ け られて

いるのが そ の よ うな イ ンフ ラス トラ クチ ャで あ る。EFFの 目的 は、 パ ソコ ン業 界 に見 られ る市場
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誘因を通信業界にも拡大することである。

インフラス トラクチ ャや新 しい製品及びサー ビスの開発に対するこのようなアプローチは、 日本

の規制モデル ときわめて対照的である。NTTは 株式会社であ りながら、厳 しい規制の下に置かれ

ている。 日本では、広帯域のアーキテクチャやイ ンフラス トラクチャは依然 として計画 またはテス

ト段階にある。NEC及 びその他の メーカーの専用規格に基づいて構築された日本のパ ソコン業界

と・LANの 浸透度の低 さ、厳 しい規制の下に置かれた電気通信業界 といった要因が組み合わ さり、

新 しいデジタル ・メディアという重要な分野における日本企業の競争力が損 なわれているのである。

(3)次 世代ケーブルテ レビ受信装置

現 在 、世 界 で は1億2,300万 台 以 上 の パ ソコ ンが 使 わ れ て い る。 リ ン ク ・リソ ー シ ーズ

(LinkResources)に よれ ば、米 国で は、パ ソ コ ンの家庭 への浸透 率 は1993年 末 まで に34%

に達 し、1998年 には50%を 越 え る と予 測 され てい る。 同時 にマ ルチ メデ ィア ・コ ン ピュータ

も1993年 末 まで に350万 台 に増 え る と見 られ てい る。 こ うした動 きの背景 に は、パ ソコ ンを

職場 や家庭 にお ける万能 な機器 とす る トレン ドがあ る。

万 能な情 報機 器 の開発 は、家 庭用 テ レビの 開発 と比較 す る こ とがで きる。 テ レ ビは、無 線放 送や

有 線放 送、VTR用 の万能 な受信 ・表 示装 置 とな った。 多 くの家電製 品 の機能 は垂 直 的 な機能 に限

定 されて い るが、 これ は コン ピュータ にはあ て は ま らない。 イ ンテルの ア ーキテ クチ ャに基づ い た

コン ピュータ な ら、5万 以上 のア プ リケ ー シ ョンが可能 で ある。 また、 コ ンピュー タの設 置台数 が

多 い ことは、独 立系 の ソフ ト業者 に ソフ ト開発 を促 す主 な要 因 とな って い る。 情報 機器 と してのパ

ソコ ンの普遍 性 はテ レ ビをは るかに上 回 って い るので あ る。パ ソ コンの大 きな利 点 はその 適応性 に

ある。 基本 的 なパ ソ コンはマ ルチ メデ ィア の要 素 を備え るこ ともで きる し、携 帯 もで きる。 マ ン ・

マ シ ン ・イ ンター フ ェー スの方法 も豊富 だ し、無 線 に よ る接続 も可能 で あ る。 また、 ユ ーザ ーの要

望 に応 じて カス トマ イズす る こ ともで き るので あ る。 この よ うな特徴 は どれ もテ レ ビには な い。

万 能な情 報機 器 は、市 場や デ ジタル ・メデ ィア に とって多 くの意 味 を持つ 。 た とえ ば、パ ソ コン

業界 の規模 の経 済 は、小 さな特 定市場 の競 争 を 困難 に して い る。 この良 い例 が 電子 ブ ックであ る。

現 在 の形態 において 、電子 ブ ックは メデ ィア読取 装置 と しては高度 に専 門化 され た専 用 プ ラ ッ トフ

ォームで あ る。 これ は、パ ソ コンを大 きな成 功 に導 いた事業 モ デル とは正 反 対 で ある。 同 じ基本 ア

ーキ テ クチ ャを使 って しの ぎを削 る
、文字 どお り何百 とい う企業 が ひ しめ き合 う中 で、専 用 システ

ムが競争 して い くの は きわめ て困難 なので あ る。

パ ソコ ンとい う万能 機器 が、 ケー ブル テ レビ事業 者 の提供す る広帯 域通 信構 造 の 中に どの ように

統 合 されて い くか とい う点 は、 まだ先 の見 え ない大 きな問題 で ある。 ケ ー ブルテ レビの場 合、 放送

サ ー ビスの一 環 と して事業者 が受信 装置 を提 供 してい るため、 事業 モデ ルがか な りちが って い る。

次世 代 のケ ー ブルテ レ ビ受信 装置 は、パ ソ コ ン同様 、50～100MIPSの 性能 を備 え た マイ ク

ロプ ロセ ッサ を搭 載す るこ とになるだ ろ う。 しか し、 この よ うな次世 代 の受信 装 置が万 能機 器 た る

パ ソコ ンと同 じ特 性 を備 え る こ とはな い。 とはい うものの、 ケー ブルテ レ ビとい う広帯 域 イ ンフラ

ス トラ クチ ャと接続 され るこ とによ り、 パ ソコ ンの可 能性 は大 幅 に広 が るだ ろ う。 今 日で は、 た と

え ば、地 域社会 の 中で70マ イ ルの範 囲 しか 使 えな い イーサ ネ ッ トLANの よ うに、パ ソ コ ンとケ
ー ブルテ レ ビの相互 接続性 には

、ほ とん どの 場合 、制 約が あ る。今 後2～3年 に は、パ ソ コ ンとケ
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一ブ ルテ レビの相互 接 続 は大 き く発展 す る と予測 され る。

日本 のパ ソコ ン業界 は 、携帯 用パ ソ コンの分野 で は最 前線 に ある といえ るが、 パ ソコ ンを万 能機

器 として い る他 の要素 に つ いては、 日本 は リーダ ーた るに至 って い ない。 米国 の職 場 や家 庭へ の パ

ソコ ンの浸透 率 が高 まるにつ れ、携 帯用 パ ソ コンにお ける 日本の リー ドが覆 され る こ とにな るか 、

引 き続 き観察 す る必要 が あ る。

(4)セ ル 式 ネ ッ トワー ク

約10年 前 にス ター トしたセ ル式電話 サ ー ビス の利 用台数 は、 今 や1,100万 台 を越え るに至

り、無 線 電話サ ー ビスの 価値 は社 会 に認 め られた といえ る。 セ ル方 式技術 の概 念 は、 モ トロー ラ ・

イ リジウムな どの モー ビル ・サ テ ライ ト・サ ー ビス(MSS)の 登場 とと もに範囲 が広 が りつ つ あ

り、 またPCSの マイ クロ ・セ ルな どに よ って ミクロの分野 に も広 が りつ つ あ る。 しか も、 この技

術 は28ギ ガヘ ル ツ とい う高 帯域 幅で の伝送 を行 うセル ラー ・ビジ ョンの概念 を使 った 「無 線 ケ ー

ブ ル」伝 送 に も適用 され よ うと して い る。PCSの 事 業規模 は、2002年 まで に500億 ～1,

500億 ドル程 度 まで伸 び る と予 測 されて い る。 この分野 の規制 モデ ル も、競 争推 進 に積極 的 で あ

る。PCSに つ いて7つ の免 許 を認 め る とい うFCCの 提 案を受 けて、政 府 は、 どの ようなサ ー ビ

スが 社会 に最 も受 け入れ られ るか を見 きわ め るた めに、 オー プ ン ・マ ーケ ッ ト・ア プ ローチを推 進

してい る。

無 線技 術及 び デ ジタル ・メデ ィアの影 響 は、 よ うや く現 れ始 め た に過 ぎない。 セ ル式 ネ ッ トワー

クを使 うラ ジオ ・メールやCDPDデ ー タサー ビスな どの双方 向サ ー ビス の登場 に よ り、 いつ で も

ど こで も無線 デ ータサ ー ビスを利 用 で きる ようにな りつつ あ る。PCSが 利 用で きれ ば こそ、 こ う

した新 しいサ ー ビスが低 コス トで利 用で き るよ うにな り、 普及 して い くので あ る。 この イ ンフ ラス

トラ クチ ャが発 達す るに は、少 な くとも2年 はか か るだろ う と見 られ てい る。

日本企 業 は米 国 のセ ル式 電話業 界 では 中心 的な存 在 とな って い るが、 日本 にお けるセ ル式 技 術 の

浸透 度 は米国 に比べ る とは るか に低 い。無線 技術 の拡大 に 日本 が どの ような役割 を果 たす のか 、無

線技 術 が デ ジタル ・メデ ィア に どの ような影 響 を及 ぼす のか につ いて は、 引 き続 き検 討す る必 要 が

あ る。

3.2.2激 動 の中 の電 子 メデ ィア市場

電子 メデ ィア と情 報 サ ー ビスの役割 に関す る我 々の分析 で は、 マ トリックスを使 うこ とにす る。

次表 の左 の コラムは、 メデ ィアやサ ー ビス、表題 は メデ ィア やサ ー ビスの事 例 、特性 、技術 、 市場

及 び主 な企業 が示 され て い る。 サ ー ビスが新 しす ぎる とか、 デ ータが な い とい った理 由 で、す べ て

の属 性 を埋 め るこ とが で きな いケ ース もあ る。我 々は分析 にあた り、 市場 につ いて で きるだ け多 く

の詳 しい デー タを集 め る よ う努力 したが、 デ ータが存在 しな いケ ー ス もある。

で きるだ け実用 的な もの とす る ため に、 メデ ィアやサ ー ビスを別 個 の カテ ゴ リーに分 けた。 い く

つか の カテ ゴ リーにつ いて は、別 の分 け方 も考え られ る。 た とえ ば、 テ レビ会議 や電 子 メー ルは事

業活動 に分類 す る こ ともで きた だ ろ う。我 々の分析 で は、 実質 的 な市場 が まだ形 成 されて いな くて
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も、存在が認められる市場にっいては、できるだけ実用的な分類を心がけた。

(1)EDlの 市 場規 模

米国 で は、生 産性 の向上や 、商 品価格 の低 下 を招 くデ フ レへの 対応 、サ ー ビスや顧 客支援 の 向上

を求 あ る圧力 が常 に存 在す る。 経 営サ イ ドの概念 で い うな ら、企 業 リェ ンジニ ア リングで あ る。 情

報 技術 は、組 織 がそ の組織や運 営形 態 を再構 築す る上 で重要 な役 割 を果た す。企 業組織 の再 考 を支

援 す る技術 と してはEDI、CALS、SGMLな どがあ る。 しか し、企 業が今 日直 面 して い る圧

力 は、1組 の ソ フ トウ ェア ・ツ ール よ りもは るか に根元 的 なので あ る。

メデ ィアの観点 か ら見 る と、 企業 で作 られた情 報 はLANかWANを 通 じて伝 達 され、 ます ます

事業 活 動 の中に織 り込 まれ る ようにな って い る。 これ を可能 にす るパ ッケ ー ジ ・ソフ トは、 パ ソコ

ンか らメイ ンフ レー ムに まで及 ん でい る。 マル チ メデ ィア の利 点 は、様 々な タイ プのデ ータを取 り

込 め る こ とにあ る。 す でに、数 多 くの形 態 を備え たEDIに は、 スキ ャナーで 呼 び込 まれ た画像 も

含 まれ る。情 報技術 が よ り多 くの事 業活動 に関わ るよ うにな るにつ れ、 この よ うな様 々な タイ プの

デ ー タが使わ れ る ようにな るだ ろ う。

EDI市 場 の規模 につ いて は意 見 が分 かれ るが 、10億 ドル とい うのが妥 当 な見 方 だろ う。 マ ー

ケ ッ ト ・イ ンテ リジ ェンス ・リサ ーチ ・グル ープ(MarketIntelligenceResearchGroup)はE

DI市 場 は1995年 まで に18億 ドル に達す る と予測 して いる。

この市場 調査 で は、EDI以 外 に、 移動 コ ン ピュー タ(mobilecomputing)と ワー クフロー ・ソ

フ トウ ェア(workflowsoftware)と い う2つ の新 しい市場 に も焦 点 が 当て られ て い る。事 業 活動

にお け る移動 コ ン ピュー タ とは無線LANを 指 す。市場 規模 の予 測 をい くつか紹 介 す る と、 フ ォー

レス タ ー ・リサ ーチ ・イ ンクは、 移動LANの 売上 は1993年 は5億2,900万 ドルで、19

97年 には28億 ドルに増加 す る と予測 してい る。IDC/ア バ ンテは、1992年 の ワー クフロ

ー ・ソフ ト市 場 の規模 は1億8
,600万 ドルで、1996年 には25億 ドル に達 す る と述 べ て い

る。

組 織 に おけ る コン ピュー タ、特 に コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの普及 に よ り、 情報 資源 の役割 を

事 業 活動 に利 用す る方法 に ます ます 重 点が置 か れ るよ うにな って きた。 以前 は、 特注 ソフ トが大 型

メイ ンフ レー ムで使 わ れてい た ものだ ったが 、組織 のニ ー ズに適応 しうる ソフ トや、事 業 活動 の一

部 とな り、組織 が直 面 してい る急激 な変 化 に よ り柔 軟 に対 応 で きる情報 や メデ ィアへ と明 らか に重

点が 移 って い る。 こう したニ ーズ に対 応す る市 場 は大 きな成長 が見 込 まれて い るが、 これ は変化 の

ス ピー ドを反 映 してい るので あ る。

(2)テ レ ビ会議 アプ リケ ー シ ョンの市場 規模

一般 にテ レビ会議 として知 られ るメデ ィアを使
った会議が専有圧縮技術を利用 して行われるよう

にな って きているが、 この圧縮技術 はコス トがかかる。一方向テ レビ会議には、人工衛星を使 って

社員の会議や製品紹介などを行 う業務用のテ レビ放送 という利用方法 もある。 このメディアは等時

性で、通常、一方向のデータ伝送を行 うリアルタイム通信を利用 している。 テ レビ会議市場を発達

させる上で重要な影響を及ぼす2つ の技術的な要素は、H320の ような非専有 の映像圧縮規格 と、
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デ ス ク トップ コ ンピュー タへ のマ ルチ メデ ィア技術 の導入 で ある。LANやWANを 支 え る イ ン フ

ラス トラ クチ ャを使 え ば、'マル チ メデ ィア伝送 テ レ ビ会議 は電話 の会 話 と同 じくらい 自然 な もの に

な る。大 きな 成長 が予想 されて い るテ レビ会議 には、 この よ うな可能 性 も秘 あ られ てい るので あ る。

米 マサ チ ューセ ッツ州 ウ ォールサ ムのパ ー ソナ ル ・テ クノロ ジー ・リサ ー チは、 業務 用 テ レビ会議

システ ムの売 上高 は1993年 には6億6千 万 ドル に達 し、1997年 に は108億 ドル まで伸 び

る と予測 して い る。

(3)デ ー タ キ ャ ス テ ィ ン グ(Datacasting)の 市 場 規 模

デ ー タキ ャス テ ィングの開発 は よ うや く始 ま った ところで あ る。 主 な3つ の伝 送 モ ー ドとしては、

FMサ ブキ ャ リア、 テ レビのVBI、 ケ ーブ ル システムの空 きチ ャ ンネル(vacantchannel)が あ

る。 これ は、電 子 メール放 送用 の ラ ジオ メー ルが使 ってい る1対1の サ ー ビス とは対照 的 な、1対

多数 のサ ー ビスで ある。現 在、 メイ ンス トリーム ・デー タにはマ ッキ ン トッシ ュ及 びPC向 けのサ

ー ビスが あるが 、X・ プ レス はケ ーブル システ ム を使 った デー タ伝送 サー ビスを行 って お り、PB

SはVBIを 使 って い る。 この市場 は、最近 の900MHzのPCB規 則 や、補 助 デ ー タ伝 送 用 の

広 帯域 が用意 されて い るHDTVと ともに成 長 して い くと予 測 され る。 しか し、 これ らのサ ー ビス

につ いての市 場予 測 は見つ か らなか った。

(4)教 育分野の市場規模

米国 の教育 は混 乱状 態 にあ る。 多 くの人 は、技 術、 特 に情 報が 最高水 準 の学校 制 度 を再生 す る上

での鍵 にな る と考 え てい る。 しか し、 そ の よ うなかつ ての期 待 は現実 に はそ ぐわ ない こ とが わ か っ

てい る。 同 時 に、学校 は今 後 も新 しい メデ ィア の実験 場で あ り続 けるだ ろ う。 学習 におい て技術 の

取得 や 活用 に ます ます 重 点が置 かれ る よ うにな る につ れ、 イ ンター ネ ッ トは学校 を他 の学校 や遠 隔

地 と結 ぶ道具 として有 望 で ある こ とがわ か って きた。 イ ンターネ ッ トほ ど高度 で はな いが、 ラー ニ

ング ・チ ャンネルやC－ スパ ンも、 テ レビが学習 に重 要 な役 割 を果 たす こ とを示す 良 い例 とな って

い る。一これ らは、 リア ル タイム通信 を要す る ビデ オ及 びオ ンライ ン双 方 向通信 な ので あ る。

パ ッケ ー ジ ・メデ ィアは リアル タイ ムでは ない。 ビデ オデ ィス クは多 くの学 校 で利 用 され る よ う

にな りつつ あ る し、州 の教 育委 員会 は従来 の教科 書 の定義 を見直 し、 学校 教材 と して 電子 メデ ィア

を利 用 す る こ とを認 め る よ うにな って きた。 マ ル チ メデ ィア利 用の兆 しは この よ うに現 れ始 め て い

るが、教 育 にお ける対 話型 マ ルチ メデ ィアの役割 は まだ確 立 してい ない。 教育 市場 にタ ーゲ ッ トを

あて た市場調 査 も見つ け るこ とがで きな か った。 教育 市場全 体 の規模 は2,200億 ドルで あ る。

教育 向 けマ ルチ メデ ィア の大手 と しては、 ジ ョス テ ンズ ・ラーニ ン グ ・コー プ、IBM、 ミネ ソタ

・エ デ ュケー シ ョナル ・コ ンピューテ ィング ・コーポ レー シ ョンの3社 を挙 げ る こ とがで きる。

(5)電 子ブ ックの市場規模

様 々な形態 の 電子 ア ナ ログ印刷媒 体の 間の境界 が急 速 に失わ れつつ あ る。 その主 な理 由 と して は、

CD-ROMド ライブの普 及や 、IBM互 換機上 のMPC形 式 のプ ラ ッ トフ ォー ムや マ ッキ ン トッ
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シュ形 式の プ ラ ッ トフ ォーム の普 及 を挙 げ るこ とがで きる。 しか し、電子 ブ ックの形式 は様 々で あ

る。 ボ イ ジャ ー社 の イ クスパ ンデ ィ ッ ド ・ブ ック(ExpandedBook)は フ ロ ッピー形式 であ り、 そ

の他 の多 くの会社 はCD-ROMの 本 や百科 事典 を 出 してい る。 しか し、 も う一 方 の極 に は700

万 部 の本 を販 売 した フ ラ ンク リン ・エ レ ク トロニ ック ・ブ ックスがあ る。 デ ータ ・デ ィス クマ ンを

擁 す る ソニ ーは この分 野 のパ イオニ アで あ ったが 、 フ ロ ッ ピー デ ィス ク ・ブ ックやCD-ROMを

読 み取 れ るポー タブ ル ・コン ピュー タが増 えて きた こ とに より、 デー タ ・デ ィス クマ ンの技術 は も

はや古 くな りつつ あ る。

電子 ブ ック市場 は形 式 ご とに分 化 しつ つ あ るρ 専 用 電子 ブ ックは軽 量、小 型 だが 、電 子 ブ ックの

中に入 って い る決 まった メデ ィア(ソ フ ト)し か使 え な い。 電子 ブ ックのカテ ゴ リー は広 く、 その

機 能性 はプ ラ ッ トフ ォームで はな く、 メデ ィア に よって決 め られ る。 っ ま り、 ア ップ ルのパ ワーブ

ックは、CD-ROM装 備 の ポー タブル ・コン ピュータで ある と同時 に、 電子 ブ ックなので あ る。

内 容 とメデ ィア に よ って、 それ が どの ような タイプの 電子 ブ ックであ るか決 まる ので あ る。

当社 の市場分 析 で は、独立 した電子 ブ ック市場 の将来 を具体 的 に予 測す るデ ー タは見 つか らなか

った。

(6)電 子 メール の市場 規模

電 子 メー ルは単 純 に見 え るか もしれな いが、 多 くの コン ピュー タ業 界関係者 が企業 向 けの ア プ リ

ケ ー シ ョンで次 に ヒ ッ トす るの は電 子 メール だ と考 え てい る。 電子 メー ルの機 能 はネ ッ トワー ク全

体 に広 く行 き渡 って い るので 、電子 メール ソフ トか ら、 オペ レー テ ィング シス テ ムや ネ ッ トワニ ク

・オペ レーテ ィング システ ムに装備 され た メール機能 まで多岐 にわ たる メール プ ロ グラムの数 を見

極 め るの14困 難 で あ6。 豊 富 な機能 を備え た メデ ィア ・メールが今 よ うや く使 われ よう と してい る。

その よ・うな メ・・ルの最 初 の標準 は、 イ ンター ネ ッ ト上 のMIME向 けの もので あ る。 音声 や映 像 を

サ ポー トす る数多 くのパ ッケ ー ジ ・ソフ トが あ るが、 各PCや ワー クステ ー シ ョン上 のハ ー ドウ ェ

ア圧縮 な ど、対応 す るイ ンフラス トラ クチ ャが ない ため、 電子 メー ルの映像 の伝 送能 力 や画質 には

大 きな限界 が ある。

イ ンターナ シ ョナ ル ・デー タ ・コーポ レー シ ョンは、1991年 の北 米 の電子 メール市 場 は4億

3,888万 ドルで あ るが 、1993年 には メール ボ ックスの数 は3,550万 個 に増 え、市 場規

模 も1996年 まで に17億1,800万 ドルに達 す る と予 測 してい る。PCシ ス テム につ いて は、

マ イ クロ ソ フ トとロ一 夕スが主力 企業 とな って い る。

(7),電 子定期刊行物の市場規模

先に述べた電子 メディア と区別す るために、電子ニ ュースや電子新聞、電子雑誌な どは 「電子定

期刊行物」 という項 目にまとめた。 この電子定期刊行物 にも、固定 メディア版 とオ ンライン版の2

つの形式がある。添付の表には、現在入手可能、 もしくは企画中の電子定期刊行物の概要を示 した。

新 しい製品が週単位で発表されており、電子定期刊行物市場はきわめてダイナ ミックな市場 となっ

ている。

広告収入が低下傾向にある時期には、新聞 と雑誌は新 しい収入源に目を向けるようになる。た と
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え ば、 ア メ リカ ン ・オ ンライ ン上 で タイム ・マ ガ ジンのオ ンライ ンサ ー ビスが 開始 され た最 初 の3

週 間 のサ ー ビスへ のア クセ ス回数 は126,563件 に達 してい る。 この よ うな定期 刊 行物 の オ ン

ライ ンサ ー ビスの利 点 は、情 報更新 の ス ピー ドにあ る。 しか し、CD-ROMを 使 った刊行 物 の情

報 に は深 み があ る。 ニ ュー ズ ウ イー ク ・イ ンタ ラ クテ ィブに は、 各項 目で取 り上 げ られ る特 別 な ト

ピ ックを概説 す る10分 間 のナ レー シ ョンが あ る。 オ ンライ ンサー ビスヘ ア クセ スす る電話 回線 に

は限界が あ るの で、 この よ うな豊富 なサ ー ビスを備 えた メデ ィアは実現 で きな い。

しか し、 この よ うな電子 定期 刊行物 サ ー ビスに も欠 点 はあ る。多 くのサ ー ビス は 「使 い に くい 」

とされ、 利用 が なか なか伸 びない。 ほ とん どの サー ビスが主 要 な内容 を示す テ キ ス ト画 面 で終 わ っ

て い る。 しか も、 そ う した画面 は通常 の雑誌 や新 聞 の紙面 よ りも劣 ってい るの であ る。 サ ンノゼ ・

マ ーキ ュ リー ・ニ ュース の編集 者で あ るロバ ー ト ・D・ イ ングル氏 の次 の よ うな言葉 が 引用 され て

い る。 「ま ともな人 が この よ うなサ ー ビス を新 聞 の代 わ りに使 うとは思 えな い。 このサ ー ビスが 最

終 目標 な ので はな い。私 たち は新 聞 の範 囲 を広 げ よう と試 み てい るので あ る。 このサ ー ビス は 「情

報 ス トア 」 とい った コ ンセ プ トに基づ いて い る。つ ま り、何 か必要 な情報 が あ る ときに、 ま っさ き

に頭 に浮か ぶ よ うなサ ー ビスで あ る。 」

以前 は静観 して いた新 聞業 界 も本格的 な調査 に乗 り出 して きた。 ニ ュース を提供 す る革新 的 な方

法 を研 究す るた め に、17の 新 聞社 か らな る コン ソー シアムが組織 され た。 研 究 はマ サ チ ューセ ッ

ツ工 科大 学(MIT)メ デ ィア研 究所が年 間150万 ドルか ら200万 ドル の費用 を か けて行 う こ

とにな って い る。 コ ンソー シア ム参加 企業 には、 ガネ ッ ト、 ナイ ト ・リッダ ー、 タイ ム ズ ・ミラー、

ザ ・トリ ビュー ン ・カ ンパニ ー、IBM、 キ ャ ピタル ・シテ ィーズ/ABC、 ベ ルサ ウス な どが含

まれ る。

(8)娯 楽(VOD)の 市 場規模

デ ジタル方式 の家 庭 向 け娯 楽 サ ー ビスの定 義や サ ー ビスの実 施、 実験 は始 ま った ばか りで あ る。

この カテ ゴ リーは、 静止 画像 の表 示か ら対話型 娯楽 サ ー ビス(playalong)や 対話 型 スポ ーツな ど

に及 ん で いる。 これ らは、CD-ROMな どの メデ ィアやケ ーブ ル シス テム を使 うこ とに よ り対話

式 のサ ー ビス とす る こ とが で きる。 ケ ーブ ルテ レビの放送 と視聴 者 か らの 電話 によ る応答 を組 み合

わ せたハ イ ブ リッ ド ・シス テム もあ る。対 話型娯 楽 サ ー ビスの1つ の形 態 と して、 利 用者 に よ る内

容 の選 択 を挙 げる こ とが で きる。 す な わち、 視聴 者選 択 テ レビ(YourChoiceTV)で は 、番 組 がす

で に放送 され た後 で も、 見 たい と きにそ の番組 を呼 び出す ことが で きる。 これ は、 デ ジタル ・タ イ

ム ・トラ ンス レー シ ョンの1形 態で あ る。

対 話 型娯 楽 サ ー ビス とい う と、 ホ ーtムシ ョ ッピ ング、選 択式 ビデ オサ ー ビス(VOD:Video-

on-Demand)、 双方 向 ゲ ー ム シ ョー な どを まとめて扱 うケ ースが多 いが、 本稿 で は メデ ィア の タイ

プ ご とに分 類 した。

この娯楽 サ ー ビス分野 の主 な推 進力 とな ってい るの は、 ビデオ ・レンタル の代 わ りとな るVOD

で あ る。

1994年 は、サ ー ビス利 用者 の実地 テ ス トを行 う重要 な年 にな る と思 われ るが 、提 供 され て い

るプ ロ グラム に関す る デー タが非常 に少 ない上 、 テス ト結果 もきわ めて少 な いため 、利 用者 が どの

よ うなプ ログ ラム に魅 力 を感 じるかを予測 す る こ とは現 時点 で は困難 であ る。
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(9)情 報拠点(キ オスク)の 市場規模

マ ルチ メデ ィア技術 を利 用 したキ オス クは ショ ッピ ングセ ンターや空港 、小 売店 な どで一般 的 に

な って きた。 業務 処理 や遠 隔診断 をサ ポ ー トす るた あ にネ ッ トワー クされて い る ものが多 い。 フル

モー シ ョンビデ オが装備 され るよ うにな ったた あ、性 能 の飛躍 的な進 歩が予 想 され る。現 在、 フル

モー シ ョンビデ オを装備 してい るほ とん どの システ ムが ビデオ デ ィス クを使 ってい る。 よ り高 い帯

域幅 の接 続が 可能 に な り、映像 や音 声 を含 め、 キオ ス クの 内容が遠 隔的 に更 新 で きる よ うになれ ば、

さ らに大 きな進 歩 が見 られ るだ ろ う。

マ ーケ ッ ト ・リサ ーチ ・コープ に よれ ば、 これ は急 速な成 長が予 想 され る も う1つ の分 野で あ り、

1992年 の市 場規 模 は8億1,600万 ドルで 、1996年 まで に34億 ドル にまで伸 びる と予

測 され てい る。 主 な企業 と しては、IBMや その 他 の専 門業 者が あ る。

臼0)ゲ ームの市場規模

今 日、 ほ とん どのゲ ームが独 立 したゲ ー ム機 や カ ー トリッジ向 け に作 られ て いる。 しか し、 ゲ ー

ムを特 別 なチ ャンネル にダ ウ ンロー ドで き るセ ガ ・チ ャンネルが導 入 されれ ば、 ゲ ーム にア クセ ス

す る新 しい方 法 が登場 す る こ とにな る。 それ以 外 に も、 電話 を通 じて複数 の利 用者 にゲ ームを提 供

す るイマ ジネ ー シ ョン ・ネ ッ トワ ー クとい うサ ー ビス もあ る。 こ う したサ ー ビス はすべ て、 ゲ ー ム

機 の大 幅な性 能 の向上 に よ って可 能 にな った。 セ ガや任天 堂が家 庭 用 テ レビゲー ム市場 の シェア争

いを続 ける うち に、パ ソ コンゲ ームが どん どん洗 練 され、 高度 にな って きて い る。 年商50億 ドル

に達 す る とい う家 庭用 テ レビゲ ーム市場 は、様 々な プ ラ ッ トフ ォームを使 う多 くの利用者 に開か れ

る よ うにな った。 さ らに、3DOが ケ ー ブルテ レ ビ受 信機 事業 に参入 した こ とに よ り、 ゲ ーム機 と

ケ ー ブルテ レ ビ受信 機 との境界 が非 常 に曖 昧 にな った。SGIは 、 タイ ム ・ワー ナー と共 同 で フ ロ

リダ州 オー ラ ン ドーの テス トに使 用す るケ ーブ ルテ レ ビ受信 機 を販売 す る一 方 で、任 天堂 と共 同 で

次世 代 ゲー ム機 を 開発 して いる。 ケー ブル テ レビ受信機 とゲー ム機 の技術 は収敵 しつ つ あ る。

急 速 に変 化 しつつ あ るテ レビゲ ーム市 場 の可 能性 に関す る調 査 研究 は見 つか らな か った。

(11)グ ルー プ ・イ ンタラ ク シ ョン(企 業 向け)の 市場 規模

そ れ ぞれ遠 くに離 れ た多 くの人 々の対話 を可 能 にす る情報技 術 は グルー プ ウ ェア と呼 ばれ てい る。

しか し、 この市場 に明確 に焦点 を当 てた商 品 は、 まだ ロ一 夕ス ・ノ ー トだ けで あ る。 しか し、 これ

ほ どパ ワフルで あ りなが ら、 ロ一 夕ス ・ノー トは、遠 くに離れ た人 々の共 同作 業 を容 易 にす る グル

ープ ウ ェア の第1世 代 の ソフ トにす ぎな いので あ る
。

よ く 「仮想 企業 」 といわ れ るよ うに、必要 に応 じて作 られ た り、解 散 した りす る組織 が あ るが 、

グル ープ ウ ェア は この よ うな組織 にお いて重 要 な役割 を果 たす。 グル ープ ウ ェア は組織 内の 個人 の

リン クだ けで な く、顧 客 と業 者 の リン クに も使 われ てい る。 この よ うに、 ワー クフ ロー ソフ トとグ

ルー プ ウゴア ソフ トを組 み合 わせ る こ とは、 企業 の 内外 の業務 に情報 を組 み込 んで い く トレン ドの

中で主流 とな って い る。

今 後発 売 され るロー タス ・ノ ー トで は、映像 も扱え るよ うに な る との こ とで あ る。
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グルー プ ウ ェア に関す る市場 デ ー タは必ず しも一貫 して いな い。 我 々が 見つ けた参 考資料 に よれ

ば、1991年 の市場 規模 は推 定33億 ドルで あ り、1995年 に はユ ーザ ーの数 は320万 人 に

増 加す る と予測 されてい る。

(12)グ ルー プ ・イ ンタラ ク シ ョン(個 人 向 け)の 市 場規模

個人 レベ ル の グループ ・イ ンタラ ク シ ョンは全 く違 った意 味 を持つ 。 マル チ メデ ィア に よって可

能 にな った個人 レベ ルの グルー プ ・イ ンタ ラ クシ ョンでは、 複数 の個 人 が低 コス トでテ レ ビ会 議 を

行 うことが で きな ければ な らないか らで あ る。 現在 あ るAT&Tビ デオ フ ォンで さえ、 「遠 く離 れ

た家族 の再 会 」に使 うには、画 質的 に も機 能 的 に もかな り問題 が あ る。 大 失敗 に終 わ ったAT&T

ピ クチ ャー フ ォンの発 売以 来、 この 市場 には 、 テ レビ電話 に関連 す る大 きな期 待が あ った。 個 人 向

けテ レ ビ電 話 に対 す る当初 の期 待が大 きす ぎたので あ る。 個 人 向 けグル ー プ ・イ ンタ ラ クシ ョン市

場 に関 す るデ ータ は見 つ け る ことが で きなか った。

(13)ホ ーム ・ビジネ スの市場 規模

.パ ソ コンの家庭 へ の浸 透率 が35%に 達 したが、 そ う した パ ソコ ンの多 くが 家 内事 業 に使 わ れ て

い るこ とか ら、 ホー ム ・ビジネス市場 は堅 調で あ る と見 られ て い る。 しか し、 家 内事 業 向 けの 電子

的 なサ ー ビスは一般 には失 敗 と考 え れて い る。 パ ソ コンを使 ったホ ームバ ンキ ングは、電 子的 な取

引 を促進 す る大 きな第1歩 と考 え られたが 、バ ン ク ・オブ ・ア メ リカで は、 ホ ームバ ンキ ングの浸

透率 は全顧 客 のた った0.5%に す ぎな い。 従来 の小切手 を使 う方 法 は ホー ムバ ンキ ングに比 べ れ

ば非効 率 的 だが、 消費者 は慣 れ た今 まで のや り方 を変 えたが らな いの で あ る。

家 庭 内 労 働 を 奨 励 す る大 きな 圧 力 が か か る可 能 性 もあ る。1990年 の ク リー ン ・エ ア法

(CleanAirAct)・ には、汚 染 レベ ルの高 い地 域 の事 業者 は1994年11月 までに車 で通 う従業

員 の数 を減 らさな けれ ばな らな い とい う、 あ ま り注 目 されて いな い規 定が あ る。 これに よ り、 事業

者 の間 に通 勤 削減 プ ログ ラム に着 手す る機 運が高 まった。 多 くの企 業 が、 仕事 場 としての家 庭 の利

点 を強調 す る統 計 デー タを 引 き合 い に出 して い る。

(14)ホ ーム シ ョッ ピングの市 場 規模

デ ジタル ・メデ ィア にお いて、 果て しな い夢 があ る とす れ ば、 それ は ホー ム シ ョッピ ングで あ る。

QVCの 成功 に刺激 され 、双方 向 シ ョ ッピングは今 後主流 に な る と多 くの人 が考 えて い る。 ケ ー ブ

ル'93(Cable'93)に おい て、QVCは1億 個 の商品 を販 売 した と発表 した。新 しい ホー ム シ

ョ ッピング ・ネ ッ トワー クが毎 月次 々 と登場 して い る。 その ほ とん どが、従 来 の番組 用の チ ャ ンネ

ル と双 方 向チ ャンネルを備 え た2本 立て の ネ ッ トワー クとな って い る。

QVCの 売 上 は1992年 には20億 ドルに達 してお り、6年 間 で10億 ドルの伸 びを記録 した。

その 他 に も、 メー シー ズが1994年 に ホー ム シ ョッピング ・チ ャ ンネルの開始 を計 画 して い る

し、1994年 第1四 半 期 にはス ピー ゲル社 がザ ・カ タログ ・チ ャンネル を開始す る予 定で あ る。
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(15)情 報 デrタ ベー スの市 場規模

情 報 デ ータベ ースは、 従来 か らあ るデ ジタル ・メデ ィア であ る。主 な企 業 はダイ アロ グ、 ミー・ド、

ダ ウ ・ジ ョー ンズ な どで、他 に も多 数 あ る。 しか し、事 実上す べ ての デー タベ ースが テキ ス トのみ

で あ る。 マ ルチ メデ ィアは まだ この業界 には取 り入 れ られて いな い。 また、サ ー ビスの料金 は通 常 、

企業 しか利用 で きな い よ うな高 水準 とな ってい る。1992年 の市場 規模 は推定47億 ドルで、1

'997年 まで に5
・0%の 伸 びが 期待 され て い る。最近 は、 オ ンライ ン ・サ=ビ スだ けでな く、CD

-
,ROMや テ ープの販 売 な ども手が け る業 者 が増 えて きた。・1

従 来 か らある情 報 デ ータベ ース業界 には、 まだ マル チ メデ ィア は浸 透 してい ない。

〈16)双 方向広告

サ ー ビスの提供 だ けで運 営 して いけ る よ うな、 デ ジタル ・メデ ィアの強力 な コス ト経 済学 は まだ

確 立 して いな い。 したが って、 ほ とん どのマ ス メデ ィア と同 じよ うに、広告 がデ ジタル ・メデ ィア

を支 え る重要 な役 割 を果たす と考 え られ てい る。 しか し、 デ ジタル'・メデ ィア は従 来 の メデ ィア と

は開発 方法 が大幅 に異 な ってい る こ と、 また今 の ところ、 クライア ン トの デ ジタル ・メデ ィア に対

す る関心 が低 いこ とか らご広 告主 は デ ジタル ・メデ ィア とい う双方 向・メデ ィアの広 告へ の利 用 には

きわ めて消極 的で あ る。 ニ ュー ズ ウイー ク ・・イ ンタラ クテ ィブな どを始 め、 電子定 期刊行 物 サ ー ビ

スの 中に は、 デ ジタル ・メデ ィアを使 った広 告 にすで に取 り組ん で いる もの もあ る。 そ う した取 り

組 み の1つ と して、 フt－ ドの フ ロ ッピーデ ィス クを使 った広 告 が ある。・F:/

(17)双 方向 テ レ ビの市場 ・

・1双方 向テ レビは、1広帯域放 送 を家庭 に送 り込 む入 り口とな る。現在 、VODや ゲー ム、 ビ ュー ポ

イ ン ト ・コ ン トp-一ーー7V(viewpointcontrol)、 世 論 調査 、結 果 選 択 くoutcomeselection)、 シ

ョッピン グな ど多 ぐのサ ー ビスが検討 されて い る。 ほ とん どす べて のサ ー ビスが家庭 向 けの配信 の

ため に ケーブ ルテ レビを使 ってい るが、家 庭 か らの発信方 法 は様 々で ある。 初期 のサ ー ビス の多 く

は電 話回線 を利 用 してい るがこ その他 には無線 を使 う ものや、 高性能 ケ ーブ ルテ レビ受信 装置 を使

って直 接 ケー ブル システ ムに接続 され る新 しい方式 もある。' .

双方 向 テ レビは一 般大 衆 向 けのマ ルチ メデ ィアで あ る。 しか し、 まだ検討 すべ き問題 が 多 く残 っ

て い る。現在 、 ほ とん どが実 地試 験 の段 階 にあ るが、'最 も大 規模 な のは、・バ イ ア コムの カス トロ ・

パ リー とタイ ム ・ワーナ ーの オー ラ ン ドの実地試 験で あ る。 『

双 方 向テ レ ビの可 能性 を評 価す る市場 デー タは見つ ける ことがで きなか った。,

(18)オ ンライ ン ・サ ー ビスの市場 規模

もう一 つ の家庭 向'けサ ー ビス として は、・オ ンライ ン ・サ ー ビスが ある。 最大 手 のプ ロデ ィジニは

200万 のユ ーザ ーを もち、2億3,00σ 万 ドルの売 上 を上 げてい る。'それに続 くの は コン ピュ

サ ーブで 、ユ ーザ ーは130万 人、 売上 は1億4,000万 ドルであ る。 新 しい ア メ リカ ン ・オ ン
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ライ ンは数 多 くの オ ンライ ン電 子定期刊 行物 サ ー ビスを提供 してお り、ユ ーザ"は30万 人 、 売上

は5,300万 ドルで あ る。 オ ンライ ン ・サ ー ビス のユーザ ー総 数 は推定500万 人 で あ る。 ジュ

ピター ・コ ミュニ ケ ー シ ョンズは1'997年 まで に全世帯 の16%が オ ンライ ン ・サ ー ビスを利 用

す るよ うにな る と予 測 して い る。

イ ンタ ーネ ッ トもオ ンライ ン ・サ ー ビス と見なす こ とがで きるが、 ユ ーザ ー ・イ ンタ ー フ ェース

が貧 弱 な上 、 コン ピュサ ーブや その他 のサ ー ビス と比べ る と、 サ ー ビス の一 貫性 も弱 い。

オ ンラ イ ン ・サ ー ビス は、専 門市場 また は家 庭市 場 のいず れか に焦 点 を当て て い るので、 今後 、

競争 が ます ます 激化 す る もの と予 想 され る。IBMと シア ーズの合弁 企業 で あ るプ ロデ イジーは、

す で に10億 ドル もの投 資 を行 ってい るが、 まだ利 益 は上 が ってい ない。

(19)パ ッケ ー ジ ・メ デ ィアの市 場規模

従来 か らあ る メデ ィアで パ ッケー ジ ・メデ ィア に最 も近 い のは本で あ るが、 本稿 で述 べ て きた他

の メデ ィア と同 様、 本 との 比較 には大 きな限界 が あ る。 ほ とん どすべ てのパ ッケ ー ジ ・メデ ィアが、

CD-1や3DOフ ォーマ ッ トな ど、CD-ROMやCDメ デ ィア を使 ってい る。 パ ッケー ジ ・メ

デ ィア はス タ ン ドア ロ ンで はな く、 プ ラ ッ トフ ォーム に結 びつ いて いる。 主 流 のIBMプ ラ ッ トフ

ォーム はMPCロ ゴの シス テムで あ る。 ア ップル社 の クイ ックタイ ム技 術 には様 々な タイ プの メデ

ィアが含 まれ るので、 マ ッキ ン トッシュ及 びウ イ ン ドウズ ・マ シンの いずれ の ウ ィ ン ドウで も映像

を取 り込 む こ とがで きる。 専 用 プ レーヤ ーの性能 も向上 しつっ あ り、 同時 に今後 、CDを 使 った メ

デ ィアへ の依 存が 高 まる と思 われ る。

マ ルチ メデ ィア製品 を 制作、 または配 給 、販売 して いる企業の1993年 の売 上 は推 定16億 ド

ルで あ る。1993年 には4,980タ イ トルの製 品が制作 され る と思 われ る。1998年 まで に

は、米 国で 販 売 され るマ ル チ メデ ィア製 品 は25,900タ イ トルに達す る と予想 され る。

(20)番 組編成 の市場

番組編成は、双方向テ レビの内容において最 も重要な部分をなす。 しか し、双方 向テ レビ向けの

番組編成の方法 はほ とん ど確立 していない。現在の市場規模は年商4,000万 ドルと推定されて

いる。

双方向テ レビは、少な くともショッピングやその他の取引サー ビスを除いては、双方向サービス

の内容の質によって支え られることになろ う。 しか し、双方向テ レビ向けに制作 されている番組 と

しては、現在 のところ映画やテ レビ番組 しかない。

(21)研 修分野の市場

研修は非常 に広範囲にわたる市場で、実地訓練や正式な研修で行われていることを数量化するこ

とは難 しい。パ ソコンを使 った研修や特にマルチメデ ィアを使 った研修 もまだ始 まったばか りであ

る。研修市場はIBMイ ンフォウィン ドウ市場を大 きく成長させたが、標準のパ ソコン ・プラッ ト

フ,オームで使える同 じように高品質の映像 ソフ トはまだ登場 していない。
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3.2.3新 しい電子 情報 サ ー ビスの環 境

デ ジタル ・メデ ィアの 開発 は ようや く始 ま った ところで ある。現在 利 用で き る もの は、今 後数 年

間 に登場 す る新 しい製 品や サ ー ビス の一 部 に過 ぎない。 こ う した新 しい製 品や サ ー ビスの市 場 は多

くの要 因 に左 右 され るが、 そ うした要 因 には以 下 の よ うな ものが ある。

・新製 品 を支 え 、新規 参入 者 の市場 参入 へ の 障害 を少 な くす る、電気 通信 サ ー ビス と情 報 サ ー ビス

にお ける競 争環 境。

・手 ごろな価 格 で、 すべ ての人 が容易 にア クセスで きる双方 向情報 イ ンフラス トラ クチ ャの開発 。

・とぎれ る こ とのな いア クセ スを実 現 のた め の、有線 及 び無線 通信 イ ン フラス トラ クチ ャの統合 。

これ らは、今始 ま った ばか りのデ ジタル ・メデ ィア の急成長 を容易 にす る要 因 であ る。

3.2.4新 しい電子 情報 サ ー ビスによ るメ デ ィアの革 命

94年1月18日 の第5回 委員会 にゲ ス トと して参 加 した、Dr.JohnLatta(4t

hWaVle社 社長)の 米国 マル チ メデ ィア市場動 向 に関す る講 演内容 を要 約 す る。

Latta氏 は、'カ ンザ ス大博士 過程 か ら、 ミシガ ン大、RCA研 究所 、ベ ル研 究所 を経て 、現

在 、4thWave社 の社長。専 門分 野 は マル チ メデ ィア、 バ ーチ ャル ・リア リテ ィー に関す る

基 礎技術 開 発 ・市 場分 析 な ど。1992年2月 に は(財)デ ー タベ ース振 興 セ ンタ ーの国 際セ ミナ

ー に講 師 として 、来 日 した。 なお、前記 海外 調査 もLatta氏 に よる。

(1)'メ デ ィ ア の 革 命

米国 で電子 メデ ィア によ って起 こってい る"メ デ ィアの革命"は 恐 ろ しい勢 い が あ る。 米国 の新

聞 は下 降傾 向 にあ り、 新聞 購読者数 は全 米各 地 で減 って い る。1980年 代 に米 国の新 聞社 は、・ビ

デオ テ ックスサ ー ビス に10億 ドルの 巨費 を投 じたが 、 それ も結局無 駄 に終 わ った。新 聞社 は新 聞

を発行 す るだ けでな く、放 送、CATVな ど多様 な メデ ィアへ 展開 して い る。 特 に、 ワシ ン トンポ

ス トはニ ュー ズウ イー クを所有す るほか 、個 人 向 け電 子情 報サ ー ビスな ども積 極 的 に行 って いる。

米国 では毎 年500も の雑誌が新 規 に発行 されて い る。 広告 収入か ら見 る と、 コ ンピュー ター関

係 の雑誌 が一 番伸 びてい る。・書籍 ビジネス も下 降 トレン ドにあ り、(コ ン ピュー サ ーブな どで コン

テ ンツが見 れ る)オ ンライ ン電子 出版 に活路 を見い だ してい る。 有名 な作 家が イ ンター ネ ッ ト経 由

で まず 、著書 を発 行す る とい うケー ス も出て きた。 フラ ン クリン ・エ レク トロニ ッ ク ・パ ブ リ ッジ

ャーズは、94年1月 まで に800万 部 の電 子 出版物 を販 売 した。 フ ロ ッ ピーデ ィス クを使 った書

籍 の 出版 も非 常 に成功 して い る。

テ レビ局 もきび しい状況 に置か れて い る。 映画 の成 長率 も鈍 化 して お り、 ほ とん ど横 ば い。 デ ィ

ズニ ーな どは必死 で映 画製作 の コス ト削減 に取 り組ん で い る。 コン ピュー ター ・グラ フィ ックスを

使 った コス ト削減 もその取 り組み の ひ とつ。

コ ンピュー ター産業 とメデ ィア産 業 を比較 してみ よ う。 コ ンピュータ ーの成 長 に比べ て 、既存 メ

デ ィアの成長 率 は非常 に鈍 化 して い る。米 国 コ ン ピュ ーター産業 の規 模が600億 ドル に対 し、 新
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聞、放送 、雑誌 、 広告 な どすべ ての米 国 メデ ィア市場 の合 計 は800億 ドル。世 界 のパ ソコ ン市 場

の規模 が800億 ドルで、 米 メデ ィア市場 規模 と同 じ。

(2)電 子 メ デ ィアへの移 行

電 子 メデ ィアの長所 と短 所 にっ いて、 また、既存 の メデ ィア か ら、 電 子 出版 、 イ ンタ ラ クテ ィブ

TVな ど新 しい電子 メデ ィアへ の移行 につ いて説 明す る。 電子 出版 の利 点 は製作 費単価 が安 い、 更

新 が容 易、 検 索が容 易、 マ ル チ メデ ィア情報 の 付加 が容 易 とい った点で あ る。一 方、欠 点 は画面 に

盛 り込 め る情報 量 が制約 され る こ とな ど。 イ ンタラ クテ ィブTVも ユ ーザ ー イ ンタ フ ェー スが よ く

ない な どい くつか の問題 点 が指 摘 されて い る。 だが、 基本的 に は電子化 され る こ とで、非 常 に情報

を利 用 しやす くな る。

CD-ROMは 最近 、市 場規 模が急 拡大 してい る。1993年 に はマ ル チ メデ ィア市場 向 けの コ

ン ピュー ターが71万8000台 、家 庭 向 けに販売 され た。 マ ルチ メデ ィア対 応 のキ ッ トが55万

台。1993年 に約5000枚 のCD-ROMタ イ トルが製 作 され、1996年 まで には1万70

00枚 製 作 され る とい う予 測 が ある。CD-ROMド ライブ も1995年 まで に1000万 台(ゲ

ー ム専 用機 を 除 く)販 売 され る予想 だ。 昨年 の ク リスマ ス商戦 で もCD-ROMド ライ ブは非常 に

売上 が伸 びた。

ア メ リカ ・オ ンライ ン、 コ ンピュサ ー ブな どのオ ンライ ン情 報 サー ビス も非常 にユー ザー を伸 ば

して い る。 米 国のパ ソ コ ン通 信 ユ ーザ ー は現 在 、400万 人 と言 われ る。CATVネ ッ トワー クを

使 って、 ゲ ー トウ ェイ でマ ル チ メデ ィア ・オ ンライ ン ・サ ー ビスを提供 す る動 きが最 近 は、 活発 だ。

今後 、 注 目され る動 き と して は、 シエ ラ ・オ ンライ ンと言 われ るイ メー ジ伝 送 ネ ッ トワー ク。A

T&Tは2000万 ドル を投 じて 同イ メー ジ ・サ ー ビス を開発 して い る。PSIサ ー ビス もイ ンタ

ーネ ッ ト経 由で ア クセ ス で きる注 目すべ きサ ー ビスだ。

電 子 ライ ブ ラ リーにつ いて お話す る。 バ ーチ ャル ・ブ ック、 または、バ ーチ ャル ・ライブ ラ リー

(仮 想図 書館)と いわれ る分 野 だ。NII(全 米情報 イ ンフラス トラ クチ ャー)に 関連 して、 ク リ

ン トン政 権 が非 常 に力 を入 れて支 援 して い る。地方 か らでも 中央 政 府や 、全 米各 地 の図書 館 にア ク

セ スで きる よ うにす る もの だ。先 週 もス ーパ ーハ イ ウ ェイ ・サ ミッ トとい う会議 が 開か れた が、2

000年 まで に イ ンター ネ ッ ト経 由で 、す べて の政府情 報 に無 料 でア クセ スで きるよ うなイ ンフ ラ

をつ くる計 画 だ。

同時 にパ ソコ ンが情報 機器 として、 非常 に普及 して きて い る。 イ ンテ ルは1994年 に3000

万個 のパ ソ コン用CPUを 出荷 、世界 の パ ソ コン市場 は4000万 台 に達 す る。パ ソ コンが 非常 に

安 くな って きた ので、 電子 出版(ソ ニ ーの デ ィス クマ ンな ど)の 生産 台数 の少 な い専用情 報 端末 は

端 末 はパ ソ コン との競合 が 激 し くな る と生 き残 るのが難 しい。

ノー ト ・パ ソ コンの 今年 の世 界 の販売 台数 は500万 台 、 ホーム ・コ ン ピュー ター販売台 数 は米

国だ けで540・ 万 台 と見込 まれて い る。 今年 は非常 に高機 能 のパ ソ コ ンが安 い価格 で供 給 され る こ

とにな ろ う。100MIPS、PCIバ ス、 マ ルチ メデ ィア対応 で 、 コン ピュー ター ・グ ラフ ィ ッ

クス も使 え る コン ピュー ターの価格 が、 現在 の3000ド ルか ら3ヶ 月 以 内 に2000ド ル まで下

が るだ ろ う。 イ ンテルの ペ ンテ ィア ム と、IBM－ ア ップ ル ーモ トv－ ラのパ ワーPCと の価 格競

争 が 起 きる結 果 、価格 は非常 に下 落す る。
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(3)電 子 メ デ ィア ビジネ ス

次 に、 メデ ィア ビジネス にっ いて概説 す る。 日経 に レポー トを提 出 した時点
.(93年11月)よ

り・ さ らに新 しい状 況が 発生 して い る。 色 々な雑誌 媒 体や新 聞 が、 電子媒 体で提供 され る ようにな

って い る。 レポ ー トを提 出 してか ら2 、3ヶ 月 の間 に続 々 と電 子 出版 の数 が増え てお り、調 査 して

み て その数字 に驚 いて いる。

ア メ リカ ・オ ンライ ンは も っ とも電子 出版 に積極 的 に取 り組 んで い る
。 ニ ュー ヨー ク ・タイ ムズ

は昨 年12月16日 に、94年1月 か ら新 聞 を電子提 供 す る、 と発表 した。 ワシ ン トン ・ポス トは

今 年 夏か らワ シン トン地域 で、 ダイヤ ルア ップ ・ニ ュース`サ ー ビスを開始 す る。通 常 のパ ソコ ン

通 信 サ ー ビスで は通信 速度 が2400BPS程 度 に限定 され るのに対 し、 ダイヤ ルア ップサ ー ビス

は高速 モ デム を使 い、 その 何倍 もの高 速サ ー ビスを提 供 で きる。WPは 音声 ・ビデ オ ・ニ ュース ・

サ ー ビス も計画。 ウ ォール ス トリー ト ・ジ ャーナ ル もマ イ クロ ソ フ トとオ ンライ ン版WJを 提供 す

る。

ナ イ トリッダーがニ ュー ヨー ク地 域で 提供 して い るサ ー ビスは、 ニ ュー ヨー ク外 の読 者 の利用 が

ニ ュー ヨー ク居 住者 の50倍 に もな って い る。 ビュー レ ッ ト ・パ ッカー ドは新聞紙 面 イ メー ジその

ま まを家 庭で 出力で きるサ ー ビス を現在 、 テス ト中。 ノースキ ャロライ ナのニ ュース ・オ ブザ ーバ

ー はイ ンターネ ッ ト経 由で ア クセ スで きるサ ー ビスを計 画 して い る
。 タイムが オ ンライ ン提供 され

る よ うにな って、9月 の1ヶ 月 間 に12万6000件 、合 計8280時 間 のア クセスが あ った。

「ニ ューズ ウ イー ク ・イ ンタラ クテ ィブ」 の よ うにCD-ROM提 供 されてい る雑 誌 が あるが
、

テキ ス トの多 い媒 体で はCD-ROMに も利点 が ある。WPの サ ー ビスは、 テキス トに頼 った従来

のサ ー ビスか ら脱却 して、音 声、 画像情 報 も家庭 へ電 話回線 で提供 す る とい う非常 に新 しい試 み だ
。

1992年 か ら1993年 まで の オ ンライ ン出版 の増 加 を見 る と1万9000の 新 しい出版物
、

1800以 上 のデ ー タベ ー ス、オ ンライ ン また はCD-ROMで 提供 され る情報 ソースが8万46

40に も上 ってい る こ とは驚 きだ。

CATVは 今 後発展 す る可能性 が 高 い メデ ィアだ。CNNな どは24時 間ニ ュース のほ か
、 映画、

音 楽 な ど他 の多様 ナ メデ ィア を開発す る方 針。 新聞 は数年 前 、 ビデ オテ ックス ・サ ー ビス で成功 し

なか った経験 を踏 まえ て、 オ ンライ ン出版 に取 り組 も うと して いるの は注 目すべ き動 きで あ る。C

D-ROMと オ ンライ ンと どち らが生 き残 るのか、 あ るい は両方 と も残 るのかはわ か らな い。

ビジネ ス トレン ドにつ いて 見て い こ う。1990年 ク リー ンエ ア法案 が、米 国の マル チ メデ ィア

対応 通信 イ ンフラに大 きな影響 を与 え そ うだ。 ク リー ンエ ア が メデ ィアに どう関わ り合 うか、19

93年 、 米国 で は760万 人 の人 が家庭 で コ ンピュータ通 信 を使 って仕事 を してい る
。1995年

には4600万 人 に まで増 え る予想 だ。 今年11月 か ら米 国 の会 社 は仕事 の ために仕事 を す る人 の

数 を減 らす こ とに な って い る。 カ リフ ォルニ アで は1万 人 が テ レコ ミュー ト(通 信 に よ る遠 隔勤

務)す れ ば、100万 ガ ロ ンのガ ソ リンが節約 で き る。 ロサ ンゼル スで は人 口の5%が テ レコ ミュ

ー トす れ ば、4万7000ト ンの排気 ガ ス を削減 で きる。e-mailや デ ス ク トップ ・ビデ オを

使 って 家庭 で仕事 をす る人 が これか ら増 え る。

NII(全 米情報 イ ンフラス トラ クチ ャー)の 役割 を簡 単 に説 明す る。昨年12月 、 ゴ ア副大統

領 がNIIを 構成す る4つ の コ ンポ ーネ ン トを発 表 した。 それは イ ン フ ォー メー シ ョ ン.ハ イ ウ ェ

ーの所有 者
、 機器 メー カー、情 報提 供者 、情 報消 費者 で あ る。 なか で も、投 資促 進、 競争 促進 、 オ
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一 プ ンア クセス、広 範 なサ ー ビスの提 供、 あ ま り細 部 まで規定 しない こ とに よる柔 軟性 の確保 が 目

標 に掲 げ られてい る。

1934年 に法 案が成 立 した通 信 法 を60年 ぷ りに改正 し、 規制 を撤 廃す る。NIIは パ ソ コ ン

がそ うで あ るよ うに、 オ ー プ ン環 境 を 目標 と してい るのだ。NIIが メデ ィア に与え るイ ンパ ク ト

は、 プ ラ ッ トフ ォームの標 準化 に よ り非常 に大 きい変革 とな る。人 々が欲 しが るあ らゆ る情報 を 、

個 々の要求 に オ ンデ マ ン ド ・ベ ー スで応 え る環境 が 出来 上が る。 ビデオ を含 め ていつ で も どこで も

情 報 を入手 で きる。

電 子 メデ ィアのユ ーザ ー につ いて 、具 体的 なデ ータは もって いな いが、 一般 家庭 ・個人 ユ ーザ ー

は固 定料金 の情報 サ ー ビス を望 む傾 向 があ る。 従量性 の変動 料金 は一 般 消費者 にはな じまな いの で

は ないか。 新聞 の値段 は記 事 内容 に関 わ らず一 定な のだか ら。

ユ ーザ ー層 の具 体 的な プ ロ フィー ルは調査 してい ない。 しか し、子 供 の教育 に コン ピュー タが 一

般化 しつ つ ある こ とか ら見 て も、教 育熱 心な高 学歴者 の比率 は高 いので はな いか。

い くつ かの予測 につ い て お話す る。今 後、 テ レビ放 送 は非 常 に下 降す るの で はないか 。 出版 社 も

電子 出版 を採 用 しない ところはマ ー ケ ッ トを失 う。現 在 の電話 会社 は、現 状 の ま まで は存在 しえ な

くなる。 企業か らの情 報 サ ー ビス産 業 は重要 な要素 とな る。WSJ、WP、 ダ ウ ・ジ ョー ンズ は現

状で は、 紙の新 聞 の何10倍 もの コス トをか けて電 子サ ー ビスを行 ってい る。 今後 、電 子 化が進 む

こ とによ り我 々が想像 も しなか った よ うな変 化が起 こる可能 性 が あ る。 た とえ ば、ニ ュー ヨー ク ・

タ イム ズは これ まで 、 ミー ド ・デー タセ ン トラルの非常 に高 いサ ー ビスで しか利 用で きな か った の

が、 今後大 き く変 わ って くる。 今 まで限定的 に高 く提供 されて い た ものが、 非常 に安 くな って い く。

マ ーケ ッ トは急速 に拡 大す る。

ゲー ム機 を例 に とる と、 自宅で フライ ト ・シ ミュ レーター を楽 しめ る よ うな高機 能 な ソフ トが非

常 に安 く提供 され る よ うに な る。

私 見 では、2000年 まで に、 出版 物 の40%は 電子 出版 にな る と思 う。 この うち、 オ ンラ イ ン

とCD-ROMの 比率 が どの くらい にな るかは、 わか らない。
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4. 新 しい電子情報サー ビスの普及への課題

4.1法 規 制上 の課題

まず 、触 れて おかね ばな らな いの は、 よ く言 われ る通 信 と放 送 の垣根 問題 で あ る。 米 国で もベ ル

・ア トラ ンテ ィ ック とテ レ ・コ ミュニ ケ ー シ ョンズ(TCI)の 合 併合 意 が 白紙 に戻 るな ど
、通信

・放 送 融合へ の道 の りは平 坦 で はな い
。 しか し、 それで も米 国で は、CATV網 を使 った双方 向情

報通 信 サ ー ビス構 築が急 ピッチで進 ん で い る。一 方、 日本で は電気 通信 事 業法 、放 送法、有 線 テ レ

ビジ ョン放送 法 のそれ ぞれ に基 づ いて郵 政 省が個 別 に許 認可 して お り、通信 と放 送 を融合 した事 業

を想 定 して いな か った。 その た め、通信 と放 送 が融合 した新 しい情 報 サ ー ビスの ための フ レー ム ワ

ー クへ の対応 が大 幅 に遅 れて い る
。 この こ とが ひ いてはイ ンフラ未 整備 問題 の根本 原因 とな って い

る。

また 、現行 法制 下で は恐 ろ しいほ ど複 雑 化 して しま う、 マルチ メデ ィア著 作権 の 処理 の問題 が あ

る。 今 回の調 査 で も、 マルチ メデ ィア情 報 サ ー ビス普及 の ネ ック とな って い る課 題 と して、"通 信

事 業 法 と放送 法 の垣 根問題"、"著 作権 関連 法規 の整備"を あ げる人 が多 か った。 ・

この ほか に も、遠 隔医療 ・診 断サ ー ビスの予想 成長率 が低 い原 因 として 、医 師法上 の制約 、 医学

会 の 慣習 に よ る障害 な どをあ げ る声 が多 か った よ うに、 さまざ まな規制 、慣 習 に よる障害 が存 在す

る。 マ ルチ メデ ィアに よる新 しい情報 サ ー ビスの健 全 な発展 のた め には、法 体系 そ の ものを情 報 化

時代 に対 応 した形 にな るよ う、根 本 か らつ く り直 さな ければ な らない。

マ ル チ メデ ィア著作 権 に関 して は、通 産省 が 「デ ジタル情報 セ ンター」 を新設 し、文字 、映 像、

音 声 な どの混在 す る同著作権 を集 中管理 しよ う との構想 を打 ち出 して お り、 実現 す れば 、マ ルチ メ

デ ィア普及 の下 地が整 うこ とにな ろ う。

4.2流 通 システム上 の課 題

第2回 委員 会 に先立 って寺 村謙 一委 員(丸 善 ㈱)の レクチ ャー を中心 に、 委員 会 で話 し合 われ た、

CD-ROMソ フ トに代表 され るマ ルチ メデ ィア ・ソフ トの流通 上 の問題 点 につ い て概 説す る。

4.2.1CD-ROMソ フ ト

マ ルチ メデ ィアは現在 、数量 的 には主 と してCD-ROMの 形 で流通 して い る。 しか し、 将来 は

電子 ジ ャーナ ルやネ ッ トワー ク出版 とい う形で展 開 して くる こ とが、 ほ ぼわ か って いるので 、 ネ ッ

トワ ー ク系 マ ルチ メデ ィア も視 界 に入 れて おい た方が 良い。

CD-ROMに は文字 テキ ス トのほ か、画 像 と音声 、最近 で は映像(動 画)も 入 れ られ る よ うに

な って い る。CD-ROMの 流 通 をお さえ てお く と、 マ ルチ メデ ィアの流 通 がわ か る。 これ まで、

電子 出版 協会 で い くっか の調査 を行 って きたの で、 これを もとにお話 す る。 最 近 で は海外 の ソ フ ト

を直接 輸 入す るな と色 々な新 しい ケー ス も出て きて いる。 まだ大 きな力 には な って いないが 、将 来
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は わか らな い。

(1)デ ー タ ベ ー ス 系CD-ROMソ フ ト

日本で流 通 して い るデ ータベ ース は、数 の うえで は7割 が海外 製 、3割 が 国内製 だ。 売上 は逆 で

国 内が7割 、 海外 が3割 。海 外 のデ ータベ ース は丸善 な ど国内 の情報 サ ー ビス業者 を通 じて売 られ

て い る。 国内製 につ い て は取 次店 →書 店、 また は電器 店 ルー トもあ るが 、実際 には非常 に少 な く、

や は り情報 サ ー ビス業者 経 由が多 い。 なぜか とい うと、 デー タベ ース は使 い方 、特 に情報 の中身 が

わか らない と何 もで きな い。 綿密 に検 索で きな い。 これ はオ ンラ イ ンで も同 じ。 検 索 して情報 を取

り出す ことはで きるが、"検 索 もれ"が あ り、 特許情 報 の場 合 を考 えれ ばわ か るよ うに、 この もれ

が た いへ ん恐 ろ しい。最 近 は検索 技術者(サ ー チ ャー)試 験 な どの 制度 もで きて、 サ ーチ ャー の質

も向上 し トラブ ルは少 な くな った。 テ クニ カルサ ポー トが ない とデー タベ ースは売 れ ない し買 え な

い。 このため 、情報 サ ー ビス業者 が介 在 して い る。

流 通 マー ジ ンの取 り方 は千 差万 別。 海外系 だ と定価100ド ル に対 し、仕入 原価 は10-15%

引 きの85-90ド ル。 これ だ けで はサ ポ ー トで きな いので 、10-20%上 乗せ(マ ー クア ッ

プ)し て、120ド ル程 度 で売 って いるのが通 例。 国産 デー タベ ース の場 合 で も、サ ポー トは求 め

られ る。結 局 、原価 率 は7掛 程度 に な って いる。先 日、池袋 サ ンシ ャイ ンで、 米 国の ソフ ト会社 が 、

画像 だ けの簡単 な デー タベ ース ソフ トな どを中心 に展 示 ・即 売会 を開 き、1枚40-50ド ル とい

う安 いCD-ROMソ フ トが 多数 でて い たが 、 この よ うな売 り方 は例 外。 永続 す る とは考 え られ な

い。

(2)デ ー タベー ス系CD-ROMハ ー ドウエ ア

や は り、 顧客 と接 して い る情報 サ ー ビス業者 が納入 す るケ ースが多 い。 しか し、 ドライ ブやパ ソ

コ ンな ど100万 円前 後 のハ ー ドウ ェア は通信 販売 で購入す るユ ーザ ーが増 えて お り、競 争 力 の強

い2次 販売 業者(大 卸)→ 電 器店 ル ー トの比重 が高 まってい る。

(3)FM-Towns系CD-ROMソ フ ト

エ ンタテイ ンメ ン ト ・ソフ トもあ るが、教育 ソフ トが 日本 で一 番充 実 して い る。 中身 は音 声 ・画

像 ・映像 が組 み合 わ さ った マル チ メデ ィア ・ソフ ト。 流通業 者→ 電器 店経 由が8割 と圧倒 的。 国 内

ソフ トは海 外 ソフ トと違 って 、安心 感 があ るので、直 販 も多 い。 マ ー ジ ンはよ くわか らな いが、2

割 くらい だろ う。教 育 ソフ トにつ いて は学校教 育現場 へ の コ ンピュー タ導 入が進 ん で お り、今 後 も

伸 びてゆ くので はな いか。

(4)PCEngine系 ゲ ー ム ソ フ ト

全 国 のベ ンチ ャー的CD-ROMソ フ ト制作会社 が 問屋、玩 具店 経 由で 直接販 売す るケ ースが8

割。 メー カー(NECホ ーム エ レク トロニ クス)経 由が2割 。 遊 びのマ ルチ メデ ィア。
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(5)電 子 ブ ック

直径8セ ンチ、200メ ガバ イ ト(通 常 のCD-ROMは12セ ンチ、540メ ガバ イ ト)だ が、

通 常 の書 籍1冊 分 の デー タは余 裕 を も って入 って しま う。 広辞 苑 で も文字 だ けな ら、直 径8ミ リで

納 まる。 電子 ブ ックで は余 った部分 に鳥 の鳴 き声 な どを入れ てい る。 料 理 の献 立 、 占い、 ゲー ムな

ど安 い ソフ トで、1万 本 以上 売れ る ヒッ トタイ トルが 出やす くな って い る。典 型 的な コン シューマ

ー市場 向 きマル チ メデ ィアだ と認識 してい る
。

流通 は取次 業者 か ら書店 、 電器店 、家 電量 販店 へ流 れ る。総 販売 量 の9割 は電 器店 と家電量 販 店 、

書 店 は1-2割 と見 られてい る。 電 子 ブ ック制作会 社 はほ とん どが 出版 社。個 人 買 いが主(デ ー タ

ベ ー ス系 は機 関買 いが多 い)。

ハ ー ドウエ ア(ソ ニ ー、 松下 電器 産業 、三 洋電機 が製造 す るデ ー タデ ィス クマ ンな ど)は 書 店 で

は 売れ ない。 保証 な ど信頼 性 の問題 と、 販売 量、 仕入価格 の違 いか ら電 器店 とか デ ィスカ ウ ン トハ

ウス には太刀 打 ちで きない。 ただ、 ソフ トはか な り書店 で も売 れ る よ うにな った。

電子 ブ ックソフ トは基本 的 に買 い取 り制 で 返品 で きない こ とにな って い る。 本 な ら3カ 月 で返 品

で きるが、買 い取 り制 のため、 仕入 れ を拒 否 す る本屋 が多 い。 東販 が売 れ る本 屋 を絞 って、条 件 付

きで返 品を可 能 にす るな ど、 テ コ入 れ を して い る ところだ。

一 般 に
、CD-ROMソ フ トは3万 本 も売 れれ ば大 ヒ ッ ト。 電子 ブ ック版広 辞 苑 は代 表的 な ヒ ッ

トタイ トルで 、文科 系の人 の 間で も幅広 く使 われ てい る。 広辞 苑第4版 の 出版 部数 が120万 部 、

CD-ROM(電 子 ブ ック)が2万 一3万 本 売れ た とす る と、 本 の約2%に 相 当 す る。 この電子 化

の比 率が将 来 的 に どの くらい まで上 が るかだ が、恐 ら くは2000年 にな って も、電子 出版 の比 率

は金 額、数 量 と もに、 出版 全体 の ご く一部 に と どまるだろ う。 目が疲 れ る、余 白への書 き込 みが で

きない な ど不便 な点 もあ る。CD-ROM化 は画像 ソフ トな どの方 が書籍 よ り もっ と進 む と思 う。

4.2.2オ ン ラ イ ン電 子 ジ ャー ナ ル に つ い て

今年7月 か ら米国 で、オ ンライ ン電子 ジャー ナルの実験 が始 まった。 ドイツの大 手 出版 社 、 シ ュ

プ リンガー と、AT&T、 カ リフ ォルニ ア大学 サ ンフラ ンシス コ校(UCSF、 医学専 門大学 院 大

学)が 共 同で、 シュプ リンが 一社 の 出版 して い る放射 線医学 、分 子生 物学 分野 の18雑 誌 にっ いて、

オ ン ライ ン、ペ ーパ ー レスでの提供 を始 めた。 最新 の情報 では米 国 医学協 会 とかNATUREな ど

い くっ か の医学雑 誌 が参加 し情報量 を増 加 させ て いる模様。 シ ュプ リンガ ーが 編集 したデ ータ をM

TでAT&Tに 渡 し、AT&Tが 広帯 域通信 網 を通 じて、UCSFに サ ー ビスす る。 文字 は もちろ

ん 写真 画像 が カ ラーでオ ンライ ン提供 され る、B-ISDN相 当の サ ー ビス。 雑誌 のペ ー ジをめ く

る イ メー ジで、 自分 の見た い箇所 を選 んで読 む こ とがで き、 必要 に応 じて カラー ・プ リンター に も

打 ち出せ る。

シ ュプ リンが一社 は5年 後 に、 同社 の雑誌 の20%を 電子 ジ ャーナル で流通 させ たい意 向、UC

SFは5年 後 には5割 の学術雑 誌 の電子 化 を希望 してい る。 オ ラ ンダの 出版社 エ ルゼ ビア も93年

か ら、 ミシガ ン、 コーネル、MIT、 カ ーネ ギー メロ ンな ど8大 学 と、材 料科 学分野 の雑 誌 の電 子

版 提供 実験 中。
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学生 が 自分 の欲 しいペ ー ジだけを注文 で き るよ うにな り、流通 形態 も変 わ る。 いず れ、 書籍 もそ

うな るだ ろ う。

AT&Tは す で に、 日本 で も私 企業 向 けにイ ンター ネ ッ トの サー ビスを始 めてい る。 イ ンタ ー ネ

ッ トの料 金 は大 学、 研究 所 な どでは無料 にひ と しく、民間 で も極 めて安 い。 デー タベ ース関係 者 の

間で は、価格 比 が1:10で は民 間 は使 え ない、 とい う話 が 出てい た。 コ ロラ ド大 の電子 雑誌 シス

テム(イ メー ジのFAXサ ー ビス)は イ ンター ネ ッ ト経 由で しか注文 を受 け付 けな いな ど、 イ ンタ

ーネ ッ トは一定 の地 位 を 占めつつ あ る。 コロ ラ ド大 で もマ ル チ メデ ィアの利 用研 究が 進 んで お り、

米 国の新 聞 企業 ナイ トリッダ 一社 も同大 と共 同で、 電子新 聞を研 究 してい る。

4.2.3オ ンラ イ ン対CD-ROM

現 在 は、CD-ROMが 市 場 の主流 だが、将 来 はな くな る可能性 もあ る。CD-ROMは 過 渡 的

な メデ ィアか も しれな い。郵 政省 も通信 と放送 の融合 を打 ち 出 して お り、 オ ンライ ンが主 流 に な っ

て い くので は ない か。 あ るいは、 オ ンライ ンと、パ ッケ ー ジ ・ソフ トを組 み合 わせ たハ イ ブ リッ ド

型サ ー ビス が当 面残 るだろ う。 提供 コス トと利 用者側 の予算 の問題 だ。 エ ルゼ ビア社 で は一 部 の学

術系 デ ー タベ ース をCD二ROMと オ ンライ ンの両方 でサ ー ビス して い る。 しか し、 エ ルゼ ビア社

のパ ッケー ジ ソフ ト'「ア ドニ ス」 は無 くす 方 向で、 オ ンライ ンに シフ トして い る との 発言 もあ る。

とい う訳 で 同社 はCD-ROMを 本 命視 して いない よ うだ。

フル テキ ス ト、写真 入 りのオ ンライ ン電子 ジャー ナルは続 々 と登 場 して い る。 しか し、CD-R

OMも まだ まだ増 え る。 例え ば、雑誌 のバ ックナ ンバ ーの デー タベ ースな ど、量 が多 く、 速報 性 が

重 要 でな い分 野 だ。 日本 で は まだ、 オ ンラ イ ン ・マ ルチ メデ ィアの普及 は先 にな るの で はな いか。

その前 に通 信 回線 とか、編 集 のプ ラ ッ トホー ム と してSGMLの 普 及な ど片 付 けな けれ ばな らな い

テ ーマが い くつ もあるか らだ。

い ろい ろな分 野 で情 報量 は加 速度 的 に増 えて い る。書 き換 えがで きな いな ど自由が きか な いCD

-ROMで は追 いつか な くな って い る。 その一方 で、情報 保管 方法 をマ イ クロフ ィル ムか ら、CD

-ROMに シ フ トした会社 もあ る
。CD-ROMの 将来性 につ いて の、 その 会社 な りの答 だ ろ う。

だが 、 当面 は 間違 いな くCD-ROMが 主 流 だ。CD-ROMチ ェ ンジャーや 、何100枚 もの

CD-ROMを か け られ る、CD-ROMサ ーバ ー システ ム も登場 して い る。 研究 開発 ・特 許 関係

な どの分 野 で はハ イ ブ リッ ド型 の システ ムが多 い。 このほか、 北海道 新聞 社 が北海 道 テ レビ と共 同

で 、ニ ュース映 像 を組 み合 わせ た新聞CD-ROMを 出す な ど、マ ルチ メデ ィア は様 々な試 作 品、

実験 花盛 りで、 可能 性 を秘 めた メデ ィア といえ る。

今 世紀 中につ いて見 れ ば、CD-ROM市 場 の成長 率 は、 オ ンライ ン ・デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス

の成 長率 よ りは るか に高 いので はな いか 。 それぞ れの ライ フサ イ クルを考 え るべ きだ。CD-RO

Mの 成長 が鈍 化 した頃、 オ ンライ ン系が 再 び急 成長 して くるだ ろ う。

トラ ンザ クシ ョン ・サ ー ビス は法規制 の問題 が あ り、 日本 で は難 しいが 、 それで も最近 ぐ通 販 が

サ イ ンな しの ク レジ ッ トカー ド番号 だ けでで きるよ うにな るな ど、環境 は整 いつ つ あ る。

流通 が未 整 備 な こ とに加 え 、 コス トが 高 い。 しか しマ ルチ メデ ィア普及 の最大 の ネ ックは著 作 権

の問題 が解 決 して いな い こ とだ。企 画 ・製作 の各段 階で著作権 料 の請求 が多 重化 す れば、最 終 製 品
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は とて も高価 な もの にな って しまい、市場 は本 格 化 しに くいだ ろ う。

4.3技 術 上 の課 題

93年11月16日 の第3回 委 員会 に先 立 って、手 嶋 毅委員(大 日本 印刷(株))が レクチ ャー

した、 「マ ルチ メデ ィア関連技術 の動 向 」を 中心 に、委 員会 の意見 を以 下 に要約 す る。

4.3.1印 刷 と マ ル チ メ デ ィ ア ソ フ ト

現在の映像情報関連産業の市場は、新技術の導入 と利用分野の開発により、機能特質 の異なるさ

まざまな新たな電子的情報道具の登場を促進 し、情報の制作、流通、利用のそれぞれの形態が本質

的に大 き く変わる様相を示 している。 しか し、新 しい道具による新 しい情報利用のスタイルは、

まだ広 く一般に浸透 している状態ではな く、将来へ向けて情報消費 と情報創造のパーソナル化を健

全 に育成 してい くためには、 まだ幾つかの大 きい課題が横 たわっている。

従来 の印刷技術は、紙にインキをのせるとい う表面加飾技術、素材加工技術 とこれ ら周辺の複合

技術 としてとらえられる。 また、情報加工工程における電子化の導入は、情報処理、画像処理技術

のノウハウの蓄積 と膨大な量のデジタルデータが蓄積、保管されるとい う効果を生み、マルチメデ

ィアへの対応を容易にす るとい う環境が整備 され ることになった。 当社は、1985年10月 に

「三修社」か ら発売された 日本初のCD-ROM出 版である 「最新科学用語辞典CD-ROM版 」

の開発を担当 して以来、 「マルチ メデ ィア」の多彩なプラ ットフォームでのタイ トル、 コンテン ト

の企画、制作、開発を積み重ねてきた。

マルチメディアの企画制作工程について、企画か ら制作全般を工程別に大別す ると、企画部門、

素材加工部門、制作部門に分かれる。

・企画部門は
、マルチメデ ィア ・タイ トル全般の企画作業を担当 し、クライア ン トとの対応、 シ

ナ リオ、絵 コンテな どを作成 し、制作部門な どへの作業指示を行い、制作全般の コン トロール

を行 う。

・素材加工部門では
、さまざな形態で存在す るマルチメディア情報の リソースにつ いて、素材の

・入力、加工、変換を行いデジタルデータとして蓄積する。

・制作部門では、各 シーケ ンスごとの場面の編集、 オーサ リングと呼ばれる統合編集、アプ リケ

ーション ・プログラムの作成を行い
、 シミュレーシ ョンな どを経て、完全 なデ ィスク ・フォー

マ ッ トへの変換を行 っていく。

当社では、新たな メデ ィアが次 々と登場す る今 日の状況では、制作システムや組織を固定的にす

るには未だ時期尚早であるととらえている。素材加工分野 ごとに専門化を推進 し効率化を計 ってい

る。
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4.3.2マ ル チメ デ ィア関連技 術 の動 向

(1)さ ま ざまな マル チ デ ィア ・プ ラ ッ トフ ォームの現状

〈マ ル チ メ デ ィア の さ ま ざ まな 方 式 〉

パ ッケ ー ジ型 マ ル チ メ デ ィ ア ・プ ラ ッ トフ ォー ム は 、 さ ま ざ まな 種 類 が 登 場 して い る 。 一 覧 化 す

る と表2の よ う に な る。 今 後 も機 能 の 異 な る 方 式 が 新 た に 登 場 す る こ とが 予 測 さ れ 、 各 々 の機 能 に

応 じて 市 場 が 形 成 され る もの と考 え られ る。 残 念 な が ら、 個 々 の プ ラ ッ トフ ォー ム 用 に 開 発 さ れ た

ア プ リケ ー シ ョ ン ・タ イ トル は 、 相 互 に 利 用 で きな い 状 況 で あ る。

〈 オ ペ レー シ ョ ン ・シ ス テ ム の状 況 〉

(1).Windows3.1:DOS/V、Videoforwindows→WindowsNT

(2).MachintoshSystem/7;HyperCard,QuickTime(最 大320x240,10/sec)→Newton

(3).OS/2Ver.2.1:Windows3.1,Ultimotion(最 大640x480,30/sec)→PowerPC

(2)互 換性へ向けて

〈マ ルチ メデ ィア ・オブ ジ ェク ト(各 種素材)の 互換性 〉

マ ルチ メデ ィア タイ トルの作 成 に必 要 な各 種素 材 の流通 と効 率的 な制作 を 目指 して、(財)マ ル

チ メデ ィア ・ソフ ト振 興 協会 で は、'91年 よ り 「マ ルチ メデ ィア互 換 システ ム の開 発 に関 す る フ ィ

ー ジ ビリテ ィ ・ス タデ ィ」を進 めて い る。

93年 度 は、異種 の プラ ッ トフt－ ムに対 応 した 自動 オーサ リングを 目的 と した 実験 を行 って い

る。

〈 コン ソー シア ムに よ る互 換 の確保 〉

・EB規 格

・EPWING規 格

く互 換 を 目的 とした プ ロ グラム言語 の開発>

APPLE社 とIBM社 が92年 に設立 した カライ ダ社 は、異種 の プ ラ ッ トフ ォー ムで動 作す る

オ ブ ジ ェク ト指 向の記 述言 語 、 スク リプ トX(SCRIPTX)と 家電製 品的 な もの に共通 して利 用で き

る簡 易 なOSで あ る コ ンシューマOS(COS)を 開発 中であ る。

<さ まざ まな環境 で再 生 で きる フ ォ トCD>

'米 国 イー ス トマ ン ・コダ ック社 とフィ リップス社が 開発 した規格 で、35ミ リ ・カ ラ ー フィルム

画像 をCDに 収 録 し、 フ ォ トCDプ レイヤーを は じめ、CD-1、3DOプ レイ ヤー に よ りテ レビ

画面上 に、 また、 ア ップル ・コ ンピュータ、OS/2、Windowsの 環 境化 で再 生 が可 能で あ

る。

(3)HDTV(高 精 細 テ レビ)画 像 デー タベー ス とネ ッ トワーク

〈高精細度静止画像表示 システムと美術作品の画像データベース〉
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美術 作 品を高画 質画 像で表 示す るこ とへ の要望 は強 い。 規格化 され た画 像 でデ ー タ蓄 積が 可能 な

ハ イ ビジ ョンの登場 は広 くユ ーザーを開 拓 し
、美術 館 な どの公的社 会教育 機 関でハ イ ビジ ョン表示

シス テムの導 入が進 ん で きてい る。 その先 鞭 とな った のは、 岐阜 県美術館 の 「ハ イ ビ ジ ョン ・ギ ャ

ラ リー」で あ る。1989年 に導入 され た この システ ムは、 ハ イ ビジ ョン静止 画像 を番組 型 とデー

タベ ース型 と して活 用す る二つ の応 用か らな って い る。 この応 用 システ ムの全 体を私 たち は 「ハ イ

ビジ ョン ・グラ フ ィ ックス」 と呼ん でい る。

具 体的 には美 術館 の所蔵 作品 を約6分 か ら10分 程 度 の時 間で解説 す る番組 を複数 タイ トル用意

レ 来館者 が番 組を選 択 して視聴 で きる番 組型 と収蔵 作 品の画像 と文字 情報 を デ ィス プ レイ に同時

表示 す るデー タベ ース とがあ る。 作品解 説番 組 は、美 術館 独 自の番組 と して25タ イ トル、他 の美

術館 関連 の番 組 が40タ イ トルの計65タ イ トルが 自動 的 に常 時上映す る ことが で き るよ うにな っ

て いる。番組 型 の画像 情報 と音声情 報 は別 々のCD-ROMに 記 録 されて お り、 双方 が同期 して再

生 され る。現 在、収 蔵 作品 のデ ー タベ ース は、全収 蔵作 品約2,000点 の うち、1,500点 が

完 了 してお り、毎年200点 ずつ追加 されて い るので 、3年 後 には全点 の画像 デ ー タベ ースが完 了

す る予 定で あ る。

この美術館 の導入 時 の システ ムは、ハ イ ビジ ョン画像 は一 画像 につ き6MBと い う大 容量 のベ ー

スバ ン ド ・デ ー タを基本 と してCD-ROMに 記録 してい たため、 ハ イ ビジ ョン ・デ ィス プ レイの

全面 に画像 を表 示す る速度 が約15秒/1画 像 とな り、 高速 の画像検 索 が要望 され る ところで あ っ

た。 しか し圧縮 技術(JPEG)の 規格 化 な どが進 み、一 画像 につ き10分 の1-20分 の1の 割

合で圧 縮 し記録 す る こ とが 可能 とな り、HVC(働 ハ イ ビジ ョン普及支 援 セ ンタ ー)で は、 「展示

型 ハ イ ビジ ョンデ ィス ク システ ム(HDTVSTILL-PICTUREDISCPRESENTATIONSYSTEM)の 技術 ガイ

ドライ ン」 を91年 に策定 した。 その 目的 は、 デ ィス クの種 類 、記録 フ ォーマ ッ ト、 番組 表現手 法

を定 め、 この統一仕 様 に よ り静止画 番組 の交 換 を容易 に し、ハ イ ビジ ョン静止 画 デ ィス クシステ ム

の普及 、発展 を図 る もので、 ハ イ ビジ ョン画 像 デー タは、圧縮 して光磁 気 デ ィス ク(MO)ま たは

CD-ROMに 記録 されて い る。 これ に よ り各 メーカ ーか ら互 換性 が あ る システ ムの提 供 が可能 と

な った ため、 岐阜県 美術館 も93年5月 にデ ー タ変 換 を行 い システムの 改善 を行 った。

同年7月14日 に この岐 阜県 美術館 と同様 な 「ハ イ ビジ ョン ・ギ ャラ リー」が、新 潟 県長 岡市 に

新潟 県立近 代美術 館 の開館 と同時 に開設 され た。 収蔵 作 品を解 説す る番組 は10タ イ トル制作 し、 デ
ー タベ ースは ほぼ岐阜 県美 術館 の項 目に準 じて1

,100点 を収 録 した。 同年9月14日 に 「ハ イ

ビジ ョン画像 デー タベ ース岐阜会議1993」 が、岐 阜県 美術 館で開 催 され た。 会場 で は、新 潟 県

立 近代 美術館 の画 像 デー タベ ースをISDN回 線 を利 用 し、遠 隔ア クセ スを行 いそ の作 品解説 を新

潟 県立近 代美 術館 の横 山秀樹 学芸係 長が行 った。一 画 像 の検 索表 示が約5秒 以 内 とい う速 度 は充分

に実用 化を イ メー ジで きる もので り、規格 化 され た画像 の相 互 ア クセ ス利 用を可 能 と してい くだ ろ

う。

〈ネ ッ1トワー ク型CGラ イ ブ ラ リー シス テ ムの フ ィー ジ ビリテ ィス タデ ィ 〉

近 年、 急速 に普 及 して い るCGの 映 像や デ 一一タを何 らかの形 で、 記録 ・保存 し、 産業 界 の財産 、

さ らに は文 化遺産 と して継 承 してい くシステ ムの構 築が望 まれて いる。(社)日 本 コ ン ピュータ ・

グラ フ ィックス協 会 で は、 そ の シス テム構 築 ス タデ ィでハ イ ビジ ョン静止 画CGラ イ ブ ラ リー シス

テ ムの実験 を90年 、91年 度末 に行 って い る。 この実験 は、NTT情 報通 信研究 所(現 ヒュー

マ ンイ ンター フ ェース研究所)の 協 力 を得 て実施 した。
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]

この システムは 、ISDNネ ッ トワー クを介 してセ ンタ ー と端末 を接続 し、ハ イ ビジ ョンベ ー ス

の静止画 を蓄積 ・保 存 ・分 配す るシステ ムであ る。

ワー クステー シ ョンを セ ンター とし、パ ソコ ンとハ イ ビジ ョ ンモニ ターを端末 とす る以下 の よ う

な システ ムを構 成 し、ISDN1500回 線 の通信 とJPEG方 式 の画像 圧縮 を可能 とす る シス テ

ムを構築 した。

システ ム性能:ハ イ ビジ ョン画 像(1920×1035画 素 、約6MB)の 転 送、 表 示時 間

・JPEG圧 縮 画像(1/30-1/50圧 縮)→1-2秒

・非圧 縮"→ 約50秒

課 題:・ 高速 回線 上 の通信 プロ トコルや コマ ン ドの規格 化

・JPEG圧 縮 の最 適化

・端末 側 の各種 パ ソコ ンのJPEG対 応 と標 準化

4.3.3技 術上 の課 題 の まとめ

マ ルチ メデ ィアの プ ラ ッ トフ ォー ムは、色 々な種類 が並 存 して お り、 どれ も互 換性 を もって いな

い、 とい うのが基 本 的な 状況 だ。 どれ が生 き残 るの かが問題 だが、 機能 が皆 違 うわ けだ か ら、 それ

ぞれ の機能 に応 じた用途 が 出て くるだろ う。ハ ー ドウエ アにつ いて は、 ひ とつ の もの に ま とまる と

い うこ とはな い。

た とえ ば、家庭用 だ けを とって も、書 斎で の利 用 と居 間 での利 用 で は、 まず画 面サ イズが違 う。

それ に応 じて、 内容が 同 じで もハ ー ド ・ソフ トを使 い分 ける必要 が あ る。 た とえば、 小 さい子 供 に

とっては テ レビ画 面 とパ ソ コン画 面の どち らが いい のだ ろ うか。 画 面サ イズ に合 わせ て 内容 を決 め

るのか 、企画 内容 によ って画面 サ イ ズを規定 してい くのか 、映像 部 門で はそれが あ ま りよ く判 って

いな い。映像 は色 々なサ イ ズで映 せ るが 、人 間 とデ ィス プ レイの関係 か ら画 面サ イ ズが 自ず と規 定

され て くる。 ソフ トの方 で規定 してつ くって い くとい うこ とだ。

デ ィス プ レイ の種 類 は 、小 さい ものか らハ イ ビジ ョン用 の大画 面 まで非常 にた くさん あ り、 それ

を同一 に考 え るこ とはで き ない。 同 じ画素 で表示 す る とい うこ とは有 り得 ない。

ソフ トウエア の方 で互 換 性 を もつ ものが出て きて いる。 同 じ状 態 で再生 で きる とこ ろまで は いか

な い けれ ども、 ソ フ トで基 本的 な部 分の標 準化 を図り、複 数 の プ ラ ッ トフ ォームに対 応で きる よ う

にな って い くだ ろ うマ ル チ メデ ィア ・プラ ッ トフ ォーム用 の基本 ソフ ト(OS)の 標準 化 につ いて

も同様 だ。OSの 標 準化 につ いて は、 ウ イン ドウズ環境 、OS/2な どで はア プ リケ ー シ ョン レベ

ル での ソラ トは統rさ れて きた。 しか し、IBM－ ア ップ ルのパ ワーPCはUNIX系 列 に近 く、

イ ンテ ル系CPUのOSと は系列 を異 に してい る。 ア ップ ルのニ ュー トンな ど携帯 端末 用OSも 別

系列 で あ る。

ソフ ト制作工 程 を大 き く分 ける と、 企画部 門、素 材加工 部 門、制 作部 門の3つ が あ るが、 い ず れ

も も皆 問題 を抱 えて い る。 本 当 にマ ルチ メデ ィア用 の入力 体制 が完 備 された ところは ない。 大 日本

印刷 の生 産 ライ ン も、整 備 した状 態で で きてい るわ けで はな い。 しか し、市場 が広 が って くれ ば、

それ で もペイす るよ うにな る。
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表2一① マル チメデ ィアの様 々な方 式
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表2一② マル チメ デ ィアの様 々な方 式
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5.電 子新 聞の開発

5.1高 集積半導体技術が可能にする携帯型電子新聞

情 報通 信、CATV事 業 に関す る規制緩 和 な どを通 じて、 日本 で もようや くこマ ル チ メデ ィア情

報 サ ー ビス発展 の機運 が盛 り上 が って きた。ISDN、 双 方 向CATV網 な どを通 じて 、 ビデ オ ・

オ ン ・デマ ン ド(VOD)、 ホ ーム ・シ ョッピング、 旅行 予約 、在 宅学習 、遠 隔医療 な どの 、将 来

一巨大 な 市場を形 成す る と思 わ れ る新 しい サ ー ビス産業 が
、数年 内 に も登場 しよ う として い る。

しか しなが ら、通信 イ ンフ ラ、 ネ ッ トワー ク、デ ー タベ ースの いずれ の面で も米 国 に10年 以 上

お くれ を とった といわれ る 日本 で は、電子 新聞 を含 むマ ルチ メデ ィア情報 サ ー ビス は、話 題 ばか り

が先 行 し、具体 的な ビジネ スへ の展望 が一 向 に開 けない有 り様 だ。 米国 で はす で に93年 か ら94

年 にか けて、大規 模 なマ ルチ メデ ィア情報 サ ー ビス実 験 が全米 各地 で続 々 と始 まって い る。 日本 は

同分 野 にお ける 自国 の後進 性 を素直 に認 めて、米 国 に多 くを学 ばね ば な らな いだ ろ うg

その米 国 において さえ、1980年 代 に盛 ん だ った ビデオ テ ックスな どの いわゆ るニ ュー メデ ィ

ア情報 サー ビスが、結 果 的 に無惨 な失 敗 に終 わ った こ とは示唆 に富 んで い る。 日本 で もNTTがI

SDNサ ー ビスの 目玉 の ひ とっ と位置 づ けてい たCAPTAINサ ー ビスの敗北 は記 憶 に新 しいg
.

その最 も本質 的 な原因 は、 サ ー ビスの形態 や技術 的な諸 問題 で はな く、サ ー ビス され る肝 心 の情報

内容 が、 とるにた らな い不便 な もの に過 ぎなか った こ とで あ る。

新 聞、 出版 、放送 、 広告業 界 な どマス メデ ィア、映 画、音 楽、 文学 な ど創造芸 術、 流通 業界 、旅

行 代理 店、 チケ ッ ト販 売、 医療、 教育 な ど幅広 いサ ー ビス産業 の情報 提供 サ ー ビスへ の積 極 的参加

が な けれ ば、 今回 のマ ル チ メデ ィア ・ブ ーム も再 び、失 敗 に終 わ るに違 いない。 これ ら幅 広 い業界

が ス ム ースに、一定 の事 業採 算 を と りなが ら、新 しい電 子情報 サ ー ビス に参 入で きる"し か け"を

どの よ うにつ くるか に全 てが 懸か って い る と言 って過 言 で ない。

今 回の新 しい電子 情報 サ ー ビスに関す るデル フ ァイ調 査 の結 果 、 マルチ メデ ィア情報 サ ー ビス の

主役 の ひ とつ と言え る"電 子 新聞"へ の期 待 は大 きい ことが判 った。今 回 の調 査 で は、急 速 に普 及

しつつ あ るマ ルチ メデ ィア媒 体で あ るCD-ROMを 使 った電子新 聞 と、通信 衛星 や移 動 体通信 、

将来 的 には高度 情報 通信網 を利 用す るオ ンライ ン ・リアル タイ ム系 のマル チ メデ ィア情 報 サ ー ビス

と して の電子新 聞の2類 型 につ いて、 それぞ れ調査 を実 施 した。

そ の結 果、CD-ROMベ ー スの電子新 聞 は現実 問題 と して月刊 や 四半期刊 にな らざ るを得 ず、

新聞 とい うよ りも雑誌 や ム ック本 に近 い もので あ る との 声が主 流 で あ った。$

そ もそ も、 マルチ メデ ィア情 報通信 の 時代 には、 テ レビ、新 聞、 雑誌 な どのマ ス メデ ィア も従 来

の ま まの姿 で はい られな い。 確 か に、"電 子新 聞"な どのい おゆ る 「ニ ュー メデ ィア 」は必 ず しも

既 存 の 「オー ル ドメデ ィア」 を完全 に駆逐 す る もので は な いだ ろ う。 しか し、軽 量 小型 ・携 帯可 能

で、 ベ ッ ドの上 や電車 の 中で も手 軽 に読 む こ とがで き、 自分 の知 りた い情 報 につ いての詳 細 や、 様

々な 関連情報 を、文 字 、映 像、音 声 を組み合 わせ た分 か りやす い形 式で 、 しか も必 要 に応 じて は リ

アル タイムで、ペ ンで タ ッチす るだ けで 自由 に引 き出せ る よ うな"電 子新 聞"が も し登場 した な ら

ば、 従来 の新 聞 のみ な らず テ レビさえ も現在 の メデ ィア の中核 と しての地 位 をお びやか され るこ と

にな ろ う。
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この よ うな 携帯 小型 の 電子新 聞 は10年 前 には夢物 語 にす ぎなか ったが、 高集積 半導 体技 術 、液

晶 な どの フラ ッ トパ ネル 表示 技術 、 モー ビル ・コ ンピューテ ィ ング技術 な どの急速 な進 歩 に よ って、

1990年 代 の半 ばに も、技 術面 のみ な らず コス ト面 で も実現が 可能 にな りつつ あ る。

5.2電 子新聞の基本 コンセ プ ト

調査結果か ら浮か び上がった、最 も理想的な電子新聞の姿 とは、次のような ものである。

(1)軽 量小型 ・携帯可能で、(現 在の新聞のように)ベ ッドの上や電車 の中で手軽に読めること

(2)自 分の知 りたい情報についての詳細や、過去の遡及記事、様々な関連情報を手軽 に検索、呼

び出す ことができること

(3)コ ンピュータの素人で も簡単に操作可能なす ぐれたユーザーインタフ ェースをもつ こと

(4)文 字、映像、音声を組み合わせて、直感 に訴える優れた編集のなされたマルチメディア情報

が提供 されること

(5)必 要 に応 じては リアルタイムで、現在発生中のニュースを見た り、関連情報 を新聞社 のデー

タベースか ら読み出す ことがで きること

(6)広 告は情報 として有用な情報を中心に、データベース提供 され、商品注文、 チケ ッ ト予約な

どの トラ ンザ クション ・サー ビスが可能であること

(7)マ ルチ メデ ィア情報通信のプロ トコル、検索 ・表示 ソフ トウエア、携帯情報端末側の小規模

データベースの もち方な ど、技術仕様がオープンに幅広 く標準化され、理想的には1台 の端

末で複数の新聞が読 めること。

(8)現 行の新聞の購読料 と同程度の安価な料金で利用で きること

もしも、(1)～(8)を すべて実現できるな らば、それは"新 聞"の 範疇を超えたマルチメデ

ィアによるイ ンタラクテ ィブな新 しい電子情報サービス といえるだろう。

5.3電 子 新 聞開 発 の技 術 的課題

前 記 、(1)～(8)の コ ンセ プ トを実 現で きる、ハ ー ドウエ ア、 ソフ トウエ アの開 発 は現状 で

可能 で あ ろ うか。 技術 的 に ク リア しな ければな らな い課 題 は何か 、検証す る。
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技術 的 課題 の章 で述 べ た よ うに、 マル チ メデ ィア情 報サ ー ビスの プラ ッ トフ ォーム(ハ ー ドウエ

ア)は 乱 立 してお り、 近 い将 来 には統 合 の見 込み はな い。 従 って、 携帯 型電 子新 聞 を実現 す るに は、

まず 、 プ ラ ッ トフ ォー ムを選 定 しな けれ ばな らな い。

コンセ プ ト(1)と(3)と(5)と(7)の 可 搬性 、操 作性、 リアル タイ ム性、 互換 性 を実 現

す るため には、現 在、 ア ップ ル ・コ ン ピュ ー タ、AT&Tや 、NEC、 東芝 、富 士通 、 ソニ ーな ど

数 多 くの 電算 機 ・電機 メーカ ーが 開発 中(一 部 販売 中)の 、 デ ジタル通信 機 能 を兼ね 備 えた モー ビ

ル ・コン ピューテ ィ ング端末 をベ ー シ ック ・プ ラ ッ トフ ォーム に採 用 し、電 子新 聞用 にカス タマ イ

ズす るのが現 実 的で あろ う。

また、 コンセ プ ト(2)と(4)と(6)の マ ルチ メデ ィア ・デー タベ ース ・サ ー ビス、 トラ ン

ザ クシ ョン ・サ ー ビスを実現 す るに は、 新 聞社 の セ ンタ ー ・コ ンピュー ター側 で 、新 聞記事 ・映 像

・音 声及 び関連情報 を リレー シ ョナ ルに検 索 ・提供 で きるマルチ メデ ィア ・デ ー タベ ー ス
、 また、

オ ンライ ン ・トラ ンザ クシ ョン処理 を可 能 にす る トラ ンザ クシ ョン ・デー タベ ースの 開発 、構築 が

必 要 にな る。 む ろん、流 通業 界や旅 行代理 店、 そ の他多 様な サ ー ビス業者 との業務 ・技 術 提携 も必

要 にな って くる。

(8)は 価 格政策 上 の問題 で あるが、 む ろん 、事 業採 算性 を重視 しな けれ ば な らな い。現 在、 日

本経 済新 聞社 で は、パ ソコ ン向 けオ ンライ ン情報 サ ー ビスの 「日経 ニ ュー ス ・テ レコ ン」(文 字 情

報 のみ)を 提供 してい る。 これは、過 去 の 記事検 索機 能 、新 聞速報版 と リアル タイ ム ・ニ ュース速

報機 能 を兼ね備 え てお り、(2)と(5)の 機能 を 実現 した一種 の電 子新 聞 と言 え る。 しか し、現

在ユ ーザ ーは企業 が中心 で、平均 的な月 間使 用料 も10万 円程度 と高 額 で ある。映 像 や音声 情報 も

加え た、 これ よ り優 れ たサ ー ビス を10分 の1以 下 の低価 格 で提供せ ね ばな らず、 採算 ベ ース に乗

せ るに は、累積10万 端末 オー ダー以上 の マ スセー ル スが前提 とな ろ う。

マ ルチ メデ ィア情報 通信 方式 に何 を採 用す るのか、 ハ ー ドに載 せ る基本 ソ フ ト(OS)は 何を使

うの か、 その上 の アプ リケ ー シ ョン ・ソ フ ト(ユ ー ザ ー ・イ ンタ フ ェー ス、端 末側 で もつ小 規模 デ

ー タベ ー スの構 造な ど)は ど うい う もの を 開発す るか
。最 も重要 なの は(7)の 互 換性 で、 これ ら

す べ ての技 術仕様 を オ ープ ンに し、少 な くとも将来 的 には、複数 の メー カーか ら互 換性 の あ る端末

が安 価 で提供 され る必 要が あ る。 以上 が端 末 側 の技 術 課題 で ある。

新 聞 社 セ ンター側 の課 題 と して は、文 字 ・映像 ・音 声 な どを有機 的 かつ効 果 的 に組 み 合 わせた、

マル チ メデ ィア ・デー タベ ー スをいか に構 築 す るかが 問題 で ある。 そ して 、 この よ うな マ ルチ メデ

ィア情 報媒 体 に適 した形で 、ニ ュー スや さ まざ まな企 画記事 を編集 ・配 信す る取 材 ・編集 体制 の再

構築 、 そ してマ ルチ メデ ィア媒体 を前提 と した編集 要員 の育 成が不 可欠 で あ る。

また 、先 ほ ど述 べ た ように、商 品注文 な どのオ ンライ ン ・トラ ンザ クシ ョン ・サ ー ビス を可 能 に

す る には、広 告 シス テム と も連動 した、 トラ ンザ クシ ョン ・デ ータベ ース の開発 が必 要 に なる。 こ

れ は新 聞社 セ ンターの デ ータベ ースで な くて も、提 携先 の通信 販売 業者 や旅 行代 理店 、 チ ケ ッ ト販

売業 者 の トラ ンザ クシ ョン ・デ ータベ ー ス にゲー トウ ェイ接続 で きれ ば よい。
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5.4具 体 的 な商品 イメ ー ジ

イ メー ジをっ かむ ため 、次 の よ うなサ ー ビスを想像 して み よ う(図20参 照)。

本 体 はA4版(ま た はB5版)、 厚 さ約1セ ンチ メー トル、重 さ500グ ラム以下 で、 薄 い参 考

書程 度 の大 きさであ る。鞄 や ブ リー フケース に入れて 自由に持 ち運 びで き る。

フラ ッシ ュメモ リー ・カ ー ドな どの外部 記憶媒 体 に、夜 間、寝 て い る間 に電話 回線 また は電波 放

送 な どを経 由 して、翌 日分 の新 聞記事 ・関連映 像等 を電子宅 配 し、朝 に は コネ クターを はず して外

へ持 ち出 し、電車 の 中で新 聞 を読 む こ とがで き る。す べ ての操作 は アイ コ ンをペ ンタ ッチす るだ け

で、 誰 で も手 軽 に読 みた い ジ ャ ンルの記事 、写真 、 グ ラフや音声 を 引 き出せ る。 もち ろん、 満員 電

車 の 中で も新 聞 を小 さ く折 る必 要 も広 げ る必要 もな い。

必 要 に応 じて 、デ ジタル移動 体通信 ネ ッ トワー クを通 じて、新 聞社 のセ ンター ・デ ータベ ー ス に

接続 し、株式 相場 な どの リアル タイム ・ニ ュースを見 た り、 さまざ まな関連 情報 を検 索 して 引 き出

した りで きる。新 製品 広告 に 自分 の欲 しい商品 が掲載 され てい た り、 自分 の行 きた いイ ベ ン ト情 報

を発 見 した ときは、即 座 に トラ ンザ クシ ョン機能 を使 って 、オ ンライ ン ・リア ルタ イ ムで商 品 を注

文 した り、 チ ケ ッ トを予約 ・購 入で きる。 代金 の支払 い は指 定 した ク レジ ッ トカー ドの 口座 か ら自

動的 に引 き落 とされ る。

バ ッテ リー は1日 に数 時間充 電す れ ば、10時 間以上 連続 して使 用す る こ とが で き る。

電 波放 送利 用 の場 合 は、 高価 な移動 体通信 を使 わな くて も、 リア ルタイ ム ・ニ ュー スの受信 は も

ちろん 問題 な いほか、 時 々刻 々発生す るニ ュースを夜 間の処理 と同様 に メモ リーカ ー ドに蓄 積す る

こ とで、 必要 に応 じて読 みた い ジ ャンルの情報 を、見 た 目には イ ンタラ クテ ィブに取 り出す こ とが

で き るだ ろ う。
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新 聞社 セ ンター側

マ ルチ メデ ィア ・デ ー タベ ー ス

(マ ル チ メデ ィア取 材 ・編集 体制)

電波放 送(片 方 向)

(CS、BS、FM

文 字放送 な ど)

トラ ンザ クシ ョン

・デ ー タベ ー ス

(社 内外複数)

CATV網

電話回線 または

データ通信回線(ISDNな ど)

マ ル チ メデ ィア

情報 通信 ソフ トウエア

端 末側 マ ルチ メデ ィア

・デ ー タベ ース/

トラ ンザ クシ ョン

・ソフ トウェ ア

検 索/表 示/ク リッ ピ

ング ・ソフ トウエ ア

← 一一携帯型電子新聞端末

A4版(な い しB5版)

厚 さ1セ ンチ メー トル

重量500グ ラム以下

カ ラー液 晶 デ ィスプ レー

デ ジタル移動 体通信 機能

メモ リーカ ー ド ・ス ロ ッ トル

図20携 帯情報端末向け電子新聞サー ビスの概念図
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6.今 後の課題 と展望

6.1は じ め に

新 しい電子 情報 サ ー ビと して 、マ ルチ メデ ィア技術 を用い、 イ ンタラ クテ ィブ性 の強 い、 リアル

タイ ム型 の デ ータベ ース を前提 と して、今後 の課題 と展望 を述 べ る。 こ こで マ ルチ メデ ィア とい う

キ ー ワー ドを出す こ とか ら、情報 は デ ィ ジタル であ り、文字 、音 声、 音響 、 図形 、画像 、動 画 を含

めて 、 コ ン ピュー タ.が統合 的 に扱 う ことが で きる もの を考 えて い る。

この とき、 実際 のサ ー ビスを提 供す るには、ハ ー ド面 、 ソフ ト面、 流通 面 がそ れ ぞれ一 定 の水準

を満 たす必 要 が あ る。 また、サ ー ビス提供者 とサー ビス利 用者 の双方 につ いて、価 値 とコス トの バ

ラ ンスが とれ た もので な けれ ばな らない。新 しい電子情報 サ ー ビスにつ いて 、 どの あた りが 適正 な

バ ラ ンス点で あ るか は、 まだ分 か って い ない。 しか も、提供 す る情報 そ の ものの コス トだ けでな く、

端 末機 器 や通信 にかか わ る コス トの こ と も考 慮せ ねば な らず、現 状 で は まだ楽 観視 はで きない。

6.2応 用 領域全 般 につ いて

今回のデル ファイ調査の結果を、あらためて別の視点から見直 してみる と、今後の課題 と展望が

見えて くる。

まず、調査に協力 して くださった人たちの多 くが、既に現在データベースを利 用 してお り、勤務

先だけでな く自宅で もパ ソコンを利用 している、中堅年齢層であることか ら、マルチ メデ ィア ・デ

ータベースの応用領域について も
、娯楽や教育、プ レゼ ンテーシ ョンといった、現在の時点で将来

の市場性が確かな ものがあが っている。 これ らの領域は、現在 の不十分なマルチ メデ ィア技術の水

準 で も、既にそれな りの利用価値がある。 したが って、今後の成長 は十分 に見込 むことがで きる。

しか し、マルチ メデ ィア技術が十分に成熟 した近未来には、現在 はまだほ とん ど見通 しがたって

いない領域が、急成長す る可能性がある。 これについては、本調査 の結果では見えていない。マル

チ メデ ィアというキー ワー ドその もの も、1990年 代になって急速に脚光を浴びた。 まだ、こと

ばに実体が追いついていない感 も.ある。1980年 代 に名前だけが先行 して結局期待はずれに終 っ

たニ ューメデ ィア と比べ ると、マルチ メデ ィアのほうはず っと堅実である。 それで も、マルチメデ

ィア商品の主力がカラオケやゲームといった状況では、まだまだ本格的な利用形態には遠 い。

ひ とつの重要な点は、利用者 による情報発信型のメデ ィアの実現である。すでにケーブルテ レビ

やパ ソコン通信の水準で さえ、これ まで情報の受け手であった人たちが、情報の送 り手にもなって

いる。従来 の少数の発信者か ら多数の受信者へ という構図か ら、多数の発信者か ら少数の受信者へ

という構図に変化 しつつある。新 しい電子情報サービスでは、受信者が発信者で あり、発信者が再

び受信者になるとい う形になる。

この とき、送受信す る情報の中身にも、変化が生 じるはずである。現在はニュース性のある情報

と知識情報が主体である。 しか し近未来には、何かの 自己表現のような形の情報が 占める比率が上

昇するか もしれない。そのいきつ く先 は芸術性の高い情報ということになる。マルチメディア ・デ
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一 夕べ ースを
、新 しい 自己表現 の メデ ィア と して利 用 す る こ とが、近 未来 の常 識 にな るか も しれ な

い。 マル チ メデ ィア は、 新 しい ライ フス タイル を情報社 会 に定着 させ る、 ひ とつ の きっか けを提供

す る可 能性 もあ る。

6.3電 子新 聞 につ いて

今回の調査で、特に2回 目の調査では、電子新聞について重点的 に尋ねている。 これは第6回 の

委員会でも話題にな ったことであるが、電子新聞の位置づ けがまだ確かな ものになっていない。現

在は、紙 メデ ィアの新聞 と、テ レビ、週刊誌、それに文庫本あた りまでが提供 している情報のかな

りの部分が、ここでの電子新聞が受け持つ ことになる。 その とき、紙 メディアの新聞やテ レビな ど

が共存するのか、それ とも電子新聞がそれ らに置 き代わるのか も、 まだはっきりしていない。

たとえば、新聞を通勤時間に読む ものと位置づ けた場合、マルチ メデ ィア対応のウォー クマ ンが

電子新聞だとい う議論 もあ った。 また、新聞をスクラ ップブ ックに切 り抜いた自己編集のデータベ

ースのための情報源 としての意義を重視する人 もいる
。

当然のことなが ら、電子新聞が社会に浸透 してい く過渡的な状態では、新 メデ ィア と旧メデ ィア

の共存の時期があるはずである。その段階で淘汰が起 こり、定常的に新旧 メディアが共存するか、

それ とも新メディアが旧メデ ィアに置き代わるかが分かれる。 あるいは新 メディアが生 き残ること

ができず、旧 メデ ィアに戻 る可能性 も皆無ではない。

新 しい電子情報サー ビスの大 きな特徴は、社会の多様性 に応えることができることである。送 り

手側に情報の選択権があ り、受 け手側が受動的なメディアでは、情報社会での多様 なニーズを満た

すことができない。電子新聞の もつインタラクティブな性格にょって、受け手側 に自由度が大 きいs

より能動的なメディアを実現で きるはずである。

今回の調査結果では、電子新聞へのニーズは、 まず情報の速報性であるが、それ以上 に系統だて

た遡及性や編集性への期待が大きい。考えてみると、現在の新聞で もすでにそ うした傾向が ある。

速報性の点では新聞はテ レビには勝てないけれ ども、背景にある詳細な情報を選択的に得るために

は、新聞は強力である。 また新聞の縮刷版が隠れたベス トセラーであ り、図書館で利用率が高い書

籍の一角を占あていることか ら見ても、紙 メディアの新聞の段階で既 に、遡及性が無視できないこ

とが分かる。

新聞の切抜 きによるスクラップブ ックは、情報の受け手側が 自己編集す る典型的な形のひとつで

ある。趣味や社会活動の同人誌で も、 しば しば新聞の切抜 きを会員 の書 き下ろ し原稿 と組み合わせ

て利用 している。 こうした編集性 も、紙 メデ ィアの新聞が提供す る情報の一面であ る。

紙 メディアの新聞のもつ遡及性や編集性が、電子 メデ ィアの新聞でいっそう向上す ることは明 ら

かである。利用者の期待が大 きいことも十分理解できる。特に、ディジタルな情報表現 に統合する

ことによって、マルチメデ ィア情報を含あた遡及性や編集性 を実現できる。すなわち電子新聞は、

テ レビによる ビデオ映像な どを取 り込んだ形での、遡及性や編集性を もつことになる。

電子新聞の リアルタイム性やインタラクティブ性 については、現時点ではまだ明確な形が見えな

い部分 もある。 リアルタイムとい うことばを即時性 と同義に解釈すれば
、新聞よりもむ しろテ レビ

を進化 させたものにな りそうである。今回の調査結果の中の自由記述 コメン トの中にあるよ うな、
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たとえば株価や為替相場や気象情報な ど、時々刻々変化する統計データのような ものについて、利

用者が見たい部分 だけを選択的に取 り出すような仕組みは、確かにひとつの リアルタイムでイ ンタ

ラクティブな電子新聞の利用形態であろう。 しか し一般的には、電子新聞に求める リアル タイム性

は、必ず しも即時性ではな く、ニュース としての新鮮 さを失わない水準で足 りているのではないか

と思 う。 リアルタイムとい うよ りも、ア ップ ・トゥ ・ディ トとい うあた りではなか ろうか。 また、

イ ンタラクテ ィブ性 につ いて も、読み手の情報選択だけでな く、読み手か らの情報発信が容易 にな

ることを意味 しているように思 う。

紙 メデ ィアの新 聞にとって も、読者か らの投稿欄の 占める位置はかな り重要である。た とえ編集

者 による質量 ともに厳 しい選別があるにせよ、新聞を介 した情報の双方向の流れがで きている。電

子新聞では、少な くとも量に関する選別は紙 メディアの場合よ りは緩やかにで きるはずである。

6.4社 会 的な側 面

マルチメディア関連のハ ー ド技術については、現在ではまだ不十分な水準であるが、望 ま しい水

準 に到達す ることは時間の問題であろう。 ソフ ト技術については、これ まで多 くの コンピュータ関

連技術の場合がそうだったように、ハ ー ドほど楽観はできないか もしれない。 それで も、 ソフ トに

関す る甘い見通 しの失敗が周知の事実 となって きた分だけ、逆説的ではあるが、それほ ど心配す る

ことはないのか もしれない。

短期的に見た場合、特にコス ト面で、ハー ドやソフ トに関す る課題が大きい。 しか し中長期 的に

は、技術的な面 よ りも、む しろ流通や法規制を含めた社会的な側面のほうが、今後の課題 を多 く残

している。

その一例が著作権 の問題である。従来の文字や音響音声や図形画像など、それぞれの メディアが

個別 に著作権を管理 していた状況 と異な って、ディジタル表現で統合的 に情報 を扱 うマルチメディ

アでは、その著作権の管理が容易でない。文部省(文 化庁)で は、著作権の集 中管理 も検討 してい

るようである。 しか も、情報発信の立場か ら見て、既存のマルチメディア情報 を部分的に取 り出 し、

変更を加えて、新 しい情報を作 り出す場合に、元の情報についての著作権の扱 いをどうす るかは、

むずか しい問題である。

コンピュータ ・ソフ トウ ェアにっいていえば、大学な どで開発 したソフ トウェアの多 くは、パ ブ

リックドメインに公開 し、簡単な手続 きだけで 自由に利用で きる形にしている。 そのことによって、

コンピュータ社会への浸透が生 じて、取捨選択による自然淘汰が起 こり、よい ソフ トウェアは事実

上の標準(デ ィファク ト・スタ ンダー ド)に な るという傾向が見 られる。おそ らくマルチ メデ ィア

情報 について も、 これに近い形 になってい くのではないか とい う気 もす るが、 まだ確かな ところは

分か らない。

著作権に続いて、標準化の問題 も重要である。 これまで新 しい技術では、標準化の動 きが技術の

進展 になかなか追いつ くことができず、技術が成熟 した段階になって対応を困難 に した ことが多い。

特に国際標準 まで視野 に入れておかないと、流通段階に大きな問題を残 して しまう。過渡 的な段階

か ら標準化を念頭においた技術開発ができれば、最終的には大 きな メリットがあるように思 う。 こ

れは複数の機関による共同の技術開発であれば、当然その関係機関の間での標準化を考慮す ること
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か ら、早い時点で標準化の道筋がたつ。 む しろ逆 に、将来のインパ ク トが大 きい技術開発は、初期

の段階か らで きるだけ共同開発す るような方策で臨むべ きなのかもしれない。

6.5お わ りに

以上 、今 回 の調 査結 果 を見 なが ら、今 後 の課題 と展 望 を述 べて きた。 オ イル シ ョック以 来 の不 況

の中 で、明 る い近 未来 を予感 させ る数少 な いキ ー ワー ドのひ とっ がマ ルチ メデ ィアで あ る。 このマ

ルチ メデ ィア技術 を生 か したデ ータベ ース に よる、新 しい電子情報 サ ー ビスに よ って 、真 の意 味で

の情報 社会 と、新 しい ライ フス タイル に移行 で き るこ とを、期 待 した い。
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資料1
電子情報サービスの分類別市場

項目 消 費 市 場

電子情報 概念(定 義) 流 通 ル ー ト 技 術 的 要 件 プ ラ ッ トフ ォー ム

サ ービス 応用 分野(A)*脚 注 応用分野(B)** 市場性(規 模)

従来型 の放送 のよ うに、 電 子 新 聞(ニ ュースボード) テ レビ ・シ ョ ッ ピ ング 日本では双方向CATV網 放送局(地 上局) TVの デジタル化 HDTV、 携帯 テ レビ

リ 片 不特 定多数 のユーザーに 市況速報 (情報サ ービスは片方 向) の未整備な どか ら、発展 の 衛星放送(BS/CS) HDTV

対 し、データ ソースか ら イベ ン ト情報、空席 情報 可能性あり 新聞社・通信社 専用端末 ・ボー ド

ア 電 方 一方的に情報を提供する
天気予報 金融情報会社 動画圧縮技術の標準化

サー ビス (JPEG→M〕EG→ 肥EG2)

ル 子

タ メ

向 CATV(従 来型) 通信用半導体の高集積化

イ デ 〈 トランザ クシ ョン〉 将来の本命市場? 情 報サー ビス業者 B-ISDNな ど広帯域

特定ユ ーザ ーからの要 求 双方向CATV ホ ーム シ ョッピング デー タベー ス事業者 通信網の整備 パ ソコン、WS

ム イ 双 を識別 し、 それに応 じた イ ンタラ クテ ィブTV ホ ームバ ンキ ング 電機 メーカー (マ ルチメデ ィア端末)

情報を処理、ないし提供 (世論調査、番組参加) 株取引、不動産取引 代理店 ATM(非 同期転送モード)

型 ア 方 するサ ービス ニ ュー ス ・オ ン ・デ マ ン ド 遠隔診療、法律相談 技術の確立 PDA(二 子トン)な ど

ビデオ ・オ ン ・デマ ン ド イベ ン ト ・旅行予約 北米 双方向放送市場 通信事業者 個人向け携帯情報端末

向 イベ ン ト情 報、空席情 報 90年8500万 ドル CATV事 業者 ネヲトワークと電算機の融合

天気予報 〈 コーザー間 コミ・ニケーション〉 90-95年 平均成長率35、5% 専用端末

電子会議、テ レビ会議 (LinkResources) 双方向CATVが 未発達

1・

ゲーム 当面の主戦場 情報サービス業者 標準化はほぼ終了 パ ソコ ン

CD-ROMやCD-1 電子出版、電子書籍 該当なし 出版社、 ソフ ト会社 Windows

などのパ ッケ ージ ・メデ 教育、商品紹介 3DOな ど新 ゲーム機 によ ゲ ー ム メー カ ー 読み出し速度、画質には ア ップルな ど

イアを用いたサ ービス ・プ レゼ ン テ ー シ ョ ン る市場拡大 不満→プラ ッ トフォーム
パ ッケー ジ型 VR、 アーケイ ドゲ ーム 書店 、家電ル ー ト の高機能・低価格化 DVI

(出版類似業態) 樽屋映像 北 米CD-ROM市 場 パ ソコン量販店、通販 動画対応(圧 縮技術) CD-1
■

90年4.8億 ドル オーサ リング ・ソフ トの
亀

一 ・デ ー タ ベ ー ス 、 また は 、 90-95年 平均成長率40.5% 充実 WS

▼ ソフ トウ ェアの提供 (LinkResources) ネ ッ トワー クへの対応 シリコン・グラフィ7クスな ど

リアル タイム型 とパ ッケ 電子新聞 トランザ クシ ョンの一部 通 信速 度 ・コス トの制約 か 情報サービス業者 上に共通 上に共通
一ジ型の混合型、更新頻 商品紹介、不動産情報 など ら有望な市場 デー タベー ス業者

度の低いデー タをCD二
ハ イブ リッド型 ROMな どで もち、最新 ナ ビゲー シ ョン ・システム

デー タのみをオ ンライ ン VR、 ア ー ケ イ ドゲ ー ム

で提供す るサ ービスな ど
夕P

」 電子美術館 ・博物館
'

*応 用分野(A)=情 報提供のみで完結す るサ ー ビス**応 用分野(B):情 報のみでは完結 しない情報支援 サー ビス。個別ユ ーザ ーとの間で コンサルテ ィ ング ・取引等がな され る トランザ クシ ョンサービスな ど



資料2第1回 デルファイ調査票

新しい電子情報サービスに関するデルファイ調査
=
⑭

調査ご協力のお願い

拝啓 時下、益々ご清栄のこととお慶び申 し上 げます。
平素は弊社の事業にご協力を賜 り、厚 くお礼申し上げます。
さて、弊社では、通商産業省の外郭団体であ ります(財)デ ータベース振興センタ
ーから委託事業 として、 「新 しい電子情報サービスに関する調査」を実施することに

なりました。本調査は、現在注目されているマルチメディアをベースにした新 しい電
子情報サー ビスの可能性 と市場性について、デルファイ法により情報関連の専門家の

方々にお伺いするものです。調査結果につきましては、今後の電子情報サービスの在

り方を研究する基礎資料 とさせていただく所存です。

なお、調査集計はすべて統計的な数字に加工 して使用させていただきますので、あ

なた様にご迷惑をおかけずることは一切 ございません。
お忙 しいところ誠に恐縮でございますが、本調査にご協力いただきますようよろ し

くお願い申しあげます。
敬具

平成5年12月1日

日本経済新聞社

データバ ンク局

新 しい電子情報サー ビスに関する調査委員会

東京都千代田区大手町1-9-5

、■

■

恐れ入 りますが、集計処理の都合上 、調査回答 は12月15日(水)ま で に同封 の返信用

封筒 にて ご返信下 さい。

調査の実施 は下記機 関に依頼 してい ますので、 ご記入上不 明な点 があ りま した ら下記あてに ご

連絡下 さい。

株式会社 日経 データ
コンサ ルテ ィ ング本部 カスタマ ーサポー ト部

東京都千代 田区大手町1-9-5

TELO3-5259-2645担 当:千 田(ち だ)

■ 調査にご協力いただいたかたには、心ばか りのものですが後 日粗品をご送付いた しますのでご

笑納下さい。
■ 本調査はデルファイ法を採用 していますので、今回の調査結果をご覧いただき、同 じ質問の調

査をもう一度(1994年2月 ごろ)お 願いします。

〈謝礼品および調査結果表等送付先〉

貴社名(ま たは団体名)

住 所 〒

ご回答者部署 ・役職名

ご 氏 名

連 絡 先 電 話 番 号
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〔電子情報 サー ビス全般 につ いてお伺 い します。'〕

Q1.あ なたは現在、電子情報サ ー ビスの中核 とな ってい る科学技術 、 ビジネス、生活関連情報 な

どのデータベース ・サ ー ビスを どの ように考えてい ますか。

次 にあ げる項 目につ いて、 それぞれ 「1.そ う思 う」～ 「5.そ う思わない」の うちひとつ

ずつに○ 印をっ けて ください。

そ

う
思

う

う

と

そ
う

思

う

ど

ち
ら

か

と

い

え

な

い

ど
ち

ら

と

も

い

と

そ
う

思

わ

な

い

ど
ち

ら

か

と

い
う

そ
う

思

わ

な

い

1.自 分 の秘書の ような もの

2.仕 事上不可欠なもの

1-2-3-4-5

3.現 代人 の必需的なサ ー ビス

1-2-3-4

1 2 3-4

5

4.コ ミュニケーシ ョンを円滑 に して くれる もの ・1-2-3-4

5.社 会生活を便利にして くれるもの

5

1-2 3-4

5

6.自 分 の生活を拡 げて くれ るもの 1 2 3-4

5

7.生 活を楽 しくして くれ るもの 1-2 3-4

5

5

⑤～⑪

Q2.'21世 紀 の新 しい電子情報サー ビス として、マルチ メデ ィア ・データベ ースが注 目されてい

ます が、 あな たはマ ルチメデ ィア ・データベースについて、 どの程度関心があ ります か。該

当する番号 にひとつ だけ○印をつけて下 さい。

マルチ メディア ・デ ータベ ース とは、 これ までの文字情報 に音声や画像 ・映像情報 な

どをデ ジタル化 して融合 し、 コンピュータを介 して インタラ クテ ィブ(対 話型)に 利

用で きるデータベ ースです。

1.か な り関心が ある

2.ま あ関心が ある

3.ど ち らともいえない

4.あ ま り関心 がない

5.全 く関心がない

⑫

一101一



Q3-1.マ ルチ メデ ィア ・デー タベースは21世 紀 における私達の社会 ・生活環境 を大 き く変え

る と思いますか。該当する番号 にひ とつ だけ○ 印をつ けて下 さい。

1.は い2.わ か らない3.い いえ

⑬

Q3-2.

O

1

9
ム

ー

1

1

どの ように変わ る と思い ますか。次 にあげる項 目につ いて、それぞれ 「1.
～ 「5 .そ う思 わない」の うちひ とつずつ に○ 印をつ けて くだ さい。

1.東 京 と地方の情報格 差が縮小す る1

2.在 宅勤務 が可能 にな り、それが増加す る…・・……1

3.省 エ ネルギー、環境 負荷軽減 に貢献す る……・…・1

4.高 齢化社会 の福祉向上を促す1

5.教 育 システムが変わ る1

(例 えば個人 レベ ルに合 った教育指導が可能になる)

6.疑 似体験 によって知識習得効率が 向上す る・…・…1

7.人 間の創造性が 向上す る1

8.人 の移動が減少す る1

9.紙 の使用量が減少す る'1

新 聞購読者が減 る'

どう どえ どと

ち と ちな ちそ

らそ らい りっ

か う と か思

と思 も とわ

い つ い いな

つい

9
ム

9
ム

9
一

∩
∠

9
白

O
O

O
O

Q
U

Q
U

O
O

4

4

4

4珪

4

そ う思 う」

4

4

4

4

4

4

4

4

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1
■
ふ

に
」

に
」

5

⊂
U

に
」

テ レビの視聴者が減る

郵便(ハ ガキ、手 紙)の 需要が激減す る

13.現 在のレンタル・〔デオやレンタルCD店 がな くな る

14.映 画館がな くな る

5

5

5

5

5

5

5

5

5

その他

⑭～⑳
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Q4.マ ルチ メデ ィア ・データベースは、今後 どの ような分野 に普 及 して い くと思 いますか。 次に

あげる項 目について、それぞれ普及率が 「1.高 い」～ 「5.低 い 」の うちひとつずつに○

印をつ けて ください。

口回
い

や

や
高

い

普
通

や

や
低

い

低

い

企業 ・団体

1.情 報サ ー ビス(デ ー タベース ・サ ー ビス)・

2.プ レゼ ンテーシ ョン(新 商品紹介)

3.業 務教育(ト レーニ ングシステム)

公共

4.情 報サ ー ビス(デ ータベース ・サ ー ビス)・

5.教 育

・・・・…1-2-3

1-2-3

1-2--3

....… 0
0

0
0

Q
U

Q
U

O
O

O
O

9
臼

9
白

9
臼

9
↑

9
↑

9
ム

1

1

1

1

1
1

1
ー
'

に
」

に
」

に
」

4

4

4

6.医 療情報サー ビス ・遠 隔診断

7.行 政 コ ミュニ ケ ー シ ョン

8.図 書館

9..美 術 ・博物館

家庭(個 人)

10.エ ン ター テ イ メ ン ト(ゲ ーム等)

【
O

[
0

5

5

亡
O

亡
O

4

4

4

4

4

4

11.ギ ャ ンブ ル

12.カ ー ・ナ ビゲ ー シ ョ ン

13.旅 行 ・観光 ガイ ド

14.ホ ー ム シ ョ ッ ピン グ

15.情 報 サ ー ビス(デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス)・ …

16.遠 隔医療相談

17.在 宅学習(塾)

その他

5

5

5

5

5

5

5

5

4

4

4

4

4

4

4

4

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1
▲

1

1

1

1

1

1

⑳～44
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〔マルチメディアでサー ビス可能 と思われ る電子情報 サー ビスにつ いてお伺 い します。〕

Q5-1.次 にあ げる電子情報サ ー ビスは、わが国 において、今後2000年 まで どれ くらいの成

長が期 待で きる と思 いますか。 それぞれ該当す る番号 にひ とつずっ○ 印をつ けて下 さい。

・なお、電子情報サー ビスの概要 につ きま しては、別紙 「電子情報 サー ビスの種類概要 」を ご参

照下さい。,

成長率

電子

情報サー〔ス

実現
不可能

低 い やや低い 高 い 非常に

高 い

わから
ない

コメ ン トがあ りま し

た らご記入 くだ さい

例 電 子 出 版→ 1 2 3 ④ 5 6

ピ

形
態
別

オンライン・データベース → 1 2 3 4 5 6

パッケージ 型 データベース→ 1 2 3 4 5 6

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

別

電 子 出 版→' 1 2 3 4ご 5 6

電 子 新 聞→ 1 2 3 4 5 6

ニゴ ス ・オン・デマンド → ・ 1 2
'3

4 5 6'

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン→ 1 2 3 4 5 6

ト

ナ ビゲ ー シ ョ・ン→ 1' 2 3 4 5 6

電子図書館 ・

美術 ・博物館 → 1 2 3 4 5 6

プ レ ゼ ンテ ー シ ョ ン→ 1 2 3 4 5 6

遠隔医療 ・診断→ 1 2 3 4 5 6

電 子 会 議→ 1 2 3 4 5 6

ビデオ ・オン ・デマンド→ 1 2 3 4 5 6

45～56

Q5-2.あ なたは、上記の各電子情報サービスの成長率を考える一般的な目安 として、年平均成
長率で何パーセン トくらいを想定 しましたか。それぞれ該当する平均成長率を下記か ら
選んで、番号を()内 にご記入 ください。

2.低 い(

3.や や低 い(

満

%

%

%

未

2

3

5

%

～

～

～

1

ー

ワ
↑
Q
O

L

Z
翫

4

)

)

〈年平均成長率〉

5.5～7%

6.7～10%

7.10～15%

8.15～20%
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4.高 い(

5.非 常 に高 い(

9.20～25%

10.25～30%

11.30～40%

12.40%以 上

)

)

57～60



Q5-3.Q5-1で あげた電子情報サー ビスのほかに、将来 どの ような ものが考 え られ ますか。
い くつで も結構 です。 ご記入下 さい。

Q6-1.次 にあげる電子情報サービスは、2000年 ごろ、わが国にどの程度、普及すると思い、
ますか。実験、特定ユーザーレベルにとどまると思われるものについてはA欄 の、普及

すると思われるものについては企業 ・団体普及率 と個人普及率欄のそれぞれ該当する番.

号に○印をつけて下さい。'..:

参考:情 報 メディア普及率(%)経 済企画庁 「消費者動向調査」

CD
ワー プロ
パ ソコン

プ ッシュホ ン

フ ァクシ ミリ

BS

87年

10.1

11.7

20.1

88年

1

0

7

0
0

C
U
4

9

5

1

1

り
ム

89年

26.8
19.8

11.6

34.5

90年

34.3

24.1

10:6

39.6

9.2

(注)BSはNHK推 計で、9月 の値

91年 一92年

41.0

28.4

11.5

47.2

13.5

5

C
u
9
ム
C
U

5

ワ
～

リ
ム
2

7
`

5

4

0
0

1

4

普及レベル

電子

情報サービス

A 企業 ・団体普及率 個人(家 庭)普 及率
.

その他 コiメン;ト

があ りま1した ら
ご記入 下 さい

v

L

実験
レベル

特 定

ユーザ

レベル

1

3%

未満

3～

15%

15～

50%

50%

以上

3%

未満

3～

15%

15～

50%

50%

以上

例 電 子 出 版→ 1 2

1

③ 4 5 6 7 8 ⑨ 10
芦

'

.ノ

形
態
別

オンライン・データベース → 1 2

`

3 4 5 6 7 8 9 10

パッケージ 型 データベース→ 1 2

1

3 4 5 6 7 8 9 10

ア

プ

リ

ケ

ー
シ

ョ

ン

別

電 子 出 版→ i 2

`

』

3 4
こ

5 6 7 8 9 10

電 子 新 聞→
}

1 2

1

3 4 5 6' 7 8 9
〃10

,

三ゴ ス ・オン・デマンド → 1 21

1

3 4 5 6 7 8 9 10

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン→ 1 2,

1

'3
4 5 6 7・

'8 9 10

ナ ビゲ ー シ ョン→ ! 2

1

3 4 5 6 7 、8 9 10

電子図書館 ・
美術 ・博物館 → 1 2

`

3 4 5 6 7
78

9 10

プ レ ゼ ンテ ー シ ョ ン→ 1 2 3 4 5 6 7 8
'9 10

遠 隔医療 ・診断→ 1 2

1

3 4 5 6 7 8 9 10

電 子 会 議→ 1 2

1

3 4 5 6 7 8 9 10

ビデオ ・オン ・デマンド→ 1 2

,

3 4 5 6 7 8 9 10

61～96
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Q6-2.そ れぞれの電子情報サー ビスが、社会に普及するために必要な要件 として、何が考えら
れますか。その要件を、下表を参考にして番号でご記入下さい。いくつでも結構です。

下表以外の要件あるいはご意見がありましたら、コメン ト欄にご記入下さい。

‖σ

形
態
別

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ
ン

別

普及要件

電子

情報サービス

電 子 出 版→

オンライン・データベース →

パッケージ 型 データベース→

電 子 出 版→

電 子 新 聞→

ニュース ・オン・デマンド →

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン→

ナ ビゲー ショジ→

電子図書館 ・

美術 ・博物館 →

プ レ ゼ ンテ ー シ ョ ン→

遠隔医療 ・診断→

電 子 会 議→

ビデオ ・オン ・デマンド→

技術的要件

3,7

そ の 他

1,2

コメン トがあ りま した らご記入下 さい

〈技術的要件>

1.B-ISDNな ど大容量 の高速通信網の整備

2.高 速通信網 の通信 プロ トコルの標準化

3.動 画圧縮技術 の標準化

4.音 声、画像 、映像な どの検索技術

5.コ ンピュー タのコス ト・パ フ ォーマ ンスの向上

6.マ ルチメデ ィア端末の標準化

7.マ ルチメデ ィア端末の低価格化

8.個 人 向け携帯情報端末の普及

9.HDTVの デ ジタル化

10.双 方 向CATVの 普及

97～240

〈その他>

1.情 報流通ルー トの整備

2.著 作権関連法規の整備

3.通 信事業法 と放送法の行政的垣根の解消

4.各 種情報のデジタル化

5.通 信コス トの低廉化
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一

〔電子新 聞につ いてお伺 い します。〕

Q7. 米 ニ ュー ズ ウ イ ー クはCD-ROMに よ る電子 新 聞 「ニ ュー ズ ウ イー ク ・イ ンタ ラ クテ ィ

ブ」を93年6月 に発売。 発行 は四半期 に1回 で、定価99ド ル(約1万 円)。 テキ ス ト

ビデオ、 グラフ、アニ メ、写真、音声を組み込 みイ ンタラクテ ィブに利 用できるこ とが特

長。主 な内容は、① ニ ューズウ イー ク誌 お よび ワシン トン ・ポス ト紙 の3ヵ 月 間の記事検

索、② シミュ レー シ ョンによる トピックス ー 例えば人 口増加や経済成長率 を変数 とし

た地球環境 シ ミュ レー シ ョン、酸性雨に よる生態変化の ドキ ュメン ト、③ニ ューズウィー

ク ・オ ン ・エ ア の ラ ジオ ・イ ンタ ビュー な ど。

Q7一 1.上 記の ようなCD-ROMに よる電子新聞が 日本で も発行 された ら利用(購 読)し た

いと思いますか。該当する番号にひとつだけ○印をつけて下さい。

1.利 用 したい2.わ か らない3.利 用 しな い

241

★CD-ROM型 電子新聞の機能、内容等にご意見がありました らご記入 ください。
' 、

、
!

Q7-2.CD-ROM型 電子新聞の発行頻度 は どの くらいが望 ま しい と思 い ますか。該当す る

番号にひとつだけ○印をつけて下さい。

1.毎 日3.月 刊5.そ の他()

2.週 刊4.季 刊(四 半期)242

Q7-3.月 間に換算 した利用(購 読)料 は、 どの くらいが望 ま しいですか。該当す る番号 にひ
とつだけ○印をつけて下さい。

1.紙 の新聞の1ヵ 月購読料程度以下4.紙 の新聞の1ヵ 月購読料の5倍 以上

2.紙 の新聞の1ヵ 月購読料の2～3倍 程度5.そ の他()
3.紙 の新聞の1ヵ 月購読料の4～5倍 程度6 .わ か らない

243

Q7-4.新 聞は広告媒体 として も大きな役割を持っています。あなたはCD-ROM型 電子新
聞にも広告の収録は必要と思いますか。該当する番号にひとつだけ○印をつけて下さ
いo

1.必 要2.わ か らな い3.不 要 '理 由 は ・

244
、'

★電子新聞における広告の在 り方について、 ご意見がありましたらご記入 ください。

ノ

Q7-5.CD-ROM型 電子新 聞は現行の新 聞や週刊 ・月刊誌 な どと競合す ると思い ますか。

該当する番号にひとつだけ○印をつけて下さい。

1.競 合する 2.ど ちらとも言えない 3.競 合 しない(全 く新 しい媒体)

245

★ その他、CD-ROM型 電子新聞全般 にっいて、 ご意見があ りました らご記入下 さい。
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Q8.
米 ナイ ト ・リッダー、 タイムズ ・ミラーな ど新聞大手 が、携帯型情報端末を使 って電車や

車 の中か らで も、新 聞記事、写真 ・映像 や図表、 さらに、様 々な関連情報な どをオ ンライ

ンで引き出せ るサー ビスを計画ない し開発中です。 この ような文字 と動画、音声 な どを ミ

ックス したオ ンライン ・リアルタイム型の電子新聞 について伺 います。

Q8-1. 上記のようなオンライン型の電子新聞が日本で も発行 されたら利用(購 読)し たいと
思いますか。該当する番号にひとつだけ○印をつけて下 さい。

1.利 用 したい2.わ か らない3.利 用 しない
246

★オ ンライ ン ・リア ルタイム型電子新聞の機 能、 内容等に ご意見があ りま した らご記入

くだ さい。

Q8-2. 月間に換算 した利用(購 読)料 はどの くらいが望 ましいですか。該当する番号にひと
つだけ○印をつけて下さい。

1.紙 の新聞の1ヵ 月購読料程度以下4.紙 の新聞の1ヵ 月購読料 の5倍 以上

2.紙 の新聞の1ヵ 月購…読料 の2～3倍 程度

3.紙 の新聞の1ヵ 月購読料 の4～5倍 程度

5.そ の 他()

6.わ か らな い

247

Q8-3. あなたはオンライン ・リアルタイム型の電子新聞にも広告の収録は必要 と思いますか。

該当す る番号にひとつだけ○印をつけて下さい。

1.必 要 2.わ か らない 3.不 要 理由は

248

★オンライン ・リアルタイム型電子新聞における広告の在 り方について、 ご意見があり

ました らご記入 ください。

Q8-4. オンライン ・リアルタイム型の電子新聞は現行の新聞と競合すると思いますか。該当

する番号にひとつだけ○印をつけて下さい。

1.競 合す る 2.ど ち らとも言えない 3.競 合 しない(全 く新 しい媒体)

249

★その他、 ご意見があ りま した らご記入下 さい。
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〔マルチメデ ィアの産業化 につ いて お伺 い します 〕

Q9.
米国では一方的 に番組 を流す今のテ レビに代わ って、視聴者が100チ ャンネル以上 の膨

大 な メニ ューの中か ら好 きな番組や映画 を選択 した り、 トラ ンザ クシ ョン ・サー ビスな ど

を可能 にす る双 方 向CATVが 、マ ルチ メデ ィア事 業 の大 きな柱 にな る とみ られて い

ます。

Q9-1. あなたは、 日本でも将来、双方向CATVが マルチメディア事業のひとつの柱 として

成長すると思いますか。該当する番号にひとつだけ○印をつけて下 さい。

1.そ う思 う 2.わ か らない 3.そ う思わない

250

Q9-2.何 年 ごろ定着すると思いますか。該当する番号にひとつだけ○印をつけて下さい。

1.2000年 ご ろ

2.2010年 ご ろ

3.2020年 以 降

4.そ の 他( )
5.わ か らない

251

Q9-3日 本で双方向CATVの 開発が遅れている原因は、何にあるとお考えですか。
例えば ・光ファイバーなど通信インフラ装備の遅れ

・消費者が100以 上 ものチャンネルを使いこなせない

Q10.マ ルチ メデ ィアは21世 紀 の リーデ ィング産業になると言 われて いますが、あなたは どの

よ うに思 いますか。該当す る番号 にひとつだけ○印をつけて下 さい。

1.そ う思 う 2.わ か らない 3.そ う思 わない

252

Q11.マ ルチメディアによる電子情報サービスに対 し、指導的な役割を果たす産業は、 どの分野
と思いますか。該当する番号に○印をつけて下さい。いくつでも結構です。

1.印 刷

2.出 版

3.新 聞

4.家 電 メ ー カ ー

5.コ ンピュータ◆メーカー

6.通 信

7.放 送

8.CATV業

9.情 報 サ ー ビス

10.商 社

11.広 告 代 理 店

12.映 画

13.ゲ ー ム ・メー カ ー

14.そ の 他()

253

Q12.そ の他マ ルチ メデ ィアにつ いて、

記入下 さい。

どのようなことでも結構です ご意見がありました ら、ご
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〔あなたご自身のことについてお伺いします〕

F1,あ なたの年代 をお答え下 さい。該 当す る番号 にひ とつだけ○印をつ けて くだ さい。

1.20歳 代3 .40歳 代
2.30歳 代4.50歳 以上

254

F2.あ なたはデータベ ースを利 用 してい ますか。該当す る番号 にひ とつだ け○印をつけて くだ

さい。

1.現 在利用 している3 .利 用 したい と思 ってい る
2.以 前利用 したこ とが ある4 .今 後 も利用 しない と思 う

255

F3.あ なたはパ ソコンを 自宅で利用 して いますか。該 当する番号 にひ とつだ け○ 印をつ け

て下 さい。

1.現 在利用 している'3.利 用 したい と思 ってい る

2.以 前利用 した ことが ある4.今 後 も利用 しない と思 う

256

ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

同 封 の 返 信 用 封 筒 に 入 れ 、

12月15日(水)ま で に 投 函 し て 下 さ い 。
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資料3第2回 デルファイ調査票

第2回 新しい電子情報サービスに関するデルアァイ調査
口
⑭

調査ご協力のお願い

拝啓 時下、益 々ご清栄のこととお慶び申し上 げます。

昨年末、弊社が通商産業省の外郭団体であります(財)デ ータベース振興セ ンター
か らの委託事業 として実施 しました 「新 しい電子情報サービスに関するデルファイ調

査(第1回)」 にご協力を賜 り、厚 くお礼申し上げます。
さて、この度、前回調査でもお願い申し上げましたように、第1回 の調査結果を踏

まえた第2回 デルファイ調査を実施することにな りま.Uた。

なお、調査集計はすべて統計的な数字に加工 して使用させていただきますので、あ

なた様にご迷惑をおかけすることは一切 ございません。

お忙 しいところ重ねてのお願い、誠に恐縮でございますが、本調査にご協力いただ

きますようよろしくお願い申しあげます。

敬具

平成6年1月26日

日本経済新聞社

データバンク局

新 しい電子情報サービスに関する調査委員会

東京都千代田区大手町1-9-5、 一

■ 恐れ入 りますが、集計処理の都合上、調査回答は

にてご返信下さい。

2月7日(月) までに同封の返信用封筒

■ 調査の実施は下記機関に依頼 していますので、ご記入上不明な点がありましたら下記あてにご

連絡下さい。

株式会社 日経データ
コンサルティング本部 カスタマーサポー ト部

東京都千代田区大手町1-9-5

TELO3-5259-2645担 当:千 田(ち だ)

■ 調査にご協力いただいたかたには、心ばかりのものですが後 日粗品をご送付いたしますのでご

笑納下さい。なお、調査結果にっきましても同封させていただきます。

■ 本調査はデルファイ法を採用 していますので、左ページの第1回 調査結果を参考にして、 ご

回答下さい。

〈謝礼品および調査結果表等送付先〉

貴社名(ま たは団体名)

住 所 〒

ご回答者部署 ・役職名

ご 氏 名

連 絡 先 電 話 番 号
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〔電子情報サー ビス全般 についてお伺 い します。〕

第1回 デルファイ調査結果
(単位:%、N=143)

Q1.マ ルチ メデ ィア ・データベ ースは21世 紀における私達の社会 ・生活環境 を大 き く変え る と

思 いますか。該当す る番号 にひとつだ け○ 印をつ けて下 さい。

1.は い(76.2)2.わ か らない(18.9)3.い いえ(4.9)NA=0.0

⑬

Q2.ど の よ うに変 わ る と思 い ます か 。 次 に あ げ る項 目にっ いて 、 そ れ ぞ れ 「1.そ う思 う」 ～

「5.そ う 思 わな い」 の うち ひ とつ ず つ に○ 印 を つ けて くだ さい。

(注)Q1で 「1.は い 」 回答 者 のみ(N=109)

そ ど う どえ ど と そ

う ち と ちな ち そ う

思 らそ らい ら う 思

う か う と か思 わ

と思 も とわ な

い う い い な い

うい

NA

1.東 京 と地 方 の情報 格 差 が縮 小 す る32.1-37.6-15.6-9.2-5.5-0.0

2.在 宅 勤務 が可 能 に な り、 そ れ が増 加 す る … … …16.5-34.9-33.0-10.1-4.6-0.9

3.省 エ ネ ル ギ ー、 環境 負 荷 軽 減 に貢 献 す る … … …23.9-22.9-37.6-10.1-5.5-0.0

4.高 齢 化社 会 の福 祉 向上 を促 す17.4-33.0-33.0-11.0-4.6-0.9

5.教 育 シス テ ムが 変 わ る54.1-34.9-7.3-2.8-0。9-0.0

(例 え ば個 人 レベ ルに合 った 教 育 指 導 が 可能 に な る)

6.疑 似 体験 に よ って 知識 習 得 効 率 が 向 上 す る… …36.7-38.5-17.4-4.6-1.8-0.9

7.人 間 の 創 造性 が 向上 す る16.5-27.5-34.9-13.8-6.4-0.9

8.人 の 移動 が 減少 す る12.8-25.7-32.1-19.3-10.1-0.0

9.紙 の 使 用 量 が減 少 す る17.4-16.5-33.9-17.4-14.7-0.O

lO.新 聞 購 読 者 が減 る13.8-17.4-33.9-17.4-17.4-0.O

l1.テ レ ビの視 聴者 が減 る9.2-10.1-34.9-25.7-20.2-0.0

12.郵 便(ハ ガキ 、手 紙)の 需 要 が激 減 す る ・… ・…18.3-18.3-29.4-21.1-11.9-0.9

13.現 在 の レンタル・ビデオや レンタルCD店 が な くな る ・…-11.0-22.9-26.6-24.8-13.8-0.9

14.映 画 館 が な くな る2.8-13.8-30.3-21.1-31.2-0.9

⑭～⑳
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〔電子情報サ ー ビス全般 についてお伺 い します。〕

Q1、 マ ルチ メデ ィア ・デー タベースは21世 紀 における私達 の社会 ・生活環境 を大 き く変え る と
思 い ますか。該当す る番号 にひ とつ だけ○印をつ けて下 さい。

1.は い2.わ か らない3.い いえ

1・L2あ るいは3と お答えの方は33

へ お進み下 さい。

Q2.ど の ように変わ る と思い ます か。次 にあげる項 目にっいて、それぞれ 「1.
「5 .そ う思わない」の うちひ とつずつ に○印をっ けて ください。

そ う思 う」～

そ

う

思

う

う

と

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

と

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

か

と

い
う

そ

う

思

わ

な

い

1.東 京 と地方 の情報格差が縮小す る1

2.在 宅勤務が可能にな り、それが増加す る・・………1

3.省 エ ネルギ ー、環境負荷軽減 に貢献す る・…・……1

4.高 齢化社会 の福祉向上 を促す1

5.教 育 システムが変わ る1

(例え ば個人 レベルに合 った教育指導が可能 になる)

6.疑 似体験 によって知識習得効率が向上す る……・・1

7.人 間の創造性が向上する1

8.人 の移動が減少す る1

9.紙 の使 用量が減少す る1

4

4

4

4

4

Q
U

O
O

3

0
心

0
0

O∠

9
一

9
一

9
一

9
』

10.新 聞購読者が減 る

11.テ レビの視聴者が減 る

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

戻
」

5

に
」

5

に
り

12.郵 便(ハ ガキ、手 紙)の 需要が激減す る

13.現 在 のレンタル・ビデオやレンタルCD店 がな くな る

14.映 画館がな くなる

1

1

1

1

1

5

5

5

5

5

5

5

5

5

4

4

4

4

4

4

4

4

4

⑥～⑲
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〔マルチメデ ィアでサ ー ビス可能 と思われる電子情報サー ビスについてお伺 い します。〕

第1回 デルファイ調査結果
(単 位:%、N=143)

Q3-1.次 にあげ る電子情報サ ー ビスは、 わが国 において、今後2000年 まで どれ くらいの成

長が期待 で きる と思 いますか。それぞれ該 当す る番号 にひ とつずつ○印をつ けて下 さい。

・なお、電子情報 サー ビスの概要 につ きま しては、別紙 「電子情報サー ビスの種類概要 」を ご参

照下 さい。

成長率

電子

情報サービス

実現
不可能

低 い やや低い 高 い 非常に

高 い

わから

ない

コメン トがあ りまし

た らご記入 くだ さい

例 電 子 出 版→ 1 2 3 ④ 5 6 NA

‖

2.1

4.2

L4

0.7

0.7

1.4

0.0

0.0

0.7

0.0

0.7

1・4
、

形
態
別

オンライン・データベース → 0.0 3.5 16.1 58.0 19.6 0.7

パッケージ 型 データベース→ 0.0 4.2 9.1 45.5 36.4 0.7

ア

プ

リ

ケ

ー
シ

ョ

ン

別

←

電 子 出 版→ 0.0 2.8 19.6 50.3 24.5 1.4

電 子 新 聞→ 0.0 11.2 35.7 41.3 8.4 2.8

ニゴ ス ・オン・デマンド → 0.7 8.4 21.0 47.6 20.3 1.4

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン→ 0.7 4.9 25.9 48.3 11.9 7.0

ナ ビゲ ー シ ョ ン→ 0.0 5.6 22.4 46.2 23.8 2.1

電子図書館 ・

美術 ・博物館 → 0.0 13.3 22.4 41.3 22.4 0.7

プ レ ゼ ンテ ー シ ョ ン→ 0.0 2.1 15.4 41.3 40.6 0.0

遠隔医療 ・診断→ 1.4 11.2 30.8 39.9 16.1 0.7

電 子 会 議→ 0.0 9.8 28.0 45.5 14.7 1.4

ビデオ ・オン ・デマンド→ 1.4 9.8 18.2 49.0 15.4 4.9

45～56

Q3-2.あ なたは、上記の各電子情報サービスの成長率を考える一般的な目安 として、年平均成
長率で何パーセントくらいを想定しましたか。それぞれ該当する平均成長率を下記から
選んで、番号を()内 にご記入 ください。

2.{医 し、(2.3%)

3.や やイ医 し、(6.2%)

4.高 い(15.0%)

5.非 常 に高 い(26.3%)

(注)()内 の数値は全回答者の加重平均値。

〈年 平 均 成長 率>1.

2.

3.

4.

満

%

%

%

未

2

3

5

%

～

～

～

1

1

2

3

5.5～7%

6.7～10%

7.10～15%

8.15～20%

-114一

9.20～25%

10.25～30%

11.30～40%

12.40%以 上

57～60



〔マルチメデ ィアでサー ビス可能 と思われ る電子情報サー ビスにつ いてお伺 い します。 〕

Q3.次 にあげる電子情報サービスは、わが国において、今後2000年 まで どれ くらいの成長が
期待できると思いますか。それぞれ該当する番号にひとつずつ○印をつけて下さい。
なお、年平均成長率欄の数値は、前回調査で回答者が各成長 レベルごとに目安 とした平均成

長率を加重平均 したものです(3ペ ージQ3-2参 照)。

参考:・ 日本経済新 聞社 のNEEDS予 測 によると1991～2000年 の名 目GNP

平均成長率 は4.9%、 実質GNP同 は3.1%。
・わが国 の1991年 のデー タベース市場規模 は、2,160億 円で、対前年伸

び率14.5%。
・米LINKResourcesの1992年 の調査 による とCD-ROMに よるパ ッケー ジ型

デー タベー スの90年 代前半の平均成長率 は40.5%と 高成長を予測。

・なお、 電子情報サ ー ビスの概要 につ きま しては、別紙 「電子情報サー ビスの種類概要 」を ご参

照下 さい。

年平均成長
電子 率
情報サぜス

実現
不可能

低 い

約2%

牌低い

約5%

高 い

約15%

非常に
高 い

約25%

わか ら

ない

その他 コメ ン トがあ りま

した らご記入 ください

例 電 子 出 版→ 1 2 3 ④ ・ 5 6

,

形
態
別

オンライン・データベース → 1 2 3 4 5 6

パッケージ 型 データベース→ 1 2 3 4 5 6

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

別

電 子 出 版→ 1 2 3 4 5 6

電 子 新 聞→

(オンライン・リァルタ仏型)

1 2 3 4 5 6

二rス ・オン・デマンド → 1 2 3 4 5 6

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン→ 1 2 3 4 5 6

ナ ビゲ ー シ ョ ン→ 1 2 3 4 5 6

電子図書館 ・

美術 ・博物館 → 1 2 3 4 5 6

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン→ 1 2 3 4 5 6

遠隔医療 ・診断→ 1 2 3 4 5 6

電 子 会 議→ 1 2 3 4 5 6

ビデオ ・オン ・デマンド→ 1 2 3 4 5 6

エンターテイメント →

(ゲ ー ムな ど)

1 2 3 4 5 6

教 育 ・トレーニング → 1 2 3 4 5 6

⑳～⑳
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第1回 デルファイ調査結果
(単位:%、N=143)

Q4.次 にあげる電子情報サ ー ビスは、2000年 ごろ、わが国 に どの程度、普及す ると思 います
か。実験、特定ユーザ ー レベル に とどまると思われる もの にっ いて はA欄 の、普及 する と思

われる ものにっいては企業 ・団体普及率 と個 人普及率欄の それ ぞれ該当す る番号 に○ 印をっ

けて下 さい。

参考1情 報メディア普及率(%)経 済企画庁 「消費者動向調査」

87年88年 89年90年91年92年

CD

ワープ ロ
パ ソコン

プ ッシュホ ン

ファ クシ ミリ

BS

10.1

7

1

1

0

1

り
ム

1

0

7

0
U

ρ
U

4

9

眞
0

1

1

0乙

8

8

6

5

C
U

O
σ
1

4

リ
ム
ー

1

0
0

(注)BSはNHK推 計で、

34.3

24.1

10.6

39.6

9.2

9月 の 値

41.0

28.4

11.5

47.2

13.5

47.5

32.6

12.2

47.5

5.5

普及 レベル

電子

情報サー〔ス

A 企業 ・団体普及率 個人(家 庭)普 及率
その他 コメン ト

が あ りま した ら

ご記入下 さい
実験
レベル

特 定

ユーザ

レベル

1

3%

未満

3～

15%

15～

50%

50%

以上

3%

未満

3～

15%

15～

50%

50%

以上

例 電 子 出 版→ 1 2

1

③ 4 5 6 7 8 ⑨ 10 NA

lレ

4.9

4.2・

0.7

1.4

2.1

5.6

1.4

2.1

1.4

0.7

0.7

2.1

形
態
別

オンライン・データベース → 0.7 3.5
`

2.8 30.8 34.3 % 44.1 30.1 11.2 %
パッケージ 型 データベース→ 0.0 4.2 4.9 25.2 33.6 % 21.0 38.5 22.4 8

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

別

電 子 出 版→ 0.0 6.3 12.6 32.2 30.8 % 30.8 36.4 21.0 %
電 子 新 聞→ 4.2 14.0

「16

.8 30.1 25.2 躍 47.6 19.6 9.8 %
ニゴ ス ・オン・デマンド → 3.5 9.1 13.3 29.4 30.1 % 44.1 27.3 11.2 %
ト ラ ン ザ ク シ ョ ン→ 2.1 5.6 14.7 37.1 23.1 % 44.8 24.5 11.2 ぢ
ナ ビゲ ー シ ョ ン→ 0.7 5.6 26.6 26.6 25.9 % 30.8 32.2 25.9 %
電子図書館 ・

美術 ・博物館 → 2.1 11.2

`

21.0 24.5 26.6罵 33.6 33.6 11.9 %
プ レゼ ンテ ー シ ョ ン→ 0.0 2.1 4.2 21.0 42.0 麗 60.1 18.2 5.6 %
遠隔医療 ・診 断→ 4.9 14.7 18.9 32.9 18.2 〆 39.9 23.8 11.2 %
電 子 会 議→ 0.0 5.6 10.5 35.7 35.7 % 66.4 9.8 4.2

9

〔テオ ・オン ・デマンド→ 4.2 5.6 25.2 32.9 15.4 ㌃ 33.6 30.1 17.5
7

(注)6、10欄 の下段の数 値は企業 ・団体普及率、個㌧(家 庭)普 及率 のNA。
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Q4.次 にあげる電子情報サービスは、2000年 ごろ、わが国にどの程度、普及すると思います
か。実験、特定ユーザーレベルにとどまると思われるものについてはA欄 の、普及すると思

われるものについては企業 ・団体普及率 と個人普及率欄のそれぞれ該当する番号に○印をつ
けて下 さい。

参 考:,情 報 メデ ィア普 及 率(%)経 済 企画 庁 「消 費 者動 向調 査 」

87年88年89年90年91年

CD10.116.126.834.341.0

ワ ー プ ロ14.019.824.128.4

パ ソ コ ン11.79.711.610.611.5

プ ッ シ ュ ホ ン20.125.934.539.647.2

フ ァ クシ ミ リ 、

BS9.213.5

(注)BSはNHK推 計 で 、9月 の値

92年

47.5

32.6

12.2

47.5

515

普及 レベル

電子

情報 サービス

A 企業 ・団体普及率 個人(家 庭)普 及率
その他 コメン ト

があ りま した ら

ご記入下 さい
実験
レベル

特 定

ユーザー

レベル

1

3%

未満

3～

15%

15～

50%

50%

以上

3%

未満

3～

15%

15～

50%

50%

以上

例 電 子 出 版→ 1 2

`

③ 4 5 6 7 8 ⑨ 10

形
態
別

オンライン・データベース → 1 2

`

3 4 5 6 7 8 9 10

パッケージ 型 データベース→ 1, 2

1

3 4 5 6 7 8 9 10

ア

プ

リ

ケ

ー
シ

ョ

ン

別

電 子 出 版→ 1 2

`

3 4 5 6 7 8 9 10

電 子 新 聞→

(オンライン・リアルタ体型)

1 2

1

3 4 5 6 7 8 9 10

二士 ス ・オン・デマンド → 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン→ 1 2

1

3 4 5 6 7 8 9 40

ナ ビゲ ー シ ョン→ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

電子図書館 ・
美術 ・博物館 → 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン→ 1、 2

1

3 4 5 6 7 8 9 10

遠隔医療 ・診断→ 1 2

1

3 4 5 6 7 8 9 10

電 子 会 議→ 1 2

1

3 4 5 6 7 8 9 10

ビデオ ・オン ・デマンド→ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

エンターテイメント →

(ゲ ー ム な ど)

1 2

,

3 4 5 6 7 8 9 10

教 育 ・ トレーニング → 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

⑭～⑰
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〔電子新聞についてお伺 い します。〕

第1回 デルファイ調査結果
(単位%、N=143)

Q5. 米 ニ ューズウイー クはCD-ROMに よる電子新聞 「ニ ューズウ イー ク ・イ ンタラクテ ィ

ブ」を93年6月 に発売。発行 は四半期 に1回 で、定価99ド ル(約1万 円)。 テキス ト

ビデオ、 グラフ、 アニ メ、写真 、音 声を組 み込み インタラクテ ィブに利用で きることが特

長。主 な内容は、①ニ ューズウ イー ク誌 およびワシン トン ・ポス ト紙の3ヵ 月間の記事 検

索、② シ ミュ レー ションによる トピ ックス ー 例えば人 口増加や経済成長率 を変数 と し

た地球環境 シ ミュ レーシ ョン、酸性雨 による生態変化の ドキュ メン ト、③ ニ ューズウ イー

ク ・オ ン ・エアの ラジオ ・イ ンタ ビューな ど。

Q5-1.上 記のようなCD-ROMに よる電子新聞が日本で も発行されたら利用(購 読)し た

いと思いますか。該当する番号にひとつだけ○印をつけて下さい。

1.利 用 した い(46.2)2.わ か らな い(23.8)3 .利 用 しな い(29.4)(NA=0.7)

241

Q5-2.CD-ROM型 電子新聞の発行頻度はどのくらいが望ましいと思いますか。該当する

番号にひとつだけ○印をつけて下さい。

1.毎 日(7.7)

2.週 刊(21.7)

3.月 刊(42.0)5.そ の 他(3.5)

4.季 刊(四 半 期)(18.9)(NA=6.3) 242

Q5-3.月 間に換算 した利用(購 読)料 は、 どの くらいが望 ましいですか。該当す る番号 にひ

とつだ け○ 印をつ けて下 さい。

1.紙 の新聞の1ヵ 月購読料程度以下(49.0)4

2.紙 の新聞の1ヵ 月購読料 の2～3倍 程度(38.5)5

3.紙 の新聞の1ヵ 月購読料 の4～5倍 程度(3.5)6

.紙 の 新 聞 の1ヵ 月 購 読料 の5倍 以 上(0.7)

.そ の 他(2.1)

.わ か らな い(3.5)(NA=2.8)

243

Q5-4.新 聞は広告媒体 としても大 きな役割を持っています。あなたはCD-ROM型 電子新

聞にも広告の収録は必要 と思いますか。該当する番号にひとつだけ○印をつけて下 さ

い。

1.必 要(50.3)2.わ か らな い(17.5)3.不 要(30.1)(NA=2.1)

244

Q5-5.CD-ROM型 電子新聞は現行の新聞や週刊 ・月刊誌などと競合すると思いますか。

該当する番号にひとつだけ○印をつけて下さい。

1.競 合す る2.ど ち らとも言えない

(16.1)(19.6)

3.競 合 しな い(全 く新 しい媒体)

(62.2)(NA=2.1)245
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〔電子新聞 について お伺 い します。 〕

Q5.前 回調査で左記の 「ニ ューズウ イーク ・イ ンタラクテ ィブ」を電子新 聞 と定義 しま したが、

速報性お よび内容等か ら"電 子 ジャーナル"的 な もの として、以下の質問 に ご回答 くだ さい。

Q5-1. 下記のタイプのCD-ROMに よる電子新聞が発行 された ら、利用(購 読)
いますか。それぞれ該当する番号にひとつだけ○印をつけて ください。

したい と思

利用したい わか らない 利用 しない

新聞縮刷版型(キ ーワー ド検索が可能)

・

1 2 3

現行新聞の再編集版型(音 声 ・動画対応) 1 2 3

新聞と独立の特別編集版(音 声 ・動画対応) 1 2 3

Q5-5.CD-ROM型 電子新 聞に広告が収録 され た場合、ユrザ は利用す る と思 い ます か。

次にあ げる広告 の種類 につ いて、それ ぞれ 「1.そ う思 う」～ 「5.そ う思 わない」
の うちひ とつず つに○ 印をつ けて ください。

1.企 業 イ メー ジ

そ
う

思

う

1

う

と

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

2-3

と

そ

う
思

わ

な

い

ど

ち

ら
か

と

い
う

4

そ
う

思

わ
な

い

2.新 商品(製 品)紹 介 1 2-3 4

5

⑱～⑳ 3.書 籍広告 1 2 3 4

5

5

Q5-2. CD-ROM型 電子新聞で提供する関連情報として、どのようなものが必要 と思いますか。

該当する番号に○印をつけてください。いくつでもけっこうです。

4.教 育 ・カ ル チ ャ ー案 内

5.求 人案 内

1

1

2-3-4

2 3 4

5

1.用 語解説4.

2.遡 及情報(過 去の関連記事な ど)5.

3.政 府審議会な どの詳細情報やその他行政情報6.

7.そ の他

白書 ・報告書等 の原文
ニ ュース ・リリースの原文

紙面 に載 らない取材 の裏話 な ど

6.旅 行 ・観光案内 1 2-一 「「3 4

5

Q5-6.

5

⑰～⑫

CD-ROM型 電子新聞は現行の新聞や週刊 ・月刊誌などと競合すると思いますか。

該当する番号にひとつだけ○印をつけて下さい。

⑪

Q5-3. CD-ROM型 電子新聞の発行頻度はどのくらいが望 ましいと思いますか。

該当する番号にひとつだけ○印をっけて下さい。

1.競 合 する 2.ど ち らとも言えない 3.競 合 しない(全 く新 しい媒体)

⑬

1.毎 日

2.週 刊

3.月 刊5.

4.季 刊(四 半 期)

その他( )

⑫

Q5-4.月 間に換算 した利用(購 読)料 は、どの くらいが望 ましいですか。
それぞれ該当する番号にひとつだけ○印をつけて下さい。

利用料金

発行頻度

紙の新聞
の1か 月

購読料の

1/3程 度'

紙の新聞
の1か 月

購読料の

半額程度

紙の新聞
の1か 月

購読料と

同程度

紙の新聞
の1か 月

購読料の

2～3倍

程度

紙の新聞
の1か 月

購読料の
4～5倍

程度

わ か ら

ない

その他ご意見

毎 日 1 2 3 4 5 6

週 刊 1 2 3 4 5 6

月 刊 1 2 3 4 5 6

季 刊 1 2 3 4 5 6

⑬～⑯

一119～120一



第1回 デルファイ調査結果
(単位%、N=143)

Q6.

米 ナイ ト・リッダー、 タイムズ ・ミラーな ど新聞大手が、携帯型情報端末 を使 って電車 や

車の中か らで も、新聞記事、写真 ・映像 や図表、 さ らに、様 々な関連情報 な どをオ ンライ

ンで引 き出せ るサー ビスを計画ない し開発中です。 この ような文字 と動画、音声な どを ミ

ックス したオ ンライ ン ・リアル タイム型の電子新聞 について伺い ます。

Q6-1.上 記のようなオンライン型の電子新聞が日本で も発行された ら利用(購 読)し たい と

思いますか。該当する番号にひとつだけ○印をつけて下さい。

1.利 用 した い(56.6)2.わ か らな い(26.6)3.利 用 しな い(16.1)

(NA=0.7)246

Q6-2.月 間に換算 した利用(購 読)料 はどのくらいが望 ましいですか。該当する番号にひと
つだけ○印をっけて下さい。

1.紙 の新聞の1ヵ 月購読料程度以下(42.0)4.紙 の新 聞の1ヵ 月購読料の5倍 以上(1.4)

2.紙 の新聞の1ヵ 月購読料の2～3倍 程 度(35.7)5

3.紙 の新聞の1ヵ 月購読料の4～5倍 程度(7.0)6

.そ の 他(2.1)

.わ か らな い(7.7)

(NA=4.2)247

Q6-3.あ なたはオンライ ン ・リアル タイム型の電子新聞 にも広告 の収録 は必要 と思い ますか。

該 当す る番号 にひとつ だけ○印をつ けて下 さい。

1.必 要(47.6)2.わ か らな い(21.7)3.不 要(28.0)(NA=2.8)

248

Q6-4.オ ンライン・リアルタイム型の電子新聞は現行の新聞と競合すると思いますか。該当

する番号にひとつだけ○印をつけて下さい。

1.競 合 す る

(37.1)

2.ど ち ら と も言 え な い

(21.7)

3.競 合 しない(全 く新 しい媒体)

(39.9)

(NA=L4)249
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Q6.
米 ナイ ト・リッダー、 タイムズ ・ミラーな ど新 聞大手が、携帯型情報端末 を使 って電車や

車 の中か らで も、新 聞記事、写真 ・映像や図表、 さ らに、様 々な関連情報 な どを オ ンライ

ンで引き出せ るサー ビスを計画ない し開発 中です。 この ような文字 と動画、音声な どを ミ

ックス したオ ンライ ン ・リアルタイム型の電子新聞 について伺い ます。

Q6-1. 下記の タイプのオ ンライ ン ・リアルタイ ム型 の電子新聞が発行 された ら、利用(購 読)

したい と思いますか。それぞれ該 当す る番号 にひとつだけ○ 印をつ けて ください。

利用 したい わからない 利用 しない

上記 のオ ンライ ン ・リアルタイム型 1 2 3

現行新聞の電子宅配型(テキスト・音声 ・動画対応) 1 2 3

ニ ュ ース ・オ ン ・デマ ン ド型(テ キスト・音 声 ・動 画対 応) 1 2 3

Q6-5.オ ンライ ン ・リアルタイ ム型電子新 聞に広告が収録 された場 合、ユー ザは利 用す る と思
い ます か。次 にあげる広告の種類 につ いて、それぞれ 「1.そ う思 う」～ 「5.そ う思
わない」の うちひとつずつに○ 印をつ けて くだ さい。

1.企 業 イ メ ー ジ 1

う

と

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

2

え

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

3

と

そ

う

思
わ

な

い

ど

ち

ら

か
と

い
う

4

2.新 商品(製 品)紹 介 1 2 3 4

5

3.書 籍広告 1 2 3 4

5

⑭～⑯ 4.教 育 ・カ ル チ ャー案 内 1 2 3 4

5

5

Q6-2. オンライン・リアルタイム型電子新聞で提供する関連情報 として、どのようなものが必

要と思いますか。該当する番号に○印をつけてください。いくつでもけっこうです。

5.求 人案 内

6.旅 行 ・観光案 内

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

1.用 語解説

2.遡 及情報(過 去の関連記事など)

3.政 府審議会などの詳細情報やその他行政情報
7.そ の他

4.白 書 ・報告書 等の原文

5.ニ ュース ・リリースの原文

6.紙 面に載 らない取材 の裏話 な ど

7.上 記 の トランザクション(オンライン発 注 な ど)… ・・…1

Q6-6.

2 3 4 5

⑳～⑯

オンライン・リアルタイム型の電子新聞は現行の新聞と競合すると思いますか。該当

する番号にひとつだけ○印をつけて下さい。

Q6-3.

⑰

オンライン ・リアルタイム型電子新聞の料金体系として、固定料金 と変動料金のどちら

が望ましいですか。該当する番号にひとつだけ○印をつけて ください。

1.月 間固定料金 2.従 量制変動料金 3.わ か らない

1.競 合す る 2.ど ち らとも言えない 3.競 合 しない(全 く新 しい媒 体)

⑰

★その他、電子新聞全般についてご意見がありましたらご記入下さい。

Q6-4.月 間に換算 した利用(購 読)料 は どの くらいが望 ま しいですか。該当す る番号 にひ と
つだけ○ 印をっ けて下 さい。'

1.紙 の新聞 の1カ 月購読料程度以下

2.紙 の新聞 の1カ 月購読料 の2～3倍 程度

3.紙 の新聞 の1カ 月購読料 の4～5倍 程度

4。 紙の新聞の1カ 月購読料 の5倍 以上

5.そ の 他(

6.わ か らな い

)

⑲
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〔あなたご自身のことについてお伺いします〕

F1.あ なたの年代をお答え下 さい。該当す る番号 にひ とつ だけ○印をつ けて ください。

1.20歳 代3.40歳 代

2.30歳 代4.50歳 以上

254

F2.あ なたはデータベ ースを利用 してい ますか。該当す る番号 にひ とつだけ○印をっ けて くだ

さい。

1.現 在利 用 している3.利 用 したい と思 っている

2。 以前利 用 した ことが ある4.今 後 も利用 しない と思 う

255

F3.あ なたはパ ソコ ンを 自宅で利 用 して いますか。該 当す る番号 にひとつだ け○ 印をつ け

て下 さい。

1.現 在利 用 して いる3.利 用 しtgい と思 っている

2.以 前利 用 したこ とがあ る4.今 後 も利用 しない と思 う

256

ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

同 封 の 返 信 用 封 筒 に 入 れ 、

2月7日(月)ま で に 投 函 し て 下 さ い 。
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資料4デ ルファイ調査添付資料

⑮
電子情報サー ビスの種類概要

ここでの電子情報 サー ビスは、すべてマルチ メデ ィアを前提 と したサ ー ビスをイ メー ジしてい ます。す
なわち、テキス ト、音声、 画像、映像 な どの情報をデ ジタル化 して融合 し、 コンピューターを介 してミ

イ ンタラ クテ ィブ(対 話型)に 利 用で きるサー ビスです。

〈サー ビス形態別 〉

オ ン ライ ン ・デー タベ ー ス

パ ソコ ンな どのユーザ ー端末か ら、ISDNな どの高速通信回線 を通 じて、 コン'ピュ一夕ーセ ン

ターのデ ータベースにア クセ ス し、情報 を検索 ・表示す るサ ー ビス。旅行予約な どの トラ ンザ クシ

ョンサ ー ビス も含 む。

パ ッケー ジ型 データベース

CD-ROMな ど手元 のパ ッケー ジ媒体にデ一夕ベrス を収納 し、パ ソコン、 ワー クステー シ ョ

ンな どの端末で情報 を検索 ・表示す るデータベ ース。

〈アプ リケー ション別 〉

電子出版

オンラインまたはCD-ROMな どの電子技術を使って、紙に依存 しない出版物で、手元のパソ
コンまたは、携帯型の専用端末で読むことができる。必要な雑誌の必要な箇所だけをすばや く呼び

出せる検索機能が特徴。

電子新聞

オンラインまたはCD-ROMな どのパ ッケージ媒体を通 じて、新聞を手元の携帯型の専用端末

などで読むことができる。記事検索機能をもち、写真、グラフのほか、さまざまな関連 ・補足情報

も併せてサービスする。

ニ ュー ス ・オ ン ・デ マ ン ド

オ ンライ ン端末か ら自分 の見 たい分野、話題を選ぶ と、要求 に応 じたニ ュース映像 ・解説 を コン

ピューター画面 またはテ レビで見 ることがで きるサー ビス。

トラ ンザ ク シ ョン ・サ ー ビス

情報検索型 のデー タベースサー ビスに、受発注 を中心 と した取 引の処理機能を付加 した もの。 オ
ンラインで、ホームバ ンキ ング、ホームシ ョッピング、不動産取 引、航空券 ・旅 行予約 な どのサー
ビスが受け られる。



ナ ビゲ ー シ ョ ン ・シス テム

コンピューターに収録 した地図情報 と衛星電波を利用して位置を測 り、自動車、航空機な どの現

在地を表示したり、自動的に操縦 したりするシステム。

電子美術館 ・博物館

美術館 ・博物館の絵画、彫刻、各種展示物 をCD-ROMな どでデータベ ース化 し、作者、流派、

年代な どさまざ まな項 目か ら検索、ハ イ ビジ ョンな どの高精細画像で呼び出 して鑑賞で きる。将来

は美術館 ・博物館 どう しをオ ンライ ンで結 び、情報を共有化す ることも可能。

電子図書館

書籍、雑誌な ど収蔵図書 をCD-ROMな どでデータベース化 し、著者 、分野 、出版社や、各種

キー ワー ドで検索 し、 オ ンライ ン端末 で読んだ り、必要箇所 をプ リン トア ウ トして利用で きる。

プ レゼ ンテ ー シ ョン ・シス テム

商品外観 ・仕様な どのデータベー スを もとに、3次 元 グラフィックスな どで顧客に分か りやす く

商品の説明をす るシステム。 自動車、家電 な どあ らゆる商品の設計検証や、建築物な どの コンペで

提示す る景観 シミュ レー ションな ど。

遠隔医療 ・診断

家庭か ら病院の コンピューターセ ンターにア クセス し、専門医 または医療エ キスパ ー トシステム

と対話す ることで、家庭や僻地 な どの遠 隔地 にいなが ら、専門的な医療診 断を受 け られ るサー ビス。

電子会議

ISDN、 衛星な どの通信回線を通 じて、パ ソコンのモニター上で、1つ の ウィン ドウに相手の

顔 を見なが ら、 メ ッセージや画像を送 って意見を交換す る。遠 隔地 間で会議がで きるシステム。

ビデオ ・オ ン ・デ マ ン ド

映画やテ レビ番組な どの映像情報 を、 ビデオセ ンターやテ レビ局がス トックし、 ネ ッ トワー クに

よ り送信す る。ユ ーザーは通信回線 を通 じて、各 自の見たい映画や番組 だけを見 るこ とがで きるサ
ー ビス。

エ ンターテイ ンメン ト(ゲ ームな ど)

VR(ヴ ァーチ ャル ・リア リテ ィー)技 術を応用 し、 ネ ットワー ク上で遠隔地のプ レーヤー同士

が楽 しめる リアルタイム ・シ ミュ レー シ ョン ・ゲームや、 また、ISDN、 衛星な どの通信回線 を

通 じてゲーム ソフ トや音楽 ソフ トを入手で きるサー ビスな ど。

教 育 ・トレー ニ ング

通信回線を通 じて、 自宅で個人 の レベルに合 った教育が受 け られ る在宅学習 、電子塾 システム。

また、 カルチ ャース クールに参加 した り、VRに よる訓練な どで資格取得がで きる。
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